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第I部

調査の方法と結果





第1章 調査の概要

1.1 調査の目的

本調査の目的
本調査の目的は大きく二つある．第一の目的は，東京多摩地域の住民を対象に郵送法による意識調査

を実施し，地域住民に対する意識調査の実施方法を調査研究するとともに，各市町村住民の意識の特徴

を明らかにすることである．統計数理研究所では昭和 28年以来 5年ごとに「日本人の国民性調査」(以

下，国民性調査) を繰り返し，戦後日本人の意識動向を把握してきた．国民性調査の目的は日本人の成

人全体の意識を把握することであり，その標本設計は市町村レベルでの結果表章を想定していない．し

かし地域的な格差の拡大が懸念される中で，市町村の間での意識の違いを捉え，各市町村の特徴を明ら

かにしていくことは，今後さらに重要性が増すものと考えられる．そこで平成 21年秋に統計数理研究

所が東京都港区から東京都立川市に移転したことを契機として，立川市を含む東京多摩地域の住民意識

調査を実施することとしたものである．ただしコスト等の観点から，今回の調査は立川市と小平市の 2

市に限定する．この 2市を選んだのは，統計数理研究所が立川市に所在すること，立川市と小平市の対

象年齢人口はそれぞれ 135,920人と 136,741人 (平成 23年住民基本台帳人口要覧) とほぼ等しく，両市

を合わせた結果を表章する際に二つの市の重みがほぼ等しくなることが理由である．

第二の目的は，郵送調査法における回収率向上策および調査票デザインに関して適切な指針を得る

ことである．郵送調査法における回収率は調査主体の影響を大きく受け，調査主体は変えようがないた

め，その点では回収率向上のための工夫の余地はない．しかし同じ調査主体であっても，調査の実施方

法によって回収率を改善することは可能であろう．そこで本調査では調査協力依頼状と調査説明書の二

つの要因に着目し，それぞれ二つの方法を比較することとした．調査協力依頼状に関しては，活字印刷

したものと手書き原稿を活版印刷したものとを比較する．手書きの方が親しみやすさが増し，回収率が

向上するのではないかという考えからである．また調査説明書に関しては，白黒で調査への回答方法の

説明に重点を置いたものと，カラーで調査の目的や結果の活用方法の説明に重点を置いたものとを比較

する．後者の方が，対象者に対して調査の意義をより訴えかけることができ，回収率が向上するものと

考えられるからである．

さらに自記式調査である郵送調査法では，記入の誤り等といった非標本誤差が，調査員調査よりも大

きくなるおそれがある．非標本誤差を抑えた質の高いデータを得るには，調査票のデザインが回答に与

える影響を調べ，適切な調査票デザインについて研究することが必須である．そこで本調査では回答

選択肢としての「その他」の提示方法の影響を調べることとした．一般に調査員調査では「その他」や

「分からない」といった選択肢を対象者に提示することは少ないのに対し，自記式調査ではそれらの選

3



第 1章 調査の概要

択肢を調査票上に明示することがある．そのため自記式調査では「その他」や「分からない」の割合が

調査員調査よりも高くなり，同じ調査項目であっても異なる調査モード間での比較は難しくなる．そこ

で本調査では「その他」の文字サイズを他の選択肢よりも小さくした調査票も用意し，文字サイズを揃

えたときの結果と比較することで，文字サイズが回答に与える影響を調べることとする．

調査は統計数理研究所 調査科学研究センターの予算で実施し，その企画や実施に当たっては，調査

科学研究センターの中村隆教授，吉野諒三教授，前田忠彦准教授，尾崎幸謙助教各位からご助言をいた

だいた．またデータの整理にあたっては，後藤由美子さんのご協力を得た．なお，本調査研究リポート

の内容は全て著者の個人的見解を示すものであり，統計数理研究所や調査科学研究センターとしての見

解を示すものではない．

1.2 調査結果の概要

調査結果の概要は以下のとおりである．

・交通の便がよく商業施設が充実している立川市，自然の不安が少なく治安がよい小平市 　

「交通の便が良い」や「商業施設が充実している」は，立川市の方が小平市よりも「当てはまる」

あるいは「やや当てはまる」という回答が多く，特に「商業施設が充実している」については立

川市の方が 38ポイントも多い．一方，「物価が安い」「自然災害の不安が少ない」「騒音が少ない」

「治安が良い」「自然が多い」については小平市の方が立川市よりも多く，特に「自然災害の不安

が少ない」は小平市の方が 31ポイントも多い．

・生活水準が向上した若年層と悪化した高齢層 　

最近 10年間での生活水準の変化を尋ねたところ，全体では両市とも 4割の人が「変わらない」と

したものの，年齢層が下がるほど「よくなった」あるいは「ややよくなった」という回答が増え，

特に立川市では 20代の 48%，30代の 44% が「よくなった」あるいは「ややよくなった」とし

ている．一方 70代では，「よくなった」あるいは「ややよくなった」としたのは立川市で 6%，小

平市で 10%であるのに対し，「わるくなった」あるいは「ややわるくなった」としたのは立川市で

42%，小平市で 37% であり，高齢層ほど生活水準が悪化したと回答している．

・調査依頼状の手書きと調査説明書のカラー詳細化の影響は認められない 　

活字の調査依頼状の回収率は 48.9%，手書きの調査依頼状の回収率は 46.7% であり，調査依頼状

を手書きとすると回収率は 2.2ポイント減少した．また調査方法に重点を置いたモノクロの調査

説明書の回収率は 48.6%，調査目的に重点を置いたカラーの調査説明書の回収率は 47.0% であり，

調査説明書をカラー詳細化すると回収率は 1.6ポイント減少した．ただし標準誤差の大きさを考

慮すると，いずれの条件も回収率に影響を与える要因とは認められなかった．
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1.2. 調査結果の概要

・「その他」の文字ポイントを落とすと，選択される割合が減少する 　

調査票上の選択肢「その他」の文字ポイントを小さく印字すると，47の項目のうち 35の項目で

は「その他」の割合が減少し，最大で 7.2ポイント差が生じた．小さな文字で「その他」の割合

が増加したのは 11の項目に過ぎず，増加幅もたかだか 3.0ポイントに過ぎなかった．
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第2章 調査の方法

2.1 調査計画の概要
2.1.1 調査対象

調査対象は，立川市あるいは小平市在住の 20歳以上 80歳未満の日本人個人である．この二つの市を

選定した理由は，統計数理研究所が立川市に所在すること，小平市は立川市に接しており立川市と人口

規模がほぼ等しいことによる．人口規模が等しいため，この二つの市を合わせた結果を表章する際に，

いずれかの市の結果がより大きく影響することを避けられる．

2.1.2 標本抽出方法

標本の抽出は，市を層とした層化二段確率比例抽出法による．なお標本の抽出は全て調査会社 (後述)

に委託した．

第一次抽出単位 (PSU) は町丁字等であり，立川市・小平市ともに 40ずつの PSUを抽出することと

した．そこで市ごとに，系統抽出法を利用して町丁字における国勢調査区数で確率比例抽出を行った1．

第二次抽出単位 (SSU)は住民個人である．抽出された町丁字の住民基本台帳を用いて，いずれのPSU

においても 20歳以上 80歳未満の個人 25名を等間隔系統抽出した．

抽出された標本サイズは立川市 1,000人，小平市 1,000人の合計 2,000人である．

2.1.3 調査実施方法

調査は郵送法により実施した．事前の依頼は行わず，締切までの調査期間中に未返送者に対して督促

状を 1回発送した．返送者に対しては 500円のQUOカードを後日郵送した．

一回目の発送物は以下のとおりである．

　・調査票： A3一枚に両面印刷し，二つ折したもの

　・調査協力依頼状： A4一枚に片面印刷し，統計数理研究所長印を押印したもの

　・調査説明書： A4一枚に片面あるいは両面印刷したもの

　・返信用封筒： 長形 3号の封筒に返信先を印刷し 90円切手を貼付したもの

後述のとおり，調査票・調査協力依頼状・調査説明書はそれぞれ 2種類を用意し，各対象者にはそれら

を組み合わせた 8通りのうちの一つの組み合わせを送付した (2.2.1節参照)．また返信用封筒に貼付す

1町丁字における対象年齢人口で確率比例抽出を行うと，抽出ウェイトはより一定となる．しかし，利用できるデータとス
ケジュールに鑑み，より簡便な方法として調査区数による確率比例抽出を行った．
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2.1. 調査計画の概要

る切手は 8種類を用意し，市・調査協力依頼状・調査説明書の組み合わせごとに異なる切手を用いて，

返送された調査票がどの組み合わせで送付されたものか区別できるようにした (表 2.1参照)．

これらを角形A4号の封筒に封入し，120円切手を貼付した．送信用封筒表面には統計数理研究所名

および調査への協力依頼を印刷した．調査協力依頼状を手書き・活版印刷した対象者には，対象者の住

所・氏名を送信用封筒表面に手書きした．それ以外の対象者には，対象者の住所・氏名を宛名ラベルに

印刷し，送信用封筒表面に貼付した．

二回目の発送となる督促状は，私製はがきに 50円切手を貼付した．一回目の発送と同様に，督促状

を手書き・活版印刷した対象者には対象者の住所・氏名を手書きし，それ以外の対象者には対象者の住

所・氏名を宛名ラベルに印刷して貼付した．

謝礼であるQUOカードは，A4一枚に片面印刷した礼状ともに，長形 3号の封筒で発送した．

2.1.4 調査実施時期

調査票は 2012年 1月 20日 (金)に投函した．締切は 2月 20日 (月)とした．2月 8日 (水)時点での調

査票の未到着者に対しては，2月 8日 (水)に督促状を投函した．謝礼は 2月 13日 (月)および 3月 2日

(金)に発送した．

本調査研究リポートでは，2012年 3月 16日 (金)到着分までを集計対象として扱う．

2.1.5 調査項目

調査項目は全 55問であり，「日本人の国民性 第 12次全国調査」(中村・前田・土屋・松本, 2009) で使

われた調査項目を主に用いた．55問のうち 53問は回答選択肢を用いて回答してもらう項目であり，残

りの 2問 (調査票への記入日時と調査票記入に要した時間を問う調査項目) は数値等を記入してもらう

項目である．

2.1.6 調査実施体制

調査票，調査協力依頼状 (活字)，調査説明書 (調査方法)，督促状 (活字)，礼状の版下作成は統計数

理研究所が行った．調査説明書 (調査目的) の原稿作成および印刷は，その内容を統計数理研究所が指

示しながら有限会社ユーツークリエイトが行った．調査協力依頼状 (手書き) および督促状 (手書き) の

版下作成，調査票等の印刷，標本の抽出，調査票等の封入・発送作業，督促状の発送作業，謝礼の発送

作業は株式会社サーベイリサーチセンターに委託した．したがって，統計数理研究所では抽出された対

象者の氏名・住所等の個人情報を保有していない．

調査票の返送先は統計数理研究所とした．発送する調査票には全て通し番号をつけ，統計数理研究所

に返送された調査票番号をサーベイリサーチセンターに伝えることで，未返送者への督促状の発送およ

び返送者への謝礼の発送を行った．
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2.2 比較調査の内容
2.2.1 比較調査の内容

本調査では，調査協力依頼状，調査説明書，調査票をそれぞれ 2種類ずつ用意し，その影響を調べる．

そこで全ての組み合わせ 8通りを用意した上で，各市 40の PSUを 5つずつ 8群に無作為に分割し，各

群をいずれかの組み合わせに割り当てた．

表 2.1: 比較条件の割当

市 調査協力依頼状 調査説明書 調査票 切手 PSU数 対象者数
立川 活字 調査方法 通常 1 5 125
立川 活字 調査方法 小文字 1 5 125
立川 活字 調査目的 通常 2 5 125
立川 活字 調査目的 小文字 2 5 125
立川 手書き 調査方法 通常 3 5 125
立川 手書き 調査方法 小文字 3 5 125
立川 手書き 調査目的 通常 4 5 125
立川 手書き 調査目的 小文字 4 5 125
小平 活字 調査方法 通常 5 5 125
小平 活字 調査方法 小文字 5 5 125
小平 活字 調査目的 通常 6 5 125
小平 活字 調査目的 小文字 6 5 125
小平 手書き 調査方法 通常 7 5 125
小平 手書き 調査方法 小文字 7 5 125
小平 手書き 調査目的 通常 8 5 125
小平 手書き 調査目的 小文字 8 5 125
合計 80 2,000

2.2.2 調査協力依頼状

調査協力依頼状は，統計数理研究所長名による対象者へのA4一枚の依頼状である (5.1節参照)．活

字原稿を印刷したものと，同じ文面を手書きして活版印刷したものとを用意し，手書きをしたことによ

る回収率への影響を調べる．手書きの方は印刷ではあっても活版印刷であり，また手書き文字であるた

めに親しみやすさが増し，通常の活字印刷による調査協力依頼状よりは回収率が向上するものと考えら

れる．なお，いずれについても統計数理研究所長印を一枚ずつ押印した．

2.2.3 調査説明書

調査説明書は調査の目的や調査方法，問い合わせ先等を説明した A4一枚の説明書である (5.2節参

照)．調査 “方法”の説明に重点を置いた調査説明書では，調査対象の選び方，回答の方法と返送期限，

調査結果の公表方法と問い合わせ先を明記し，片面モノクロ印刷とした．調査 “目的”の説明に重点を

置いた調査説明書では両面カラー印刷とした．表面では調査を実施している目的や，対象者の協力が不

可欠であることをイラストとともに説明し，裏面では調査の内容や調査結果をどう使っていくのかを説

明した．調査対象の選び方や返送期限，問い合わせ先は裏面に記した．
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2.3. 母集団推定の方法

調査 “目的”の説明に重点を置いた調査説明書では，調査に対する対象者の理解を促すことができ，

またカラー化によってより訴求力が高まるため，調査 “方法”の説明に重点を置いた調査説明書よりも

回収率が向上するものと考えられる．なお，調査 “方法”と調査 “目的”のいずれの調査説明書において

も，返送者には後日 500円のQUOカードを進呈することを明記した．

2.2.4 調査票デザイン

調査票はA3一枚に両面印刷し，二つ折りした．回答選択肢を用いた 53問のうち，47問では「その

他」を示したが，二種類の調査票を用意して，調査票の間では「その他」の示し方を変えた (5.3節参

照)．一方の調査票では，「その他」を「その他」以外の回答選択肢と同じ大きさ (9pt) で示し (以下，通

常)，もう一方の調査票では，「その他」とその回答選択肢番号を若干小さな大きさ (7pt) で示した (以下，

小文字)．さらに調査票記入所要時間の記入欄の幅を二つの調査票の間で変え，小文字調査票 (64pt) は

通常調査票 (28pt) の倍以上とした．

2.3 母集団推定の方法
2.3.1 ウェイト算出の方法

母集団推定のためのウェイトは次式を用いる．

wc
i = wigi,Ngi,C (2.1)

wi は標本抽出デザインを反映した抽出ウェイト，gi,N は未回収を補正するための調整ウェイト，gi,C は

母集団サイズを用いたキャリブレーションのための調整ウェイトである．これらの算出方法は後述のと

おりである．

抽出ウェイト

回
収

未
回
収

第 1 個人

第 n 個人

キャリブレーション

w1

未回収の補正

母
集
団
値

w1g1,N w1g1,Ng1,C

図 2.1: ウェイトの算出

本調査の調査項目は基本的に択一選択項目である．各回答選択肢の母集団割合 py は，yi を第 i 対象

者が当該選択肢を選んでいれば 1，そうでなければ 0という値をとる二値変数として，(2.1) 式のウェイ
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ト wc
i を用いた以下の加重平均によって推定する．

p̂y =
∑

i∈s

δi,Rwc
i yi

/
∑

i∈s

δi,Rwc
i =

∑

i∈s

δi,Rwigi,Ngi,Cyi

/
∑

i∈s

δi,Rwigi,Ngi,C (2.2)

s は抽出した標本全体であり，δi,R は第 i 対象者が回答していれば 1，そうでなければ 0という値をと

る二値変数である．

抽出ウェイト

標本は市ごとに二段確率比例抽出法で選ばれている (一段目は市ごとに 40町丁字を確率比例抽出，二

段目は 25人を系統抽出)．そのため，標本抽出デザインを反映した第 i 対象者の抽出ウェイト wi は以

下のとおりとなる．

wi =
Mh

40mj
× Nj

25
, i ∈ Uj (2.3)

Mh は h 市における国勢調査区総数，mj は第 i 対象者が住む第 j 町丁字における国勢調査区数，Uj

と Nj は第 j 町丁字における全対象者とその人数である．

未回収補正のための調整ウェイト

未回収補正のための調整ウェイト gi,N には，(抽出ウェイトによる加重) 回収率の逆数を用いること

とした．そこでまず，回収か未回収かを基準変数とし，抽出ウェイト wi と表 2.2に示す全 23変数を用

いて分類木 (Breiman, et al. (1984)) を作成した．表 2.2のうち，態度・性別・年齢層・住宅については

個人レベルで値が定まる変数であり，他の変数は平成 22年国勢調査結果を用いてPSUレベルで値が定

まる変数である．態度変数とは調査に対して積極的な回答者は「積極」，それ以外の回答者と未回収者

は「消極」という値をとる変数である．調査に対して積極的な回答者の回収率は 1，すなわち gi,N = 1

となり，未回収補正のための調整ウェイト gi,N は，調査に積極的ではない回答者に対してのみ実質的に

与えられることとなる．なお調査に対して積極的な回答者とは，以下のいずれかに該当する回答者 142

名とした．

• #1.91「問 36 再協力の意向」に対して「必ず答えるようにしたい」と回答し，平成 24年 1月 30

日 (月)までに調査票が到着した回答者

• #1.91「問 36 再協力の意向」に対して「なるべく答えるようにしたい」と回答し，平成 24年 1

月 23日 (月)までに調査票が到着した回答者

得られた分類木は図 2.2に示すとおりである．全 23変数のうち，分類木に示された 13変数を用いて，

調整ウェイト作成用に標本全体を 23グループに分割した．未回収を補正するための調整ウェイト gi,N

は次式となる．

gi,N =
∑

i∈s

δi,cwi

/
∑

i∈s

δi,cδi,Rwi (2.4)

δi,c は第 i 対象者が第 c グループに属していれば 1，そうでなければ 0という値をとる二値変数である．
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表 2.2: 未回収補正用変数

レベル 変数名 内容 カテゴリ
個人 態度 調査への態度 積極・消極

性別 性 男性・女性
年齢層 年齢層 20代・30代・40代・50代・60代・70代
住宅 住宅の建て方 戸建・共同

PSU 子供 15歳未満の割合 ～10%・～15%・15%～
戸建 一戸建の割合 ～30%・～50%・50%～
給住 給与住宅の割合 ～2%・～5%・5%～
単世 単独世帯の割合 ～30%・～50%・50%～
2次産業 第 2次産業従事者の割合 ～15%・～20%・20%～
3次産業 第 3次産業従事者の割合 ～70%・～75%・75%～
出生 出生時から住んでいる者の割合 ～6%・～8%・8%～
高卒 高校卒業者の割合 ～25%・～30%・30%～
大卒 大学卒業者の割合 ～20%・～25%・25%～

以下は分類木に示されなかったため，ウェイト算出には使われなかった変数
PSU 高齢 65歳以上の割合 ～20%・～25%・25%～

労働 労働力人口の割合 ～50%・～55%・55%～
非労働 非労働力人口の割合 ～30%・～40%・40%～
雇用 雇用者の割合 ～78%・～83%・83%～
自営 自営業主の割合 ～7%・～9%・9%～
共同 共同住宅の割合 ～50%・～80%・80%～
持家 持ち家の割合 ～40%・～60%・60%～
核 核家族世帯の割合 ～55%・～65%・65%～
未婚 未婚の割合 ～30%・～35%・35%～
居住 20 居住 20年以上の割合 ～15%・～25%・25%～

全 体
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�����
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�����
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���
�
��	��

出生 ≧ 8%
�
	�
�
����


２次産業 < 20%
�
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大卒 < 25%
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図 2.2: 分類木
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キャリブレーションのための調整ウェイト

未回収を補正したウェイト wigi,N に対し，さらに母集団サイズを用いて，市ごとにキャリブレーショ

ンを行った．キャリブレーションに用いる変数は，利用できる情報の正確性に配慮して，性と年齢層の

二つとした．母集団サイズは表 2.3のとおりである (平成 23年版住民基本台帳人口要覧による)．

表 2.3: 母集団サイズ

立川市 小平市
全体 135,920 136,741
性別

男性 69,184 68,569
女性 66,736 68,172

年齢層
　 20～29歳 21,872 21,784
　 30～39歳 28,144 26,924
　 40～49歳 26,073 27,627
　 50～59歳 19,648 20,860
　 60～69歳 23,725 22,170
　 70～79歳 16,458 17,376

また，ウェイトのキャリブレーション手法としては回帰推定量を用いた．乗法関数やロジット関数を

用いたキャリブレーションも試みたが，結果はほとんど変わらなかったためである．キャリブレーショ

ンのための調整ウェイトは次式となる．

gi,C = 1 + (τ x,h − τ̂ x,h)′



∑

i∈sh

δi,Rwigi,Nxix
′
i




−1

xi, i ∈ sh (2.5)

τ x,h =
∑

i∈Uh

xi, τ̂ x,h =
∑

i∈sh

δi,Rwigi,Nxi (2.6)

xi はキャリブレーションに用いる変数の，第 i 対象者の値を並べたベクトルである．つまり，第 i 対

象者が性別と年齢層のどのカテゴリ (ただし両変数とも最後のカテゴリを除く) に属するかを示す 0/1

と，全体を示す 1を並べた 7 × 1 のベクトルとなる．Uh と sh は h 市の母集団と標本であり，τ x,h は

表 2.3の h 市の数値 (ただし「女性」と「70～79歳」を除く) を並べた 7 × 1 のベクトルである．

回収率算出のためのウェイト

本調査研究の目的の一つとして，調査実施方法の違いによる回収率の比較がある．回収率を算出する

ときのウェイトは，(2.1) 式や (2.5) 式において gi,NR = 1 とし，市と調査協力依頼状・調査説明書の

条件を組み合わせた 8つのグループごとにキャリブレーションを行ったものを用いる．

2.3.2 標準誤差算出の方法

標準誤差の算出にはジャックナイフ法を用いる．h 市の標本を sh (s立川 ∪ s小平 = s)，第 r PSUの標

本を sr (∪80
r=1sr = s) とすると，第 r 反復 (r = 1, . . . , 80) では第 r PSUの標本 sr (sr ⊂ sh) を取り除
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2.4. 文献

いて推定値を求める．つまり抽出ウェイト wi の代わりに次式の w(r)
i に対して未回収の補正とキャリ

ブレーションを行い，ジャックナイフウェイト w(r)
i g(r)

i,Ng(r)
i,C を求める．

w(r)
i =






0 i ∈ sh & i ∈ sr

40
39

wi i ∈ sh & i ∈ s̄r

wi i ∈ s̄h

(2.7)

ただし s̄r = s \ sr と s̄h = s \ sh はそれぞれ sr と sh 以外の標本である．

第 r 反復の推定値は (2.8) 式となり，推定値の分散は (2.9) 式で求められる．

p̂(r)
y =

∑

i∈s

δi,Rw(r)
i g(r)

i,Ng(r)
i,Cyi

/
∑

i∈s

δi,Rw(r)
i g(r)

i,Ng(r)
i,C (2.8)

V̂ (p̂y) =
80∑

r=1

39
40

(
p̂(r)

y − p̂y

)2
(2.9)

2.4 文献

Breiman L., Friedman J. H., Olshen R. A., and Stone, C. J. (1984) Classification and Regression Trees.
Wadsworth.

中村隆・前田忠彦・土屋隆裕・松本渉 (2009) 国民性の研究 第 12次全国調査　統計数理研究所研究リポート 99.
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第3章 調査の結果

3.1 回収の状況

全体の有効回収数は 961件であり，(2.1) 式において gi,N = 1 としたときの回収率1は表 3.1のとおり

47.8%であった (カッコ内の値は標準誤差)．市ごとの回収率は立川市が 49.1%，小平市が 46.5% と立川

市の方が若干高いが，標準誤差の大きさを考慮すると統計的に有意な差ではない．

表 3.1: 回収率 (全体・市ごと)

全 体 立川市 小平市
47.8% (1.7) 49.1% (2.1) 46.5% (2.7)

調査実施条件ごとの回収率は表 3.2のとおりである．標準誤差の大きさを考慮すると統計的に有意な

差ではないものの，活字よりは手書きの方が回収率は低く，また調査方法よりは調査目的の方が回収率

は低く，事前の予想に反する結果であった．最も回収率が低かったのは，回収率が最も高いと予想され

た手書きと調査目的の組み合わせであった．

表 3.2: 回収率 (調査実施条件ごと)

調査協力依頼状
活字 手書き 全 体

調査説明書 調査方法 48.0% (2.5) 49.3% (5.0) 48.6% (2.8)
調査目的 49.8% (3.0) 44.2% (2.1) 47.0% (1.8)
全 体 48.9% (2.0) 46.7% (2.7) 47.8% (1.7)

属性別の回収率は図 3.1のとおりである．エラーバーの長さは左右それぞれ標準誤差の 1.96倍として

ある．左にある全体の図で見ると，男性よりも女性の方が回収率は高く，若年層よりも高齢層の方が回

収率は高い．調査実施条件ごとに回収率を見てもその傾向は変わらず，いずれかの調査実施条件が，あ

る特定の性や年齢層で回収率に寄与するという傾向は認められなかった．

次に図 3.2は，統計数理研究所への調査票の到着日ごとに，その日までの累積回収率を示したもので

ある．2月 13日に回収率が急上昇するのは，督促状発送 (2月 8日) 後の最初の月曜日だからである．立

川市と小平市の間で調査票の到着速度に大きな違いは認められない．

図 3.3は調査実施条件ごとに回収率の変化を示したものである．最も回収率が低かった手書き・調査

目的の組み合わせ (緑丸印) は，最初の一週間は他の調査実施条件と大差はないが，次の一週間の回収率
1この 3.1 回収の状況 の節で示す回収率は，いずれも (2.1) 式において gi,N = 1 としたときのウェイトを用いたものであ

る．
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3.1. 回収の状況

41.8

54.0

37.9

41.3

43.2

50.7

57.4

62.0

手書き
活字
調査目的
調査方法

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

男性

女性

回収率（全体）
0% 20% 40% 60% 80%

回収率（調査協力依頼状別）
0% 20% 40% 60% 80%

回収率（調査説明書別）
0% 20% 40% 60% 80%

図 3.1: 属性別回収率（調査実施条件ごと）

立川
小平

回
収
率

0%

10%

20%

30%

40%

50%

到着日

22 29 5 12 19 26 4 11
1月 2月 3月

図 3.2: 市ごとの回収状況
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第 3章 調査の結果

が低く，督促状を送付する前に既に他の調査実施条件と差が生じてしまっていることが分かる．活字・

調査目的の組み合わせ (青四角印) も督促状送付前は回収率が低く，督促状の送付後に調査方法の群 (黒

四角印・赤丸印) の回収率に追いついている．

活字・調査方法
活字・調査目的
手書き・調査方法
手書き・調査目的回

収
率

0%

10%

20%

30%

40%

50%

到着日

22 29 5 12 19 26 4 11
1月 2月 3月

図 3.3: 調査実施条件ごとの回収状況

図 3.4は調査票への記入日時の回答を累積したものである．活字・調査方法 (黒線) は他の調査実施

条件と比べて記入が早い．一方で調査説明書が調査目的の群 (青線・緑線) は記入が遅い．調査説明書

が詳細であったために，かえって対象者が調査票への記入に直ちに取り掛かれず，それが回収率の低下

の一因となったのかもしれない．

活字・調査方法
活字・調査目的
手書き・調査方法
手書き・調査目的

累
積
割
合

0%

20%

40%

60%

80%

100%

調査票記入日時

22 29 5 12 19 26
1月 2月

図 3.4: 調査票への記入日時
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3.2. 調査票デザイン

3.2 調査票デザイン

図 3.5は「その他」の割合2を小文字調査票と通常調査票との間で比較したものである．縦軸は 2種類

の調査票の間での「その他」のパーセントの差であり，横軸は両調査票を合わせたときの「その他」の

パーセントである．黒丸は各項目であり，中心にある水平線よりも下に黒丸があるということは，通常

調査票の方が小文字調査票よりも「その他」の割合が大きいということを意味する．赤線で示したのは

「その他」の割合の差の 95% 信頼区間である．

ほとんどの信頼区間は調査票の間での差が 0ポイントを含んでいるものの，47の項目のうち 35の項目

では小文字調査票の方が「その他」の割合が小さい．例えば図の最も右端にある点は「問 24 あなたは，

つぎの２つの暮し方のうち，どちらに賛成ですか？」であり，「その他」の割合は通常調査票が 27.8%，

小文字調査票が 20.6% となって 7.2ポイントの差が見られた．47の項目のうち 11の項目では通常調査

票の方が「その他」の割合が小さいが，その差はたかだか 3ポイント程度である．「その他」の文字を小

さく印字することによって，「その他」が選択される割合は減ると言ってよいであろう．

そ
の
他
（
小
文
字
）
−そ
の
他
（
通
常
）

−12

−10

−8

−6

−4

−2

0

2

4

6

8

10

その他（全体）
0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20% 22% 24%

図 3.5: 「その他」の比較

2この 3.2 調査票デザイン の節の結果は，(2.1) 式によるウェイトを用いたものである．
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第 3章 調査の結果

3.3 調査項目への回答
3.3.1 地域特性

図 3.6は居住年数の結果3である．立川市・小平市ともに 20年以上が 4割前後を占める．年齢層別に

見ると，20代では 5年未満の新しく転居してきた層と，20年以上のおそらく出生時からの居住層とが

混在しているが，30代以降では年齢層があがるにつれて居住年数が長くなる傾向にある．
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５年未満 ５年以上１０年未満

20代
30代
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50代
60代
70代

男性
女性

立川市全体

0% 20% 40% 60% 80% 100%

立川市
17

17

18

47

26

11

2

8

8

19

20

17

11

40

16

22

10

6

26

34

18

14

19

48

35

26

8

38

29

47

28

15
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41

57

78

１０年以上２０年未満 ２０年以上

20代
30代
40代
50代
60代
70代

男性
女性

小平市全体

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小平市
問1 あなたは、現在お住まいの市町村に住んで何年くらいになりますか？

図 3.6: 居住年数

図 3.7は現在の市における定住意向を聞いた結果である．立川市・小平市ともに 9割弱が「住み続け

たい」あるいは「できれば住み続けたい」としている．年齢層別に見ると，どの年齢層もほぼ 8割以上

が「住み続けたい」あるいは「できれば住み続けたい」としているが，特に 60代以降で「住み続けた

い」が急増する傾向にある．
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小平市
問2 あなたは、現在お住まいの市町村にこれからも住み続けたいと思いますか？

図 3.7: 定住意向

3この 3.3 調査項目への回答 の節の結果は，(2.1) 式によるウェイトを用いたものである．
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3.3. 調査項目への回答

図 3.8は，住んでいる地域の特性を評価してもらった結果である．「交通の便が良い」や「商業施設が

充実している」は，立川市の方が小平市よりも「当てはまる」あるいは「やや当てはまる」という回答

が多い．特に「商業施設が充実している」という回答は，立川市の方が 38ポイントも多い．

一方，「物価が安い」「自然災害の不安が少ない」「騒音が少ない」「治安が良い」「自然が多い」につ

いては，小平市の方が立川市よりも多い．特に「自然災害の不安が少ない」という回答は小平市の方が

31ポイントも多い．

交通の便が良い

商業施設が    
充実している  

物価が安い　

自然災害の    
不安が少ない  

騒音が少ない  

治安が良い　

自然が多い　
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21
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4
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24

35

42
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22
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3
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27

33
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52

48

41

37

3

14

17

18

27

37

30

38

45

45

56

40

30

9

8

34

34

29

47

当てはまらない あまり当てはまらない やや当てはまる 当てはまる

立川市
小平市

0%20%40%60%80%100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

問3 あなたがお住まいの地域は、近隣地域と比べたとき、以下のことがらが当てはまりますか、
それとも当てはまりませんか？

　

図 3.8: 地域特性
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第 3章 調査の結果

図 3.9は種々の不安感を尋ねた結果である．両市の間で最も大きな差が見られるのは「重い病気」で

あるが，「非常に感じる」と「かなり感じる」を合わせて 8ポイント差であり，実質的な差はないと言っ

てよいであろう．いずれの市でも，項目としてあげた 6つのうちでは「原子力施設の事故」に対する不

安感を挙げる人が最も多く，「非常に感じる」と「かなり感じる」を合わせると 3人に 2人が不安感を感

じている．次に多いのは「最近の生活の中での経済面の不安」であり，5割を超える人が不安を「非常

に感じる」あるいは「かなり感じる」と回答している．不安感が最も少ないのは「街での暴力」であり，

「非常に感じる」あるいは「かなり感じる」とする人は 1割程度である．

原子力施設の事故

最近の生活の中で
の経済面の不安  

失業　　　

重い病気　　

交通事故　　

街での暴力　  
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6

7
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32

24

31
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17
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41

27

15

12

10

3

まったく感じない 少しは感じる かなり感じる 非常に感じる

立川市

小平市

0%20%40%60%80%100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

問11 あなたは、自分自身のことやご家族のことで、つぎのような危険について不安を感じることがありますか
　

図 3.9: 不安感
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3.3. 調査項目への回答

3.3.2 暮らし向きや健康

図 3.10は最近 10年間での生活水準の変化を尋ねた結果である．全体ではどちらの市も 4割の人が「変

わらない」としている．ただし年齢層別に見ると若年層ほど「よくなった」あるいは「ややよくなった」

という回答が多く，その傾向は特に立川市で顕著である．立川市では 20代の半数近くに当たる 48%が

「よくなった」あるいは「ややよくなった」と回答している．
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問13 あなたの生活水準は、この10年間でどう変りましたか？

図 3.10: 生活水準 10年の変化

図 3.11は帰属階層を 5段階で聞いた結果である．両市とも 4割前後が「中の中」と回答し，やはり

4割前後が「中の下」あるいは「下」と答えている．「上」あるいは「中の上」は 15%前後に過ぎない．

年齢層別に見ると若年層ほど「上」あるいは「中の上」という回答が多いようである．
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問15 かりに現在の日本の社会全体を、この表にかいてあるように５つの層に分けるとすれば、
お宅は、このどれに入ると思いますか？

図 3.11: 帰属階層
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第 3章 調査の結果

図 3.12は仕事に求める条件である．若年層ほど「かなりよい給料がもらえること」「気の合った人た

ちと働くこと」「やりとげたという感じがもてる仕事」が多く，年齢層があがるにつれ「その他」が増

える．
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問14 ここに仕事について、ふだん話題になることがあります。あなたは、どれに１番関心がありますか？

図 3.12: 就職の第１の条件

図 3.13は望む暮らし方を尋ねた結果であり，性・年齢層を問わず「金や名誉を考えずに，自分の趣味

にあったくらし方をすること」という回答が最も多い．「一生けんめい働き，金持ちになること」は男性

あるいは若年層ほど多く，「その日その日を，のんきにクヨクヨしないでくらすこと」は女性あるいは高

齢層ほど多くなる．
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とを考えずに、
社会のためにす
べてを捧げてく
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問22 人のくらし方には、いろいろあるでしょうが、つぎにあげるもののうちで、どれが一番、
あなた自身の気持に近いものですか？
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図 3.13: くらし方
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3.3. 調査項目への回答

図 3.14と図 3.15は満足感を尋ねた一連の項目の結果である．「暮し向き」と「家庭」，「余暇の過ごし

方」，「自分の健康状態」，「自分の生活全体」については，「満足」と「やや満足」を合わせた結果は，ど

の性・年齢層でも 6割を超える．「社会」については「不満」と「やや不満」の合計がどの性・年齢層で

も 6割を超え，特に 40代や 50代で不満が高い．「仕事や職場」については「不満」と「やや不満」より

は「満足」と「やや満足」の方がやや多いようである．
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問5 あなたは、「社会」に対して満足していますか、それとも、不満がありますか？
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問6 では、「仕事や職場」についてはどうですか？
　

図 3.14: 満足感（その１）
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第 3章 調査の結果
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問8 では、「余暇（レジャー）の過ごし方」についてはどうですか？
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問9 では、「自分の健康状態」についてはどうですか？
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問10 では、「自分の生活全体」についてはどうですか？
　

図 3.15: 満足感（その２）
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3.3. 調査項目への回答

図 3.16は健康状態について尋ねた結果である．「腰の痛み」はどの年齢層でも 45%以上の人が「かかっ

たことがある」としている．「頭痛・偏頭痛」，「いらいら」，「ゆううつになる，気がふさぐ」は若年層ほ

ど「かかったことがある」としている人が多い．特に「いらいら」については 20代・30代の過半数が

「かかったことがある」としている．「不眠症」は年齢層が上がるほど「かかったことがある」人が多い．
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問12 あなたは、ここ１ヶ月の間につぎにあげるものに悩みましたか？
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図 3.16: 病気
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第 3章 調査の結果

3.3.3 社会的な問題

社会は公平か尋ねたところ，「公平だ」あるいは「だいたい公平だ」という回答はいずれの市でも 4人

に 1人程度であった．性・年齢層を問わず，「あまり公平でない」という回答が半数前後を占め，「公平で

ない」という回答は四分の一程度であった．
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問16 一般的に言って、今の日本の社会は公平だと思いますか。あなたの気持は、つぎのうちのどれに近いですか？

図 3.17: 社会は公平か

図 3.18は 5つの観点から将来の見通しを答えてもらった結果である (回答選択肢「変わらない」の結

果は図に示していない)．市を問わず，どの項目に対しても悲観的な見方の方が多く，特に「人間の健

康の面」，「心のやすらかさ」，「生活の豊かさ」については悲観的な回答が半数前後を占めた．
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図 3.18: 将来のこと
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3.3. 調査項目への回答

図 3.19の左図は，「自分の幸福」と「世の中のためになること」のいずれかを選んでもらった結果で

ある．20代を除くと「世の中のためになること」を選ぶ人の方が多く，年齢層が上がるほどその割合は

増える．しかし，世間ではどちらの人が多いと思うか尋ねた図 3.19の右図では，年齢層にかかわらず，

「自分の幸福を選ぶ人が多い」という回答が多数を占めた．
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問23 ２人の人が、つぎのような意見をのべました。
　　　あなたは、どちらの意見に賛成ですか？
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いう人の方が多い

問23-1 それでは世間では、どちらの意見に賛成する
　　　　人の方が多いと思いますか？
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図 3.19: 幸福かためになることか

同様に図 3.20の左図は「自分の好きなこと」と「人のためになること」のどちらをしたいか答えて

もらった結果である．年齢層が上がるほど「人のためになることをしたい」という回答が増える．しか

し右図にあるように，世間ではどちらの人が多いか尋ねると，「自分の好きなことをしたいという人の方

が多い」という回答がどの年齢層でも 6割前後を占める．
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問24 あなたは、つぎの２つの暮し方のうち、どちら
　　　に賛成ですか？
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めになることをしたい」
という人の方が多い

問24-1 それでは世間では、どちらの意見に賛成する
　　　　人の方が多いと思いますか？
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図 3.20: 好きなくらし方か人のためか
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第 3章 調査の結果

図 3.21は，「他人の役にたとうとしている」人と「自分のことだけに気をくばっている」人のどちら

が多いかを選択してもらった結果である．30代を除くと「自分のことだけに気をくばっている」人が多

いという回答の方が多く，半数前後を占めている．
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問27 たいていの人は、他人の役にたとうとしていると思いますか、それとも、
自分のことだけに気をくばっていると思いますか？
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図 3.21: 他人のためか自分のためか
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3.3. 調査項目への回答

図 3.22と図 3.23は信頼感に関して尋ねた結果である．まず，他人は「あなたを利用しようとしてい

ると思う」か，「そんなことはないと思う」かを尋ねたところ，性・年齢層によらず過半数の人が「そん

なことはないと思う」と回答した．「利用しようとしていると思う」という回答は年齢層が上がると少な

くなり，50代以上では 2割にとどまる．
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問25 他人は、スキがあれば、あなたを利用しようとしていると思いますか、
それとも、そんなことはないと思いますか？
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図 3.22: スキがあれば利用されるか

しかし，「たいていの人は信頼できると思う」か，「用心するにこしたことはないと思う」かを尋ねる

と，「用心するにこしたことはないと思う」という回答が 6割前後となる．特に高齢層になるほど「用心

するにこしたことはないと思う」という回答が増え，「信頼できると思う」という回答は 70代では四分

の一にまで減る．
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問26 たいていの人は信頼できると思いますか、それとも、用心するにこしたことはないと思いますか？
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図 3.23: 人は信頼できるか
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第4章 集計表

4.1 質問文と集計表の見方
• ここには、調査票の項目のうち、問 37 (記入日時) と問 38 (記入所要時間) 以外の全 53問の質問
文と集計表を収録した。

• 調査項目の# 番号は、「日本人の国民性調査」で用いられている項目識別のための番号である。

• 「D.K.」とは、複数の回答選択肢を選んだ場合あるいはどの回答選択肢も選ばなかった場合で
ある。

• 「N」とは、回答者の人数である。

• 「全国 (2008)」とは、日本人の国民性第 12次全国調査における結果である。

• 集計表中の数値は、(2.2) 式による百分率である。またカッコ内の数値は (2.9) 式による分散の推
定値の平方根 (標準誤差) である。

• 集計表中の百分率は小数点以下第二位を四捨五入したため、その合計は必ずしも 100%とはなら
ない。

• 集計表中の 0.0は小数点以下第二位を四捨五入した結果 0.0となったことを表し、—はその回答
選択肢を選んだ回答者がいなかったことを表す。
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第 4章 集計表

4.2 質問文と集計表

居住年数
問 1 あなたは、現在お住まいの市町村に住んで何年くらいになりますか？
　 1. ５年未満
　 2. ５年以上１０年未満
　 3. １０年以上２０年未満
　 4. ２０年以上

1 2 3 4
５ １ ２ ２ D. N
年 ０ ０ ０ K.
未 年 年 年
満 未 未 以

満 満 上
全体 18.6 16.2 23.4 41.6 0.2 961

(1.5) (1.4) (1.7) (2.1) (0.1)

立川市 20.0 13.8 20.7 45.4 0.1 494
(2.4) (1.9) (2.5) (2.8) (0.1)

小平市 17.2 18.6 26.0 37.9 0.2 467
(2.0) (2.1) (2.3) (3.2) (0.2)

男性 16.8 17.2 26.9 39.0 0.1 448
女性 20.7 15.4 20.1 43.8 – 508

20歳代 48.9 7.8 15.3 28.0 – 99
30歳代 31.8 33.9 17.5 16.8 – 147
40歳代 9.3 21.9 40.5 28.1 0.2 182
50歳代 6.7 13.3 28.1 51.8 – 155
60歳代 4.7 9.0 23.7 62.6 – 182
70歳代 7.5 2.8 11.1 78.6 – 189

小学校 8.5 – 11.6 79.9 – 7
新制中学 14.2 – 8.3 77.5 – 49
新制高校 14.3 11.9 22.8 50.9 0.1 332

大学、短大、高専 21.5 19.9 24.9 33.6 – 564

農林水産業 25.3 3.0 11.2 60.5 – 9
自営の商工業 9.6 10.0 12.8 67.6 – 60
専門、自由業 34.2 15.6 23.7 26.5 – 123

管理職 14.9 14.6 40.7 29.9 – 68
事務系の勤め人 16.5 25.9 25.2 32.4 – 163
作業系の勤め人 17.2 14.6 23.9 44.1 0.2 109

主婦 14.9 18.2 18.7 48.2 – 193
学生、無職 19.6 8.1 22.4 49.9 – 85

未婚 24.0 11.4 23.4 41.2 – 195
死別 6.2 3.4 15.3 75.2 – 64
離別 18.6 24.0 19.5 37.1 0.8 48
既婚 17.9 18.3 24.6 39.2 – 642

小文字 18.5 15.1 22.5 43.7 0.2 476
通常 18.7 17.4 24.3 39.5 0.2 485

全国 (2008) — — — — — —
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4.2. 質問文と集計表

定住意向
問 2 あなたは、現在お住まいの市町村にこれからも住み続けたいと思いますか？
　 1. 住み続けたい
　 2. できれば住み続けたい
　 3. できれば他の市町村に移りたい
　 4. 他の市町村に移りたい　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
住 住で 他で 他 そ D. N
み みき にき に の K.
続 続れ 移れ 移 他
け けば りば り
た た　 た　 た
い い　 い　 い

全体 49.7 36.2 7.4 1.2 4.4 1.2 961
(1.9) (1.6) (1.1) (0.4) (0.9) (0.5)

立川市 52.8 36.3 5.2 0.5 3.9 1.2 494
(2.5) (2.3) (1.3) (0.3) (1.4) (0.7)

小平市 46.6 36.0 9.6 1.8 4.8 1.2 467
(2.8) (2.4) (1.7) (0.8) (1.3) (0.6)

男性 53.3 33.3 6.8 1.3 5.1 0.1 448
女性 46.7 38.8 8.1 1.0 3.6 1.7 508

20歳代 31.8 44.2 13.3 3.2 6.0 1.5 99
30歳代 44.1 43.7 6.4 2.0 2.7 1.1 147
40歳代 44.8 37.9 9.3 0.5 6.2 1.3 182
50歳代 48.4 39.3 4.3 0.8 7.1 – 155
60歳代 69.5 22.3 5.8 – 2.1 0.2 182
70歳代 67.6 24.7 4.7 0.3 1.8 0.8 189

小学校 26.1 71.9 2.0 – – – 7
新制中学 74.9 22.5 – – 2.6 – 49
新制高校 51.6 33.1 8.0 1.4 5.9 0.1 332

大学、短大、高専 47.6 38.6 7.6 1.2 3.8 1.2 564

農林水産業 46.3 53.7 – – – – 9
自営の商工業 69.8 25.1 3.9 – 1.2 – 60
専門、自由業 45.3 37.5 10.6 0.8 3.6 2.1 123

管理職 54.4 36.5 5.5 – 3.6 – 68
事務系の勤め人 47.2 38.8 5.6 1.5 5.7 1.2 163
作業系の勤め人 51.6 34.8 2.6 2.7 6.5 2.0 109

主婦 50.7 31.9 11.9 1.1 3.8 0.6 193
学生、無職 41.3 41.8 14.7 0.9 1.4 – 85

未婚 35.3 46.7 10.8 1.2 4.0 2.0 195
死別 59.0 27.4 3.5 2.3 1.5 6.3 64
離別 47.1 40.1 3.2 2.2 6.5 0.8 48
既婚 54.4 33.0 6.9 1.0 4.6 0.1 642

小文字 49.3 36.8 8.1 0.4 4.0 1.5 476
通常 50.1 35.5 6.6 2.0 4.8 0.9 485

全国 (2008) — — — — — — —
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第 4章 集計表

地域特性　自然
問 3 あなたがお住まいの地域は、近隣地域と比べたとき、以下のことがらが当てはまりますか、
それとも当てはまりませんか？
・自然が多い
　 1. 当てはまる
　 2. やや当てはまる
　 3. あまり当てはまらない
　 4. 当てはまらない
　 5. その他

1 2 3 4 5
当 当や はあ は当 そ D. N
て てや まま まて の K.
は は　 らり ら　 他
ま ま　 な当 な　
る る　 いて い　

全体 37.0 44.0 14.1 3.5 0.5 0.8 961
(1.8) (1.8) (1.5) (0.8) (0.3) (0.3)

立川市 27.0 47.7 19.9 4.2 0.3 0.9 494
(2.6) (2.4) (2.3) (1.2) (0.2) (0.4)

小平市 47.0 40.4 8.4 2.8 0.7 0.7 467
(2.5) (2.7) (1.8) (1.1) (0.5) (0.3)

男性 34.4 45.3 16.2 3.6 0.5 0.1 448
女性 40.3 43.0 12.1 2.8 0.5 1.3 508

20歳代 20.4 49.6 24.1 6.0 – – 99
30歳代 39.9 47.6 11.5 1.1 – – 147
40歳代 36.1 45.2 16.9 1.6 – 0.2 182
50歳代 43.5 40.4 10.3 4.7 1.2 – 155
60歳代 36.7 45.5 12.7 3.9 1.0 0.3 182
70歳代 49.9 32.6 8.9 2.8 1.3 4.5 189

小学校 37.9 12.4 8.5 41.2 – – 7
新制中学 39.1 32.5 22.7 2.1 – 3.7 49
新制高校 36.9 43.9 13.5 3.5 0.8 1.3 332

大学、短大、高専 37.5 44.8 14.2 3.1 0.4 – 564

農林水産業 39.6 60.4 – – – – 9
自営の商工業 22.5 47.8 18.9 6.2 3.1 1.5 60
専門、自由業 33.5 52.8 9.8 4.0 – – 123

管理職 44.2 46.4 7.5 0.9 1.0 – 68
事務系の勤め人 41.7 41.7 13.4 3.2 – – 163
作業系の勤め人 31.4 45.1 19.0 4.2 – 0.2 109

主婦 39.5 41.9 12.6 1.7 1.4 2.9 193
学生、無職 28.3 47.6 18.2 5.8 – – 85

未婚 27.3 50.3 17.8 4.5 – – 195
死別 40.2 43.1 4.8 7.6 – 4.3 64
離別 42.7 45.7 10.8 – – 0.8 48
既婚 39.9 42.0 13.6 3.1 0.7 0.6 642

小文字 36.0 44.1 14.9 4.0 0.1 0.8 476
通常 38.1 44.0 13.3 2.9 0.9 0.9 485

全国 (2008) — — — — — — —
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4.2. 質問文と集計表

地域特性　物価
問 3 あなたがお住まいの地域は、近隣地域と比べたとき、以下のことがらが当てはまりますか、
それとも当てはまりませんか？
・物価が安い
　 1. 当てはまる
　 2. やや当てはまる
　 3. あまり当てはまらない
　 4. 当てはまらない
　 5. その他

1 2 3 4 5
当 当や はあ は当 そ D. N
て てや まま まて の K.
は は　 らり ら　 他
ま ま　 な当 な　
る る　 いて い　

全体 5.4 32.3 46.7 10.9 2.7 2.1 961
(1.1) (1.7) (1.8) (1.3) (0.7) (0.5)

立川市 3.0 26.9 51.3 14.4 2.6 1.8 494
(0.8) (2.6) (2.6) (2.0) (1.0) (0.6)

小平市 7.7 37.6 42.2 7.3 2.7 2.4 467
(2.0) (2.3) (2.4) (1.6) (0.9) (0.7)

男性 6.4 27.9 51.0 11.8 1.8 1.1 448
女性 4.4 37.2 42.6 9.9 2.9 2.9 508

20歳代 5.4 38.3 36.5 13.7 6.1 – 99
30歳代 3.8 27.1 51.1 13.1 3.1 1.8 147
40歳代 5.6 28.8 56.2 8.1 1.1 0.2 182
50歳代 5.1 35.5 49.6 8.2 0.5 1.1 155
60歳代 5.7 32.0 49.6 10.3 2.3 0.1 182
70歳代 7.8 36.3 31.4 12.5 0.9 11.2 189

小学校 13.6 21.2 14.5 11.6 39.1 – 7
新制中学 1.4 30.7 40.0 9.1 3.3 15.6 49
新制高校 4.4 40.6 40.4 8.9 3.1 2.6 332

大学、短大、高専 5.9 28.6 50.6 12.0 2.0 0.9 564

農林水産業 9.5 79.3 11.2 – – – 9
自営の商工業 4.5 21.5 59.9 7.6 1.4 5.1 60
専門、自由業 5.5 37.5 45.1 10.0 2.0 – 123

管理職 2.5 19.2 74.0 4.3 – – 68
事務系の勤め人 6.4 28.5 47.8 15.3 1.8 0.3 163
作業系の勤め人 5.8 32.3 48.6 11.8 0.9 0.6 109

主婦 4.6 38.5 38.2 8.0 4.2 6.3 193
学生、無職 11.7 26.3 40.0 15.2 4.5 2.3 85

未婚 6.5 25.8 48.6 14.3 3.8 1.0 195
死別 7.5 49.2 17.5 14.8 8.1 3.0 64
離別 7.4 44.7 38.4 3.2 – 6.3 48
既婚 4.8 32.6 48.9 9.9 2.1 1.8 642

小文字 6.5 30.7 50.3 9.4 1.3 1.8 476
通常 4.1 33.9 42.9 12.5 4.2 2.4 485

全国 (2008) — — — — — — —
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第 4章 集計表

地域特性　交通の便
問 3 あなたがお住まいの地域は、近隣地域と比べたとき、以下のことがらが当てはまりますか、
それとも当てはまりませんか？
・交通の便が良い
　 1. 当てはまる
　 2. やや当てはまる
　 3. あまり当てはまらない
　 4. 当てはまらない
　 5. その他

1 2 3 4 5
当 当や はあ は当 そ D. N
て てや まま まて の K.
は は　 らり ら　 他
ま ま　 な当 な　
る る　 いて い　

全体 35.6 36.5 18.7 8.3 0.1 0.9 961
(2.8) (1.9) (1.9) (1.8) (0.1) (0.3)

立川市 41.3 35.6 12.9 9.4 – 0.8 494
(4.7) (3.1) (2.7) (3.2) (–) (0.4)

小平市 29.9 37.5 24.4 7.1 0.2 0.9 467
(3.0) (2.1) (2.7) (1.5) (0.2) (0.3)

男性 36.6 35.4 17.5 9.7 0.2 0.6 448
女性 35.1 37.0 20.2 6.9 – 0.8 508

20歳代 30.8 24.9 29.2 15.1 – – 99
30歳代 36.4 40.7 15.4 6.9 0.6 – 147
40歳代 30.3 40.2 19.4 9.9 – 0.2 182
50歳代 39.3 36.6 19.8 4.4 – – 155
60歳代 38.4 40.4 14.6 6.6 – – 182
70歳代 43.1 30.4 14.7 6.6 – 5.2 189

小学校 15.7 84.3 – – – – 7
新制中学 45.9 14.9 17.4 14.9 – 6.9 49
新制高校 40.2 38.6 13.9 6.4 – 1.0 332

大学、短大、高専 32.9 36.0 21.6 9.1 0.2 0.2 564

農林水産業 12.6 50.8 11.2 25.3 – – 9
自営の商工業 35.3 34.1 17.8 11.2 – 1.7 60
専門、自由業 38.0 38.2 17.6 5.3 0.9 – 123

管理職 29.4 43.6 21.9 5.0 – – 68
事務系の勤め人 33.9 37.7 19.3 9.1 – – 163
作業系の勤め人 39.8 26.6 19.2 14.2 – 0.2 109

主婦 30.3 44.4 17.2 6.1 – 1.9 193
学生、無職 44.0 30.4 18.5 6.6 – 0.5 85

未婚 40.7 31.0 20.6 7.7 – – 195
死別 44.6 44.9 7.2 – – 3.3 64
離別 35.6 33.7 20.8 9.1 – 0.8 48
既婚 33.4 37.7 18.9 9.2 0.2 0.6 642

小文字 35.8 35.4 20.4 7.6 0.2 0.5 476
通常 35.4 37.7 16.7 8.9 – 1.2 485

全国 (2008) — — — — — — —
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4.2. 質問文と集計表

地域特性　治安
問 3 あなたがお住まいの地域は、近隣地域と比べたとき、以下のことがらが当てはまりますか、
それとも当てはまりませんか？
・治安が良い
　 1. 当てはまる
　 2. やや当てはまる
　 3. あまり当てはまらない
　 4. 当てはまらない
　 5. その他

1 2 3 4 5
当 当や はあ は当 そ D. N
て てや まま まて の K.
は は　 らり ら　 他
ま ま　 な当 な　
る る　 いて い　

全体 23.6 53.7 16.4 3.6 0.9 1.8 961
(1.5) (2.0) (1.4) (0.8) (0.4) (0.4)

立川市 17.8 52.0 23.9 4.3 0.4 1.6 494
(2.3) (2.6) (2.2) (1.3) (0.2) (0.6)

小平市 29.2 55.5 8.9 2.8 1.5 2.0 467
(2.1) (3.0) (1.8) (1.1) (0.7) (0.7)

男性 23.9 52.7 17.3 3.8 1.0 1.3 448
女性 22.9 55.6 15.3 3.3 0.9 2.1 508

20歳代 18.0 62.3 16.8 1.9 0.9 – 99
30歳代 17.4 57.0 16.2 7.2 1.3 0.9 147
40歳代 17.0 51.7 24.0 6.5 0.6 0.2 182
50歳代 30.8 52.3 15.3 1.3 0.1 0.3 155
60歳代 34.3 50.4 11.5 1.1 1.9 0.7 182
70歳代 27.2 50.3 11.3 1.2 0.7 9.3 189

小学校 52.8 45.2 2.0 – – – 7
新制中学 23.6 38.0 18.4 – 3.3 16.7 49
新制高校 25.9 52.1 16.0 3.7 0.1 2.2 332

大学、短大、高専 22.1 56.3 16.5 3.5 1.1 0.4 564

農林水産業 9.5 90.5 – – – – 9
自営の商工業 31.7 49.5 12.9 1.5 – 4.4 60
専門、自由業 21.7 61.8 14.2 2.3 – – 123

管理職 32.8 48.4 18.3 0.5 – – 68
事務系の勤め人 22.5 50.3 20.8 5.0 1.4 – 163
作業系の勤め人 26.2 46.7 20.0 5.2 1.0 0.9 109

主婦 22.6 56.6 13.7 1.2 1.7 4.1 193
学生、無職 18.4 55.8 15.7 6.4 0.3 3.3 85

未婚 22.6 51.4 19.9 4.9 – 1.2 195
死別 35.0 48.8 6.6 6.7 – 3.0 64
離別 23.7 58.1 15.3 2.2 – 0.8 48
既婚 23.3 54.7 16.0 3.0 1.4 1.6 642

小文字 22.5 53.7 17.2 3.7 1.2 1.6 476
通常 24.7 53.8 15.5 3.4 0.7 1.9 485

全国 (2008) — — — — — — —
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第 4章 集計表

地域特性　騒音
問 3 あなたがお住まいの地域は、近隣地域と比べたとき、以下のことがらが当てはまりますか、
それとも当てはまりませんか？
・騒音が少ない
　 1. 当てはまる
　 2. やや当てはまる
　 3. あまり当てはまらない
　 4. 当てはまらない
　 5. その他

1 2 3 4 5
当 当や はあ は当 そ D. N
て てや まま まて の K.
は は　 らり ら　 他
ま ま　 な当 な　
る る　 いて い　

全体 25.4 43.7 21.5 8.1 – 1.3 961
(1.8) (2.0) (2.0) (1.1) (–) (0.4)

立川市 16.7 42.2 28.0 12.1 – 1.1 494
(2.7) (2.7) (2.7) (1.9) (–) (0.6)

小平市 34.0 45.2 15.1 4.1 – 1.5 467
(2.6) (2.9) (2.8) (1.0) (–) (0.6)

男性 26.4 43.5 23.5 6.0 – 0.7 448
女性 24.6 44.6 19.8 9.6 – 1.3 508

20歳代 24.4 44.5 21.8 9.4 – – 99
30歳代 18.2 44.2 28.7 9.0 – – 147
40歳代 18.4 50.7 21.7 9.1 – 0.2 182
50歳代 28.8 44.4 22.0 3.9 – 0.9 155
60歳代 36.4 37.8 18.3 7.5 – – 182
70歳代 31.8 40.7 14.6 6.3 – 6.6 189

小学校 13.6 35.6 11.6 39.1 – – 7
新制中学 39.7 38.4 8.6 4.0 – 9.2 49
新制高校 26.3 43.8 21.0 7.7 – 1.2 332

大学、短大、高専 24.4 44.5 22.6 8.2 – 0.4 564

農林水産業 11.2 39.8 15.5 33.5 – – 9
自営の商工業 39.0 23.7 24.6 9.9 – 2.8 60
専門、自由業 25.8 51.2 18.4 3.5 – 1.1 123

管理職 25.8 47.3 19.9 7.0 – – 68
事務系の勤め人 20.5 50.0 20.6 8.9 – – 163
作業系の勤め人 16.7 44.4 28.5 10.2 – 0.2 109

主婦 27.9 39.6 21.1 8.7 – 2.7 193
学生、無職 21.8 50.8 16.2 11.2 – – 85

未婚 20.9 45.9 22.4 10.7 – – 195
死別 34.7 30.9 17.7 12.5 – 4.2 64
離別 25.7 54.1 18.1 1.3 – 0.8 48
既婚 26.4 43.4 21.9 7.2 – 0.9 642

小文字 24.9 42.5 23.8 7.3 – 1.5 476
通常 25.8 44.9 19.1 9.0 – 1.2 485

全国 (2008) — — — — — — —
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4.2. 質問文と集計表

地域特性　商業施設
問 3 あなたがお住まいの地域は、近隣地域と比べたとき、以下のことがらが当てはまりますか、
それとも当てはまりませんか？
・商業施設が充実している
　 1. 当てはまる
　 2. やや当てはまる
　 3. あまり当てはまらない
　 4. 当てはまらない
　 5. その他

1 2 3 4 5
当 当や はあ は当 そ D. N
て てや まま まて の K.
は は　 らり ら　 他
ま ま　 な当 な　
る る　 いて い　

全体 22.7 34.9 25.1 14.2 1.1 1.9 961
(2.0) (1.8) (1.9) (1.5) (0.3) (0.4)

立川市 36.5 39.8 15.3 6.1 1.0 1.3 494
(3.5) (2.3) (1.9) (1.7) (0.5) (0.4)

小平市 9.0 30.1 34.9 22.3 1.1 2.6 467
(1.8) (2.8) (3.2) (2.3) (0.5) (0.6)

男性 22.0 34.0 26.5 15.4 0.9 1.2 448
女性 23.8 35.8 23.6 13.2 1.2 2.5 508

20歳代 23.1 30.4 28.6 17.8 – – 99
30歳代 35.0 30.6 18.4 15.2 – 0.8 147
40歳代 25.1 36.1 24.6 13.3 0.2 0.7 182
50歳代 18.2 39.4 27.9 12.3 2.2 – 155
60歳代 18.8 35.9 27.4 14.6 2.6 0.7 182
70歳代 10.5 38.8 25.3 12.0 2.3 11.0 189

小学校 13.6 86.4 – – – – 7
新制中学 7.8 30.0 35.4 8.3 1.8 16.7 49
新制高校 22.3 38.4 25.9 9.2 2.2 2.0 332

大学、短大、高専 24.3 33.0 24.2 17.4 0.5 0.6 564

農林水産業 3.0 46.3 50.7 – – – 9
自営の商工業 18.4 30.0 29.1 14.9 4.3 3.3 60
専門、自由業 27.6 33.2 23.0 15.3 – 0.9 123

管理職 16.2 33.8 28.2 21.8 – – 68
事務系の勤め人 33.5 30.8 20.4 14.4 – 0.9 163
作業系の勤め人 18.2 36.5 29.0 14.3 0.7 1.4 109

主婦 18.0 41.6 23.2 10.1 2.2 5.0 193
学生、無職 21.4 35.3 26.7 13.9 1.7 1.1 85

未婚 26.5 32.4 23.6 16.5 0.3 0.7 195
死別 16.8 49.9 20.7 6.7 – 6.0 64
離別 21.9 38.9 25.9 6.9 – 6.3 48
既婚 22.3 34.5 25.6 14.7 1.5 1.4 642

小文字 22.3 37.3 22.4 15.8 0.4 1.7 476
通常 23.2 32.4 28.0 12.4 1.8 2.2 485

全国 (2008) — — — — — — —
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第 4章 集計表

地域特性　自然災害
問 3 あなたがお住まいの地域は、近隣地域と比べたとき、以下のことがらが当てはまりますか、
それとも当てはまりませんか？
・自然災害の不安が少ない
　 1. 当てはまる
　 2. やや当てはまる
　 3. あまり当てはまらない
　 4. 当てはまらない
　 5. その他

1 2 3 4 5
当 当や はあ は当 そ D. N
て てや まま まて の K.
は は　 らり ら　 他
ま ま　 な当 な　
る る　 いて い　

全体 24.2 39.2 20.2 12.6 2.6 1.2 961
(1.5) (2.2) (1.8) (1.4) (0.6) (0.3)

立川市 14.4 33.5 27.7 21.5 1.7 1.2 494
(1.7) (2.6) (2.8) (2.3) (0.7) (0.4)

小平市 34.0 44.8 12.8 3.7 3.5 1.2 467
(2.5) (3.4) (2.1) (1.4) (1.1) (0.4)

男性 24.2 38.8 19.0 14.0 3.2 0.8 448
女性 24.6 40.0 21.3 10.6 2.1 1.4 508

20歳代 13.2 43.9 24.4 17.4 1.0 – 99
30歳代 23.5 32.3 26.7 14.6 3.0 – 147
40歳代 15.4 45.9 20.2 13.0 5.3 0.2 182
50歳代 32.6 39.4 15.3 11.5 1.2 – 155
60歳代 32.3 41.0 13.5 10.7 2.6 – 182
70歳代 34.5 32.4 19.0 4.1 1.9 8.0 189

小学校 27.3 33.6 – 39.1 – – 7
新制中学 22.8 40.7 14.3 8.3 0.8 13.1 49
新制高校 25.7 37.8 22.6 10.7 2.1 1.1 332

大学、短大、高専 23.9 40.0 19.2 13.6 3.1 0.2 564

農林水産業 30.4 30.1 30.5 9.0 – – 9
自営の商工業 30.6 34.6 20.5 8.0 3.1 3.3 60
専門、自由業 21.4 38.4 23.6 14.9 1.7 – 123

管理職 25.4 41.8 16.0 12.1 4.7 – 68
事務系の勤め人 23.4 33.4 21.5 17.9 3.7 – 163
作業系の勤め人 21.8 39.3 17.0 18.1 3.5 0.2 109

主婦 24.4 43.8 19.7 6.3 2.2 3.6 193
学生、無職 24.5 46.2 22.8 3.2 3.2 – 85

未婚 20.4 41.9 20.6 15.5 1.6 – 195
死別 24.1 43.6 11.0 14.2 3.2 3.9 64
離別 17.2 64.8 14.0 3.2 – 0.8 48
既婚 26.4 36.3 21.1 11.9 3.2 1.0 642

小文字 26.9 37.1 19.9 12.9 2.0 1.2 476
通常 21.3 41.4 20.6 12.2 3.3 1.3 485

全国 (2008) — — — — — — —
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4.2. 質問文と集計表

#2.3h くらしむき満足か

問 4 あなたは、自分の暮し向きに満足していますか、それとも、不満がありますか？
　 1. 満足
　 2. やや満足
　 3. やや不満
　 4. 不満　　　　　　　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
満 や や 不 そ D. N
足 や や 満 の K.

満 不 他
足 満

全体 27.0 47.6 19.1 4.7 0.4 1.2 961
(1.8) (2.1) (1.6) (1.0) (0.2) (0.3)

立川市 26.4 49.2 19.3 3.3 0.4 1.4 494
(2.7) (2.0) (2.4) (0.8) (0.2) (0.5)

小平市 27.5 46.1 18.9 6.1 0.4 1.0 467
(2.4) (3.6) (2.1) (1.8) (0.3) (0.4)

男性 22.8 48.3 22.8 5.1 0.3 0.8 448
女性 31.7 47.3 15.0 4.3 0.6 1.3 508

20歳代 30.7 43.4 23.2 1.4 1.4 – 99
30歳代 25.3 55.8 12.0 6.9 – – 147
40歳代 22.9 45.3 27.4 3.7 – 0.8 182
50歳代 27.8 47.7 18.1 4.7 0.2 1.4 155
60歳代 27.6 47.6 16.5 6.1 0.9 1.3 182
70歳代 31.7 43.6 15.3 5.4 0.3 3.7 189

小学校 31.8 17.5 39.1 11.6 – – 7
新制中学 34.5 33.2 18.3 8.8 – 5.2 49
新制高校 22.4 51.6 17.9 5.6 0.8 1.8 332

大学、短大、高専 29.1 46.6 19.7 4.0 0.2 0.4 564

農林水産業 45.4 43.8 – – – 10.7 9
自営の商工業 23.6 42.8 21.8 11.8 – – 60
専門、自由業 31.4 47.2 17.3 3.3 – 0.8 123

管理職 23.2 65.6 10.2 – – 1.0 68
事務系の勤め人 33.6 40.8 19.8 5.3 0.5 – 163
作業系の勤め人 18.2 60.0 16.0 5.2 – 0.6 109

主婦 29.6 53.1 14.4 1.8 0.8 0.3 193
学生、無職 31.4 31.4 22.4 12.4 1.4 1.0 85

未婚 27.6 40.6 21.8 9.5 0.4 – 195
死別 23.0 50.1 21.5 2.9 – 2.6 64
離別 17.3 48.3 25.0 6.7 0.7 2.0 48
既婚 28.0 49.7 17.9 3.1 0.4 0.9 642

小文字 25.0 49.5 18.8 5.0 0.5 1.2 476
通常 29.1 45.7 19.5 4.4 0.4 1.1 485

全国 (2008) 31.3 51.2 13.0 4.3 0.1 0.2 1,573
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第 4章 集計表

#2.3d 社会に満足か

問 5 あなたは、「社会」に対して満足していますか、それとも、不満がありますか？
　 1. 満足
　 2. やや満足
　 3. やや不満
　 4. 不満　　　　　　　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
満 や や 不 そ D. N
足 や や 満 の K.

満 不 他
足 満

全体 4.2 24.8 46.5 22.6 1.2 0.8 961
(0.9) (1.5) (1.8) (1.6) (0.4) (0.4)

立川市 3.8 25.3 45.8 22.8 1.7 0.5 494
(0.8) (2.4) (2.4) (2.2) (0.7) (0.4)

小平市 4.5 24.2 47.2 22.4 0.7 1.0 467
(1.6) (2.0) (2.7) (2.2) (0.5) (0.6)

男性 4.6 26.9 42.5 25.1 0.7 0.1 448
女性 3.8 22.9 50.2 20.4 1.7 1.0 508

20歳代 10.3 23.6 43.3 20.7 2.1 – 99
30歳代 2.0 27.5 46.8 23.3 0.5 – 147
40歳代 2.4 22.5 47.8 26.1 0.9 0.2 182
50歳代 2.9 19.5 52.7 24.0 – 0.8 155
60歳代 2.5 26.5 46.6 19.1 2.8 2.4 182
70歳代 6.9 29.7 39.2 22.7 0.9 0.5 189

小学校 8.5 5.1 72.7 13.6 – – 7
新制中学 7.0 21.9 43.5 25.4 2.1 – 49
新制高校 2.5 22.9 48.2 24.2 1.2 1.0 332

大学、短大、高専 4.7 26.2 45.5 22.0 1.1 0.5 564

農林水産業 9.5 15.9 74.6 – – – 9
自営の商工業 10.0 19.8 35.8 33.3 1.2 – 60
専門、自由業 2.8 28.5 48.0 20.8 – – 123

管理職 4.5 30.5 44.0 17.3 3.7 – 68
事務系の勤め人 3.3 27.0 47.2 20.0 1.8 0.7 163
作業系の勤め人 1.5 23.8 41.4 32.3 – 1.0 109

主婦 3.9 24.9 53.3 15.0 1.9 1.0 193
学生、無職 13.1 27.9 30.5 24.9 1.4 2.2 85

未婚 8.5 29.5 37.6 23.2 0.6 0.7 195
死別 2.8 25.8 45.8 24.3 1.3 – 64
離別 3.8 17.4 52.5 22.4 1.9 2.0 48
既婚 2.9 23.3 49.5 22.6 1.3 0.5 642

小文字 5.1 23.6 45.7 23.7 0.5 1.3 476
通常 3.2 26.0 47.4 21.4 1.9 0.3 485

全国 (2008) 2.0 28.0 50.5 17.6 – 1.8 1,573
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4.2. 質問文と集計表

#2.3i 仕事や職場に満足か

問 6 では、「仕事や職場」についてはどうですか？
　 1. 満足
　 2. やや満足
　 3. やや不満
　 4. 不満　　　　　　　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
満 や や 不 そ D. N
足 や や 満 の K.

満 不 他
足 満

全体 14.4 33.5 23.0 9.2 16.8 3.2 961
(1.3) (1.9) (1.7) (1.1) (1.1) (0.8)

立川市 14.5 36.3 20.3 7.9 18.3 2.8 494
(2.0) (2.6) (2.5) (1.4) (1.7) (1.1)

小平市 14.3 30.7 25.6 10.5 15.3 3.5 467
(1.8) (2.6) (2.4) (1.7) (1.5) (1.2)

男性 16.4 36.0 23.9 12.1 10.2 1.3 448
女性 12.5 30.9 22.3 6.4 23.2 4.8 508

20歳代 16.5 38.6 29.8 9.2 5.9 – 99
30歳代 13.1 40.6 24.2 11.0 9.8 1.5 147
40歳代 14.1 31.8 29.3 17.8 6.7 0.4 182
50歳代 17.7 37.3 31.4 8.1 5.5 – 155
60歳代 15.4 32.0 13.4 3.9 28.9 6.4 182
70歳代 9.9 15.8 6.3 1.8 53.4 12.9 189

小学校 8.5 33.6 11.6 – 44.2 2.0 7
新制中学 9.8 32.5 5.2 5.5 37.8 9.1 49
新制高校 9.2 31.5 23.7 7.3 23.5 4.6 332

大学、短大、高専 17.4 34.5 24.1 10.7 11.8 1.5 564

農林水産業 – 100.0 – – – – 9
自営の商工業 20.2 37.0 26.5 9.8 6.4 – 60
専門、自由業 19.6 42.9 25.1 9.9 2.1 0.4 123

管理職 23.1 35.0 33.5 0.9 7.4 – 68
事務系の勤め人 15.6 46.5 27.9 7.9 1.8 0.3 163
作業系の勤め人 12.0 37.1 26.2 19.9 4.3 0.6 109

主婦 4.8 16.7 13.6 2.0 52.9 10.0 193
学生、無職 12.1 16.3 13.5 14.2 35.3 8.6 85

未婚 11.7 41.9 23.5 15.1 6.4 1.3 195
死別 15.8 19.9 3.0 1.3 51.1 8.8 64
離別 15.2 35.0 24.3 5.6 9.1 10.8 48
既婚 15.4 31.2 24.6 8.1 18.2 2.6 642

小文字 14.2 32.2 26.1 9.0 15.2 3.2 476
通常 14.5 34.9 19.6 9.4 18.5 3.1 485

全国 (2008) 11.6 40.2 25.7 5.2 0.2 17.0 1,573

45



第 4章 集計表

#2.3c 家庭に満足か

問 7 では、「家庭」についてはどうですか？
　 1. 満足
　 2. やや満足
　 3. やや不満
　 4. 不満　　　　　　　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
満 や や 不 そ D. N
足 や や 満 の K.

満 不 他
足 満

全体 47.2 36.2 11.1 2.3 3.0 0.2 961
(1.9) (1.9) (1.2) (0.6) (0.6) (0.1)

立川市 48.5 35.0 11.7 1.1 3.5 0.1 494
(2.9) (2.6) (1.6) (0.4) (1.0) (0.1)

小平市 45.8 37.4 10.4 3.5 2.5 0.3 467
(2.6) (2.9) (1.8) (1.1) (0.8) (0.2)

男性 49.9 34.6 9.2 2.6 3.6 0.1 448
女性 45.0 37.3 13.1 2.0 2.5 0.1 508

20歳代 43.6 37.7 13.4 1.5 3.8 – 99
30歳代 55.4 29.6 11.8 1.4 1.9 – 147
40歳代 47.3 35.8 12.0 2.9 1.8 0.2 182
50歳代 49.1 33.8 9.6 5.9 1.7 – 155
60歳代 44.9 39.7 10.2 1.6 3.3 0.3 182
70歳代 42.0 41.2 9.0 0.6 7.4 – 189

小学校 15.7 72.7 – – 11.6 – 7
新制中学 45.4 42.2 5.4 1.8 5.2 – 49
新制高校 45.0 37.9 11.7 1.2 3.9 0.3 332

大学、短大、高専 48.9 34.3 11.4 3.0 2.3 – 564

農林水産業 46.3 25.4 25.3 3.0 – – 9
自営の商工業 48.2 39.0 10.1 2.7 – – 60
専門、自由業 46.7 31.2 11.0 4.9 6.2 – 123

管理職 57.2 31.3 11.4 – – – 68
事務系の勤め人 52.2 32.6 13.3 0.6 1.2 – 163
作業系の勤め人 50.9 35.5 9.0 3.3 0.7 0.6 109

主婦 41.2 46.5 9.8 0.2 2.3 – 193
学生、無職 35.8 32.7 18.7 5.6 7.2 – 85

未婚 33.3 36.2 17.9 5.3 7.3 – 195
死別 33.0 48.2 14.9 – 3.9 – 64
離別 43.7 34.7 11.9 2.5 5.3 2.0 48
既婚 53.3 35.5 8.5 1.4 1.2 – 642

小文字 48.5 35.5 10.2 2.8 2.6 0.3 476
通常 45.7 37.0 12.0 1.8 3.4 0.2 485

全国 (2008) 41.6 46.2 10.2 1.5 – 0.5 1,573
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4.2. 質問文と集計表

#2.3j 余暇に満足か

問 8 では、「余暇（レジャー）の過ごし方」についてはどうですか？
　 1. 満足
　 2. やや満足
　 3. やや不満
　 4. 不満　　　　　　　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
満 や や 不 そ D. N
足 や や 満 の K.

満 不 他
足 満

全体 21.1 50.2 20.5 5.0 3.0 0.2 961
(1.6) (1.8) (1.6) (1.0) (0.6) (0.1)

立川市 20.2 54.5 19.8 2.2 3.2 0.1 494
(2.1) (2.4) (2.0) (0.6) (0.8) (0.1)

小平市 22.1 46.0 21.2 7.7 2.7 0.3 467
(2.5) (2.7) (2.5) (1.9) (0.8) (0.2)

男性 17.6 52.1 21.3 6.3 2.5 0.1 448
女性 25.0 48.5 19.4 3.6 3.4 0.1 508

20歳代 18.6 50.7 22.5 4.0 4.2 – 99
30歳代 18.7 57.3 19.7 3.8 0.6 – 147
40歳代 18.5 49.5 24.5 6.2 1.2 0.2 182
50歳代 22.0 45.3 22.3 8.1 2.3 – 155
60歳代 24.2 49.9 16.9 2.8 6.3 – 182
70歳代 28.9 45.9 14.6 5.6 4.7 0.3 189

小学校 10.6 17.5 60.3 11.6 – – 7
新制中学 23.0 41.5 24.3 4.1 7.1 – 49
新制高校 20.5 51.1 20.0 5.6 2.6 0.2 332

大学、短大、高専 21.6 50.3 20.4 4.7 3.0 – 564

農林水産業 18.9 19.1 62.0 – – – 9
自営の商工業 17.8 44.0 18.7 15.1 3.8 0.6 60
専門、自由業 21.2 51.8 17.6 6.4 3.1 – 123

管理職 19.9 55.6 23.0 1.5 – – 68
事務系の勤め人 24.3 54.5 16.5 3.0 1.6 – 163
作業系の勤め人 22.9 45.6 20.1 9.8 1.3 0.2 109

主婦 21.9 47.7 23.4 2.1 4.9 – 193
学生、無職 15.6 45.0 25.4 8.2 5.7 – 85

未婚 21.9 47.6 19.2 7.8 3.5 – 195
死別 17.4 48.3 27.7 3.4 3.2 – 64
離別 22.4 48.9 16.9 3.0 8.0 0.8 48
既婚 21.1 51.2 21.0 4.3 2.3 0.1 642

小文字 21.0 49.0 20.9 6.6 2.3 0.2 476
通常 21.3 51.5 20.1 3.2 3.6 0.3 485

全国 (2008) 22.1 52.1 20.3 3.9 0.1 1.5 1,573
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#2.3k 健康状態に満足か

問 9 では、「自分の健康状態」についてはどうですか？
　 1. 満足
　 2. やや満足
　 3. やや不満
　 4. 不満　　　　　　　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
満 や や 不 そ D. N
足 や や 満 の K.

満 不 他
足 満

全体 23.5 43.3 25.4 6.5 1.1 0.2 961
(1.6) (1.9) (1.4) (1.1) (0.4) (0.1)

立川市 23.5 44.9 25.1 6.1 0.3 0.1 494
(2.5) (2.7) (2.1) (1.2) (0.3) (0.1)

小平市 23.5 41.7 25.7 7.0 1.9 0.2 467
(2.0) (2.7) (2.1) (1.8) (0.7) (0.2)

男性 22.1 41.3 28.1 7.8 0.6 0.1 448
女性 25.2 44.8 23.0 5.4 1.6 – 508

20歳代 28.0 41.0 25.5 3.5 2.1 – 99
30歳代 26.4 49.0 18.5 5.4 0.8 – 147
40歳代 23.8 37.8 32.4 5.0 0.9 0.2 182
50歳代 19.2 41.2 29.9 8.9 0.8 – 155
60歳代 22.0 47.1 24.1 5.3 1.5 – 182
70歳代 20.9 41.2 23.2 14.2 0.6 – 189

小学校 8.5 41.2 17.5 32.8 – – 7
新制中学 19.0 35.9 35.1 10.0 – – 49
新制高校 20.7 45.6 26.6 5.8 1.2 0.1 332

大学、短大、高専 25.3 42.6 24.5 6.3 1.2 – 564

農林水産業 29.9 36.5 – 33.6 – – 9
自営の商工業 21.5 48.7 20.9 8.9 – – 60
専門、自由業 24.1 47.8 22.6 5.4 – – 123

管理職 23.0 53.7 21.8 1.5 – – 68
事務系の勤め人 24.2 44.9 26.4 3.7 0.9 – 163
作業系の勤め人 27.2 37.8 28.1 4.4 2.3 0.2 109

主婦 19.7 49.2 22.2 6.1 2.8 – 193
学生、無職 22.8 27.7 33.2 15.2 1.2 – 85

未婚 32.5 33.6 25.1 8.0 0.8 – 195
死別 10.5 46.2 31.4 11.1 0.9 – 64
離別 14.8 49.9 24.2 9.8 0.6 0.8 48
既婚 21.9 45.9 25.4 5.6 1.3 – 642

小文字 21.3 43.8 26.6 7.2 0.9 0.2 476
通常 25.8 42.7 24.1 5.9 1.3 0.2 485

全国 (2008) 22.9 43.9 27.3 5.5 0.1 0.4 1,573
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4.2. 質問文と集計表

#2.3l 生活全体に満足か

問 10 では、「自分の生活全体」についてはどうですか？
　 1. 満足
　 2. やや満足
　 3. やや不満
　 4. 不満　　　　　　　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
満 や や 不 そ D. N
足 や や 満 の K.

満 不 他
足 満

全体 22.5 51.3 19.8 4.9 1.3 0.2 961
(1.7) (2.1) (1.3) (0.9) (0.4) (0.1)

立川市 23.3 54.2 18.3 2.9 1.2 0.1 494
(2.2) (2.3) (1.7) (0.9) (0.5) (0.1)

小平市 21.7 48.5 21.3 6.9 1.4 0.2 467
(2.7) (3.5) (2.0) (1.7) (0.6) (0.2)

男性 20.2 49.1 23.4 6.4 0.8 0.1 448
女性 24.4 54.0 16.2 3.5 1.9 – 508

20歳代 22.0 47.3 21.9 7.2 1.6 – 99
30歳代 18.9 59.4 14.6 7.2 – – 147
40歳代 18.3 50.6 25.8 4.0 1.1 0.2 182
50歳代 22.7 50.7 23.5 1.5 1.6 – 155
60歳代 29.3 48.1 15.9 4.3 2.4 – 182
70歳代 25.1 50.4 17.7 5.3 1.6 – 189

小学校 54.8 – 45.2 – – – 7
新制中学 21.4 54.8 16.5 5.4 1.9 – 49
新制高校 20.7 50.6 23.7 3.1 1.8 0.1 332

大学、短大、高専 23.1 52.1 17.8 6.0 1.1 – 564

農林水産業 35.0 45.6 19.4 – – – 9
自営の商工業 23.7 37.1 33.5 5.6 – – 60
専門、自由業 22.8 52.1 21.7 3.5 – – 123

管理職 20.2 65.0 14.8 – – – 68
事務系の勤め人 25.4 53.0 16.2 3.9 1.4 – 163
作業系の勤め人 20.4 46.4 24.4 6.3 2.3 0.2 109

主婦 21.5 61.0 13.1 2.3 2.1 – 193
学生、無職 20.0 40.0 19.8 18.8 1.4 – 85

未婚 20.8 43.0 22.0 13.0 1.2 – 195
死別 20.3 45.6 26.8 7.4 – – 64
離別 23.4 45.2 25.7 0.5 4.5 0.8 48
既婚 23.3 54.7 18.3 2.4 1.2 – 642

小文字 21.4 50.5 21.2 5.7 1.1 0.2 476
通常 23.6 52.3 18.2 4.1 1.6 0.2 485

全国 (2008) 19.1 58.6 18.2 3.6 0.1 0.4 1,573
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#2.30 不安感　重い病気

問 11-1 まず、「重い病気」の不安は、どの程度でしょうか？
　 1. 非常に感じる
　 2. かなり感じる
　 3. 少しは感じる
　 4. まったく感じない　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
非 か 少 　ま そ D. N
常 な し 　っ の K.
に り は 感た 他
感 感 感 じく
じ じ じ な　
る る る い　

全体 11.6 21.4 55.7 10.4 0.5 0.5 961
(1.2) (1.5) (2.1) (1.2) (0.3) (0.2)

立川市 10.7 26.3 53.1 9.5 0.2 0.2 494
(1.2) (2.3) (2.8) (1.9) (0.2) (0.1)

小平市 12.4 16.5 58.2 11.2 0.8 0.8 467
(2.1) (1.8) (3.1) (1.4) (0.5) (0.4)

男性 10.7 24.2 53.8 10.5 0.7 0.1 448
女性 12.1 18.9 58.3 9.7 0.4 0.5 508

20歳代 7.5 12.5 60.2 19.8 – – 99
30歳代 13.0 11.5 61.6 13.8 – – 147
40歳代 10.8 25.4 56.1 7.2 0.5 – 182
50歳代 8.2 25.6 56.1 7.9 1.2 1.1 155
60歳代 5.8 28.5 58.6 4.9 1.4 0.8 182
70歳代 25.6 29.9 38.1 6.0 – 0.3 189

小学校 32.8 – 28.1 39.1 – – 7
新制中学 18.7 36.1 41.5 0.5 2.6 0.5 49
新制高校 12.4 26.9 51.6 8.0 0.7 0.3 332

大学、短大、高専 10.1 18.0 59.3 11.9 0.3 0.3 564

農林水産業 47.7 31.9 20.4 – – – 9
自営の商工業 12.9 31.8 40.2 12.0 3.1 – 60
専門、自由業 10.5 20.2 58.9 8.9 0.1 1.3 123

管理職 1.5 20.6 73.8 4.2 – – 68
事務系の勤め人 12.1 18.3 56.8 12.8 – – 163
作業系の勤め人 12.7 20.2 57.8 7.7 0.7 0.8 109

主婦 11.7 25.0 56.2 6.2 0.9 – 193
学生、無職 10.1 25.0 54.7 10.3 – – 85

未婚 12.6 17.8 54.6 14.5 0.4 – 195
死別 20.5 23.4 46.3 9.8 – – 64
離別 15.0 19.9 59.2 4.4 1.5 – 48
既婚 9.9 22.8 56.7 9.5 0.5 0.5 642

小文字 12.1 18.3 57.8 11.3 – 0.4 476
通常 10.9 24.7 53.4 9.3 1.1 0.5 485

全国 (2008) 23.8 23.6 39.7 12.6 – 0.3 1,573
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4.2. 質問文と集計表

#2.30c 不安感　街での暴力

問 11-2 では、「街での暴力」については、どの程度でしょうか？
　 1. 非常に感じる
　 2. かなり感じる
　 3. 少しは感じる
　 4. まったく感じない　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
非 か 少 　ま そ D. N
常 な し 　っ の K.
に り は 感た 他
感 感 感 じく
じ じ じ な　
る る る い　

全体 2.6 9.3 57.9 27.8 1.7 0.6 961
(0.6) (1.3) (2.1) (1.6) (0.5) (0.2)

立川市 2.4 10.0 62.0 24.0 1.2 0.4 494
(0.7) (2.0) (2.6) (2.5) (0.5) (0.2)

小平市 2.9 8.5 53.9 31.5 2.3 0.9 467
(0.9) (1.9) (3.2) (2.0) (0.8) (0.4)

男性 2.4 10.0 57.0 29.9 0.5 0.0 448
女性 2.5 8.7 59.6 25.3 3.0 1.0 508

20歳代 0.7 14.4 36.9 46.8 1.1 – 99
30歳代 2.3 5.6 66.3 25.2 0.5 – 147
40歳代 1.0 8.7 66.9 23.4 – – 182
50歳代 3.5 8.1 61.6 22.7 3.1 1.1 155
60歳代 2.5 10.7 58.2 23.8 4.0 0.8 182
70歳代 5.6 10.0 54.9 25.0 2.8 1.7 189

小学校 – 2.0 38.7 47.7 11.6 – 7
新制中学 6.5 17.5 49.3 22.7 1.5 2.4 49
新制高校 3.1 11.0 62.3 20.7 2.4 0.4 332

大学、短大、高専 1.9 7.9 56.9 31.8 1.3 0.3 564

農林水産業 – 25.3 74.7 – – – 9
自営の商工業 – 6.5 68.6 21.7 3.1 – 60
専門、自由業 2.5 8.2 52.3 34.4 1.4 1.3 123

管理職 0.3 7.9 67.1 24.8 – – 68
事務系の勤め人 1.8 7.9 56.9 32.9 0.5 – 163
作業系の勤め人 2.0 12.6 54.2 29.0 1.3 0.8 109

主婦 3.4 7.3 59.9 24.2 4.2 1.0 193
学生、無職 – 13.9 54.4 31.7 – – 85

未婚 2.4 10.6 52.7 33.4 0.8 – 195
死別 8.8 7.1 53.4 24.8 3.4 2.6 64
離別 6.7 11.3 59.2 16.2 6.6 – 48
既婚 1.6 9.0 60.1 27.2 1.7 0.4 642

小文字 2.7 11.2 54.8 29.2 1.6 0.5 476
通常 2.6 7.3 61.3 26.2 1.9 0.8 485

全国 (2008) 16.0 21.8 40.4 20.8 – 1.0 1,573
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第 4章 集計表

#2.30d 不安感　交通事故

問 11-3 では、「交通事故」については、どうでしょうか？
　 1. 非常に感じる
　 2. かなり感じる
　 3. 少しは感じる
　 4. まったく感じない　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
非 か 少 　ま そ D. N
常 な し 　っ の K.
に り は 感た 他
感 感 感 じく
じ じ じ な　
る る る い　

全体 10.1 22.9 59.7 6.4 0.4 0.4 961
(1.3) (1.9) (2.5) (0.9) (0.2) (0.2)

立川市 10.2 23.8 57.9 7.8 0.1 0.2 494
(1.8) (2.3) (3.2) (1.5) (0.1) (0.1)

小平市 9.9 22.1 61.5 5.1 0.7 0.7 467
(2.0) (3.0) (3.9) (1.1) (0.5) (0.4)

男性 9.2 23.2 60.5 6.6 0.5 0.0 448
女性 11.2 22.6 59.7 5.6 0.4 0.5 508

20歳代 9.6 11.3 66.6 12.5 – – 99
30歳代 9.1 17.8 67.1 6.0 – – 147
40歳代 9.3 31.1 54.9 4.7 – – 182
50歳代 7.9 25.7 59.2 5.0 1.2 1.1 155
60歳代 9.9 23.6 59.7 4.9 1.1 0.8 182
70歳代 16.4 28.9 50.4 3.6 0.6 – 189

小学校 13.6 – 38.7 47.7 – – 7
新制中学 23.6 34.1 36.9 4.8 – 0.5 49
新制高校 12.7 24.9 55.8 5.7 0.6 0.3 332

大学、短大、高専 7.7 21.3 64.1 6.3 0.4 0.3 564

農林水産業 34.8 6.0 59.1 – – – 9
自営の商工業 13.6 33.8 43.6 5.3 3.7 – 60
専門、自由業 4.1 24.3 60.3 10.0 – 1.3 123

管理職 3.9 32.3 61.4 2.4 – – 68
事務系の勤め人 9.0 16.3 66.3 8.4 – – 163
作業系の勤め人 15.9 20.7 56.0 6.6 – 0.8 109

主婦 9.9 29.2 56.1 3.8 1.1 – 193
学生、無職 3.5 15.9 76.7 3.9 – – 85

未婚 7.5 17.2 65.7 9.6 – – 195
死別 17.4 20.2 49.3 13.1 – – 64
離別 12.3 22.8 61.5 3.4 – – 48
既婚 10.4 24.8 58.6 5.1 0.7 0.4 642

小文字 9.1 20.6 63.5 6.3 – 0.4 476
通常 11.1 25.5 55.6 6.5 0.9 0.5 485

全国 (2008) 25.9 35.1 33.3 5.3 – 0.4 1,573
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4.2. 質問文と集計表

#2.30e 不安感　失業

問 11-4 では、「失業」については、どうでしょうか？
　 1. 非常に感じる
　 2. かなり感じる
　 3. 少しは感じる
　 4. まったく感じない　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
非 か 少 　ま そ D. N
常 な し 　っ の K.
に り は 感た 他
感 感 感 じく
じ じ じ な　
る る る い　

全体 15.6 22.5 39.4 12.9 8.1 1.5 961
(1.7) (1.6) (1.5) (1.4) (0.8) (0.5)

立川市 16.2 20.1 42.0 12.6 7.3 1.7 494
(2.1) (2.2) (2.1) (1.8) (1.3) (0.9)

小平市 15.0 25.0 36.8 13.2 8.8 1.3 467
(2.6) (2.2) (2.2) (2.2) (1.0) (0.5)

男性 17.0 22.1 38.5 14.8 6.2 1.4 448
女性 14.4 22.9 40.8 11.1 9.4 1.3 508

20歳代 14.5 19.0 46.3 20.2 – – 99
30歳代 16.0 21.7 44.7 15.0 2.6 – 147
40歳代 18.9 24.6 46.3 9.3 0.8 – 182
50歳代 15.8 28.1 40.3 11.7 3.1 1.1 155
60歳代 13.5 21.1 36.7 12.4 14.2 2.1 182
70歳代 14.5 18.9 16.3 8.8 34.6 6.8 189

小学校 13.6 32.8 12.4 – 39.1 2.0 7
新制中学 26.8 13.9 27.0 6.8 17.5 7.9 49
新制高校 18.3 23.0 37.1 10.0 9.8 1.6 332

大学、短大、高専 13.6 22.4 41.8 15.1 6.3 0.8 564

農林水産業 3.0 34.9 41.7 20.4 – – 9
自営の商工業 24.3 26.9 23.2 21.9 2.1 1.6 60
専門、自由業 17.2 19.2 43.2 15.6 3.4 1.3 123

管理職 6.3 21.5 50.0 16.1 6.0 – 68
事務系の勤め人 10.8 18.7 52.9 15.6 2.0 – 163
作業系の勤め人 20.1 25.8 44.0 7.4 1.6 1.2 109

主婦 10.9 22.4 34.9 10.5 19.4 1.8 193
学生、無職 24.9 24.5 18.3 10.3 18.3 3.6 85

未婚 25.8 24.5 35.3 12.8 1.6 – 195
死別 15.2 27.2 26.6 4.5 23.9 2.6 64
離別 20.2 28.6 32.5 4.4 7.2 7.1 48
既婚 12.0 20.7 42.9 14.2 8.9 1.3 642

小文字 15.0 23.1 40.7 12.5 7.8 0.9 476
通常 16.2 21.9 38.1 13.3 8.4 2.1 485

全国 (2008) 21.0 25.1 32.0 19.8 0.1 2.0 1,573
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第 4章 集計表

#2.30g 不安感　原子力施設の事故

問 11-5 では、「原子力施設の事故」については、どうでしょうか？
　 1. 非常に感じる
　 2. かなり感じる
　 3. 少しは感じる
　 4. まったく感じない　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
非 か 少 　ま そ D. N
常 な し 　っ の K.
に り は 感た 他
感 感 感 じく
じ じ じ な　
る る る い　

全体 41.8 24.0 26.4 6.2 1.0 0.6 961
(1.7) (1.5) (1.6) (0.9) (0.4) (0.2)

立川市 42.7 24.0 25.9 6.1 0.8 0.5 494
(2.6) (2.4) (1.7) (1.2) (0.5) (0.3)

小平市 40.8 23.9 27.0 6.3 1.3 0.7 467
(2.2) (1.8) (2.7) (1.3) (0.5) (0.4)

男性 34.8 26.8 31.2 6.9 0.2 0.0 448
女性 48.4 21.4 21.8 5.6 1.9 0.9 508

20歳代 27.0 16.9 40.5 14.7 1.0 – 99
30歳代 38.4 22.3 33.0 4.8 1.6 – 147
40歳代 35.0 32.6 27.3 4.9 0.2 – 182
50歳代 42.9 29.3 21.0 5.3 0.4 1.1 155
60歳代 51.0 21.7 20.0 4.8 1.7 0.8 182
70歳代 61.0 20.1 13.4 2.8 1.2 1.5 189

小学校 62.4 24.0 13.6 – – – 7
新制中学 56.5 18.1 23.1 – 1.7 0.5 49
新制高校 46.6 26.0 21.3 4.1 1.7 0.3 332

大学、短大、高専 37.9 23.4 29.9 7.8 0.6 0.4 564

農林水産業 72.9 10.7 16.4 – – – 9
自営の商工業 50.9 20.7 24.7 3.7 – – 60
専門、自由業 51.1 15.9 27.8 3.5 0.5 1.3 123

管理職 29.6 39.3 27.5 3.6 – – 68
事務系の勤め人 28.5 23.7 36.7 10.9 0.2 – 163
作業系の勤め人 39.1 26.1 26.8 7.2 – 0.8 109

主婦 51.4 26.8 17.1 0.7 3.5 0.6 193
学生、無職 36.9 16.3 32.4 11.8 2.7 – 85

未婚 35.0 19.8 32.5 11.6 1.0 – 195
死別 62.7 23.4 8.1 0.9 1.3 3.5 64
離別 40.8 16.9 33.4 6.1 2.8 – 48
既婚 42.6 25.6 25.7 4.8 0.9 0.4 642

小文字 41.1 25.6 27.6 4.9 0.3 0.4 476
通常 42.4 22.3 25.2 7.6 1.7 0.8 485

全国 (2008) 23.0 22.3 37.6 15.4 – 1.8 1,573
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4.2. 質問文と集計表

#2.30h 不安感　経済面の不安

問 11-6 では、「最近の生活の中での経済面の不安」については、どうでしょうか？
　 1. 非常に感じる
　 2. かなり感じる
　 3. 少しは感じる
　 4. まったく感じない　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
非 か 少 　ま そ D. N
常 な し 　っ の K.
に り は 感た 他
感 感 感 じく
じ じ じ な　
る る る い　

全体 26.8 30.8 35.8 5.6 0.7 0.4 961
(1.9) (1.8) (2.0) (0.8) (0.3) (0.2)

立川市 27.0 30.7 37.7 4.0 0.4 0.2 494
(2.9) (2.2) (2.8) (1.0) (0.3) (0.1)

小平市 26.6 30.9 33.8 7.1 0.9 0.7 467
(2.4) (2.8) (3.0) (1.3) (0.5) (0.4)

男性 27.7 32.5 33.6 5.9 0.4 0.0 448
女性 26.3 29.1 37.8 5.3 1.0 0.5 508

20歳代 27.3 33.6 29.5 9.6 – – 99
30歳代 28.8 23.6 42.2 4.9 0.5 – 147
40歳代 28.5 36.7 27.9 5.9 0.9 – 182
50歳代 29.0 31.4 31.7 6.9 – 1.1 155
60歳代 19.9 28.7 46.0 2.8 1.7 0.8 182
70歳代 28.3 31.6 36.0 3.3 0.8 – 189

小学校 – 47.2 52.8 – – – 7
新制中学 33.7 30.8 31.0 4.0 – 0.5 49
新制高校 24.4 38.1 32.7 3.4 1.1 0.3 332

大学、短大、高専 28.1 26.4 37.8 6.9 0.5 0.3 564

農林水産業 34.8 36.7 28.5 – – – 9
自営の商工業 35.6 23.2 31.5 9.7 – – 60
専門、自由業 29.5 28.1 36.3 4.8 – 1.3 123

管理職 7.6 36.0 55.0 1.4 – – 68
事務系の勤め人 24.0 28.7 41.6 5.8 – – 163
作業系の勤め人 30.9 38.3 20.9 7.7 1.3 0.8 109

主婦 20.5 33.8 36.4 6.6 2.7 – 193
学生、無職 34.9 32.0 25.4 7.7 – – 85

未婚 36.8 28.0 27.6 7.7 – – 195
死別 26.9 37.6 33.4 2.1 – – 64
離別 32.4 29.5 35.3 – 2.8 – 48
既婚 23.2 31.3 38.8 5.5 0.8 0.4 642

小文字 28.9 29.7 34.9 5.8 0.2 0.4 476
通常 24.6 31.9 36.7 5.2 1.1 0.5 485

全国 (2008) 18.9 32.0 39.4 9.0 – 0.6 1,573
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第 4章 集計表

#2.80a 病気　頭痛

問 12 あなたは、ここ１ヶ月の間につぎにあげるものに悩みましたか？
・頭痛・偏頭痛
　 1. 悩んだことあり
　 2. 悩んだことなし
　 3. その他

1 2 3
　悩 　悩 そ D. N
　ん 　ん の K.
　だ 　だ 他
あこ なこ
りと しと

全体 26.9 67.7 2.0 3.4 961
(2.0) (2.2) (0.5) (0.4)

立川市 25.2 69.8 1.9 3.1 494
(2.2) (2.4) (0.7) (0.6)

小平市 28.5 65.7 2.0 3.8 467
(3.3) (3.6) (0.8) (0.7)

男性 22.1 74.8 1.1 2.0 448
女性 31.5 61.0 2.9 4.6 508

20歳代 31.7 66.2 2.1 – 99
30歳代 39.6 58.6 1.6 0.2 147
40歳代 31.3 67.1 0.9 0.7 182
50歳代 20.8 76.7 1.5 1.1 155
60歳代 17.2 74.5 4.6 3.7 182
70歳代 12.1 67.8 1.2 18.9 189

小学校 71.9 23.0 – 5.1 7
新制中学 16.6 60.1 – 23.3 49
新制高校 24.0 69.4 2.1 4.5 332

大学、短大、高専 28.7 68.0 2.0 1.2 564

農林水産業 35.8 64.2 – – 9
自営の商工業 17.3 77.1 – 5.6 60
専門、自由業 28.5 68.3 0.4 2.8 123

管理職 19.4 73.9 5.1 1.6 68
事務系の勤め人 37.8 61.6 0.3 0.3 163
作業系の勤め人 20.9 76.5 1.4 1.2 109

主婦 22.2 65.3 4.2 8.3 193
学生、無職 26.4 70.0 – 3.6 85

未婚 28.7 69.7 1.1 0.5 195
死別 20.6 62.5 4.9 12.1 64
離別 18.3 75.8 4.2 1.7 48
既婚 27.7 67.0 1.9 3.3 642

小文字 28.2 66.9 1.3 3.6 476
通常 25.4 68.6 2.7 3.3 485

全国 (2008) 28.8 70.9 0.1 0.3 1,573
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4.2. 質問文と集計表

#2.80b* 病気　腰の痛み

問 12 あなたは、ここ１ヶ月の間につぎにあげるものに悩みましたか？
・腰の痛み
　 1. 悩んだことあり
　 2. 悩んだことなし
　 3. その他

1 2 3
　悩 　悩 そ D. N
　ん 　ん の K.
　だ 　だ 他
あこ なこ
りと しと

全体 45.7 49.7 2.4 2.2 961
(2.2) (2.2) (0.7) (0.4)

立川市 44.2 52.6 1.5 1.8 494
(2.8) (2.9) (0.6) (0.5)

小平市 47.3 47.0 3.3 2.5 467
(3.3) (3.3) (1.2) (0.6)

男性 46.4 49.9 2.5 1.2 448
女性 45.8 49.3 2.2 2.7 508

20歳代 46.0 49.7 3.1 1.2 99
30歳代 44.7 54.9 0.4 – 147
40歳代 47.2 48.0 4.2 0.6 182
50歳代 47.1 50.0 1.8 1.1 155
60歳代 46.2 48.0 3.1 2.7 182
70歳代 45.1 44.7 1.5 8.7 189

小学校 34.8 53.6 – 11.6 7
新制中学 52.8 42.0 – 5.1 49
新制高校 44.7 48.1 4.1 3.1 332

大学、短大、高専 46.2 51.0 1.7 1.0 564

農林水産業 74.6 25.4 – – 9
自営の商工業 44.2 47.9 7.0 1.0 60
専門、自由業 49.0 49.2 – 1.8 123

管理職 49.1 46.4 3.5 1.0 68
事務系の勤め人 39.1 60.4 – 0.5 163
作業系の勤め人 47.2 46.0 5.5 1.2 109

主婦 41.5 53.7 1.7 3.1 193
学生、無職 40.8 53.7 – 5.5 85

未婚 40.8 55.4 3.2 0.5 195
死別 33.7 56.2 2.9 7.2 64
離別 50.0 42.2 3.6 4.2 48
既婚 48.7 47.6 2.0 1.7 642

小文字 46.1 48.8 2.3 2.8 476
通常 45.4 50.8 2.4 1.4 485

全国 (2008) 49.7 50.2 0.1 0.1 1,573
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第 4章 集計表

#2.80c 病気　いらいら

問 12 あなたは、ここ１ヶ月の間につぎにあげるものに悩みましたか？
・いらいら
　 1. 悩んだことあり
　 2. 悩んだことなし
　 3. その他

1 2 3
　悩 　悩 そ D. N
　ん 　ん の K.
　だ 　だ 他
あこ なこ
りと しと

全体 44.8 47.4 4.2 3.6 961
(2.0) (2.2) (0.9) (0.5)

立川市 45.4 47.7 4.4 2.6 494
(2.8) (3.0) (1.2) (0.6)

小平市 44.2 47.1 4.1 4.6 467
(3.0) (3.3) (1.2) (0.9)

男性 44.0 50.8 3.1 2.1 448
女性 46.3 43.5 5.5 4.8 508

20歳代 53.1 43.7 2.3 0.9 99
30歳代 58.8 36.0 4.9 0.2 147
40歳代 48.4 47.0 3.1 1.6 182
50歳代 38.8 59.0 0.8 1.4 155
60歳代 32.7 55.2 7.8 4.2 182
70歳代 30.8 45.5 6.8 16.9 189

小学校 21.2 62.1 – 16.7 7
新制中学 28.4 50.2 – 21.4 49
新制高校 42.8 48.7 3.8 4.8 332

大学、短大、高専 47.5 46.1 4.8 1.6 564

農林水産業 64.1 29.9 – 6.0 9
自営の商工業 44.6 48.2 1.7 5.6 60
専門、自由業 42.2 51.6 2.8 3.4 123

管理職 44.7 46.7 8.0 0.6 68
事務系の勤め人 49.9 46.0 3.3 0.8 163
作業系の勤め人 40.5 54.4 3.6 1.5 109

主婦 42.8 43.0 7.0 7.3 193
学生、無職 45.3 47.2 3.9 3.6 85

未婚 43.8 50.7 4.7 0.8 195
死別 30.5 60.7 – 8.8 64
離別 36.1 52.3 7.3 4.2 48
既婚 47.0 45.1 4.2 3.6 642

小文字 46.1 46.8 3.2 3.9 476
通常 43.4 48.0 5.3 3.3 485

全国 (2008) 48.0 51.4 0.1 0.6 1,573
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4.2. 質問文と集計表

#2.80d* 病気　ゆううつ

問 12 あなたは、ここ１ヶ月の間につぎにあげるものに悩みましたか？
・ゆううつになる、気がふさぐ
　 1. 悩んだことあり
　 2. 悩んだことなし
　 3. その他

1 2 3
　悩 　悩 そ D. N
　ん 　ん の K.
　だ 　だ 他
あこ なこ
りと しと

全体 35.7 57.4 3.5 3.4 961
(2.3) (2.2) (0.7) (0.5)

立川市 36.1 57.5 3.4 3.0 494
(3.0) (2.8) (1.0) (0.6)

小平市 35.3 57.3 3.7 3.8 467
(3.4) (3.4) (0.9) (0.9)

男性 35.4 60.5 2.5 1.6 448
女性 36.5 53.9 4.6 5.0 508

20歳代 44.4 52.7 2.0 0.9 99
30歳代 40.8 54.8 4.2 0.2 147
40歳代 39.5 59.1 0.8 0.6 182
50歳代 36.6 60.8 1.5 1.1 155
60歳代 26.6 59.8 10.4 3.2 182
70歳代 23.3 55.9 2.3 18.4 189

小学校 21.2 62.1 – 16.7 7
新制中学 16.0 54.5 4.4 25.1 49
新制高校 34.0 56.5 5.1 4.4 332

大学、短大、高専 38.4 57.9 2.8 0.9 564

農林水産業 74.6 25.4 – – 9
自営の商工業 34.8 57.8 1.8 5.6 60
専門、自由業 36.6 60.9 0.8 1.7 123

管理職 27.7 68.8 1.8 1.6 68
事務系の勤め人 50.1 47.0 2.1 0.8 163
作業系の勤め人 36.2 60.3 2.4 1.1 109

主婦 24.6 59.5 7.4 8.5 193
学生、無職 45.1 43.4 7.2 4.3 85

未婚 51.9 42.9 4.5 0.7 195
死別 30.2 61.5 – 8.3 64
離別 32.9 56.0 8.5 2.6 48
既婚 31.0 62.4 3.2 3.5 642

小文字 37.0 56.9 2.8 3.4 476
通常 34.3 57.9 4.4 3.4 485

全国 (2008) 36.1 63.4 0.1 0.4 1,573
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第 4章 集計表

#2.80e 病気　不眠症

問 12 あなたは、ここ１ヶ月の間につぎにあげるものに悩みましたか？
・不眠症
　 1. 悩んだことあり
　 2. 悩んだことなし
　 3. その他

1 2 3
　悩 　悩 そ D. N
　ん 　ん の K.
　だ 　だ 他
あこ なこ
りと しと

全体 19.0 75.2 2.6 3.3 961
(1.5) (1.7) (0.6) (0.5)

立川市 17.6 77.2 2.2 3.0 494
(2.1) (2.3) (0.8) (0.6)

小平市 20.4 73.2 2.9 3.5 467
(2.1) (2.4) (0.9) (0.7)

男性 17.7 79.5 0.9 2.0 448
女性 20.7 70.8 4.3 4.2 508

20歳代 18.4 78.0 3.6 – 99
30歳代 11.4 86.3 2.1 0.2 147
40歳代 16.4 82.7 0.3 0.7 182
50歳代 18.5 76.6 3.9 1.1 155
60歳代 29.1 63.6 4.0 3.3 182
70歳代 25.0 54.7 2.4 17.9 189

小学校 33.6 49.7 – 16.7 7
新制中学 26.8 51.0 – 22.3 49
新制高校 21.3 71.5 3.1 4.1 332

大学、短大、高専 17.2 79.3 2.5 1.0 564

農林水産業 32.0 56.8 11.2 – 9
自営の商工業 32.1 62.4 – 5.6 60
専門、自由業 16.2 79.3 1.5 3.0 123

管理職 14.8 80.7 2.9 1.6 68
事務系の勤め人 11.7 85.3 2.5 0.5 163
作業系の勤め人 9.5 88.6 0.4 1.5 109

主婦 25.5 64.8 3.4 6.4 193
学生、無職 32.0 62.8 2.7 2.4 85

未婚 15.9 78.1 5.2 0.8 195
死別 29.0 60.3 0.8 9.8 64
離別 16.2 79.8 2.4 1.7 48
既婚 19.7 75.3 1.8 3.1 642

小文字 21.5 74.2 1.3 3.1 476
通常 16.3 76.2 4.0 3.5 485

全国 (2008) 20.0 79.7 0.1 0.3 1,573
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4.2. 質問文と集計表

#7.30a 生活水準 10年の変化

問 13 あなたの生活水準は、この 10年間でどう変りましたか？
　 1. よくなった
　 2. ややよくなった
　 3. 変らない
　 4. ややわるくなった
　 5. わるくなった　　　　　　　　　 6. その他

1 2 3 4 5 6
よ 　や 変 わや わ そ D. N
く よや ら るや る の K.
な く　 な く　 く 他
っ な　 い な　 な
た っ　 っ　 っ

た　 た　 た
全体 9.3 16.4 39.7 20.7 12.6 0.7 0.6 961

(1.2) (1.5) (2.0) (1.4) (1.2) (0.3) (0.2)

立川市 10.4 18.3 38.6 21.9 9.7 0.6 0.4 494
(2.0) (2.2) (3.5) (1.8) (1.4) (0.4) (0.2)

小平市 8.2 14.6 40.8 19.5 15.5 0.7 0.7 467
(1.4) (2.2) (2.1) (2.2) (2.1) (0.4) (0.4)

男性 10.3 16.4 37.3 21.2 14.7 – 0.0 448
女性 8.4 16.7 42.1 19.9 10.8 1.4 0.8 508

20歳代 15.8 20.8 42.7 13.6 6.0 1.1 – 99
30歳代 15.7 21.4 37.3 19.8 5.5 0.4 – 147
40歳代 8.9 19.9 32.0 20.8 18.4 – – 182
50歳代 8.0 15.0 36.3 23.2 16.5 – 1.1 155
60歳代 3.3 11.1 42.9 26.5 13.0 1.7 1.4 182
70歳代 1.3 7.1 51.1 19.7 19.3 1.1 0.3 189

小学校 8.5 – 67.5 12.4 11.6 – – 7
新制中学 5.9 14.8 44.3 19.5 12.3 2.6 0.5 49
新制高校 6.7 19.4 36.4 21.8 14.2 0.8 0.8 332

大学、短大、高専 11.0 15.0 41.0 20.1 12.0 0.5 0.3 564

農林水産業 9.6 5.1 41.4 43.8 – – – 9
自営の商工業 11.3 5.0 31.2 21.2 31.2 – – 60
専門、自由業 12.5 23.1 35.5 16.0 11.6 – 1.3 123

管理職 22.1 25.0 33.8 16.2 2.8 – – 68
事務系の勤め人 5.5 22.9 44.6 19.1 7.8 – – 163
作業系の勤め人 9.2 9.9 39.2 25.8 15.1 – 0.8 109

主婦 10.7 13.7 43.2 20.5 9.7 1.6 0.5 193
学生、無職 3.7 8.0 51.4 16.2 20.3 – 0.5 85

未婚 7.5 15.9 44.1 21.1 10.3 1.1 – 195
死別 4.3 9.7 45.7 21.5 16.1 – 2.7 64
離別 10.2 15.3 40.5 16.3 14.1 3.6 – 48
既婚 10.3 17.1 38.1 20.5 13.3 0.2 0.4 642

小文字 8.0 14.9 42.3 18.5 15.3 0.6 0.4 476
通常 10.7 18.1 37.0 23.0 9.7 0.7 0.7 485

全国 (2008) 4.0 16.7 44.1 24.9 10.0 – 0.4 1,573
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第 4章 集計表

#7.24 就職の第１の条件

問 14 ここに仕事について、ふだん話題になることがあります。あなたは、どれに１番関心があ
りますか？
　 1. かなりよい給料がもらえること
　 2. 倒産や失業の恐れがない仕事
　 3. 気の合った人たちと働くこと
　 4. やりとげたという感じがもてる仕事
　 5. その他

1 2 3 4 5
よ 　失 　気 とや そ D. N
い 　業 　の いり の K.
給 　の 　あ うと 他
料 がお 人っ 感げ

なそ たた じた
いれ ち　 た　

全体 10.2 22.7 24.5 22.6 17.4 2.7 961
(1.4) (1.9) (2.0) (1.7) (1.4) (0.7)

立川市 9.2 20.8 25.5 26.3 15.9 2.4 494
(1.9) (2.2) (2.6) (2.4) (1.8) (0.9)

小平市 11.2 24.6 23.5 18.9 18.9 2.9 467
(2.2) (3.1) (2.9) (2.5) (2.2) (1.0)

男性 12.1 22.4 22.5 24.7 17.5 0.8 448
女性 8.3 22.9 26.3 20.7 17.5 4.3 508

20歳代 21.7 16.2 29.9 24.9 7.2 – 99
30歳代 15.1 26.2 27.1 23.6 6.5 1.5 147
40歳代 13.8 21.8 31.3 24.4 8.5 0.3 182
50歳代 4.3 32.1 22.2 27.5 11.4 2.5 155
60歳代 1.0 22.0 22.8 19.3 32.3 2.6 182
70歳代 1.5 15.9 6.4 14.3 50.8 11.1 189

小学校 – 20.1 60.3 12.4 5.1 2.0 7
新制中学 8.3 29.7 8.7 8.5 36.5 8.3 49
新制高校 6.1 20.3 27.6 19.6 23.0 3.4 332

大学、短大、高専 12.7 23.1 23.7 25.4 13.5 1.6 564

農林水産業 – 26.8 27.5 35.0 10.7 – 9
自営の商工業 3.6 34.2 14.5 26.5 21.2 – 60
専門、自由業 11.8 15.4 27.6 32.0 9.7 3.5 123

管理職 5.5 23.9 23.5 38.4 8.7 – 68
事務系の勤め人 10.6 28.5 31.5 21.6 7.8 – 163
作業系の勤め人 18.4 19.1 25.6 21.6 14.1 1.2 109

主婦 8.4 23.9 17.9 10.8 31.3 7.7 193
学生、無職 6.1 12.7 27.5 24.7 27.7 1.3 85

未婚 13.5 22.0 29.1 27.0 7.9 0.4 195
死別 – 11.0 21.2 22.1 37.2 8.5 64
離別 5.8 23.3 28.9 23.3 8.3 10.4 48
既婚 10.1 23.5 23.3 21.4 19.6 2.1 642

小文字 8.6 22.3 24.6 22.6 18.8 3.1 476
通常 11.8 23.1 24.4 22.6 15.8 2.2 485

全国 (2008) 7.3 18.5 29.2 43.5 0.1 1.4 1,729
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4.2. 質問文と集計表

#1.8 帰属階層

問 15 かりに現在の日本の社会全体を、この表にかいてあるように５つの層に分けるとすれば、
お宅は、このどれに入ると思いますか？
　 1. 上
　 2. 中の上
　 3. 中の中
　 4. 中の下
　 5. 下　　　　　　　　　　　　　　 6. その他

1 2 3 4 5 6
上 中 中 中 下 そ D. N

の の の の K.
上 中 下 他

全体 1.3 13.4 41.4 31.8 10.6 0.7 0.7 961
(0.5) (1.3) (1.7) (1.7) (1.2) (0.3) (0.3)

立川市 1.0 14.5 45.4 32.2 6.0 0.4 0.6 494
(0.5) (2.1) (2.4) (2.3) (1.2) (0.3) (0.4)

小平市 1.6 12.3 37.4 31.5 15.3 1.1 0.8 467
(0.7) (1.6) (2.6) (2.4) (2.1) (0.5) (0.4)

男性 2.0 15.4 36.1 35.9 10.1 0.6 0.0 448
女性 0.6 11.5 47.5 27.0 11.4 0.9 1.1 508

20歳代 2.0 21.8 27.0 40.0 9.1 – – 99
30歳代 2.3 10.2 49.5 29.4 8.6 – – 147
40歳代 – 19.6 37.8 34.7 7.5 0.4 – 182
50歳代 2.0 12.7 45.6 26.0 11.3 1.4 1.1 155
60歳代 1.1 8.9 44.9 28.9 13.2 1.7 1.4 182
70歳代 – 5.7 44.9 29.1 17.3 1.4 1.6 189

小学校 – – 8.5 58.7 32.8 – – 7
新制中学 – 0.9 46.9 25.0 20.7 2.3 4.1 49
新制高校 1.1 6.8 45.6 33.3 11.7 0.7 0.8 332

大学、短大、高専 1.5 18.0 39.4 31.1 9.1 0.7 0.3 564

農林水産業 – 5.1 63.0 12.5 19.4 – – 9
自営の商工業 3.1 7.3 43.8 36.9 8.8 – – 60
専門、自由業 – 15.3 41.4 35.9 5.1 1.1 1.3 123

管理職 2.9 34.7 37.2 25.2 – – – 68
事務系の勤め人 2.3 17.5 47.7 26.3 6.3 – – 163
作業系の勤め人 – 3.2 32.0 50.2 12.6 1.1 0.8 109

主婦 0.3 8.8 56.7 23.0 7.8 1.9 1.6 193
学生、無職 1.4 27.3 28.2 22.7 19.3 1.1 – 85

未婚 1.0 16.7 31.3 39.0 11.7 0.4 – 195
死別 – 4.4 30.7 40.1 22.9 – 1.9 64
離別 – 5.4 32.5 28.5 30.8 2.8 – 48
既婚 1.6 13.6 46.4 29.0 8.0 0.8 0.6 642

小文字 1.2 13.0 41.2 32.5 11.1 0.5 0.5 476
通常 1.3 13.8 41.6 31.2 10.1 1.0 0.9 485

全国 (2008) 1.5 10.4 54.7 28.0 4.3 – 1.0 1,573
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第 4章 集計表

#7.40 社会は公平か

問 16 一般的に言って、今の日本の社会は公平だと思いますか。あなたの気持は、つぎのうちの
どれに近いですか？
　 1. 公平だ
　 2. だいたい公平だ
　 3. あまり公平でない
　 4. 公平でない　　　　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
公 　だ 公あ 公 そ D. N
平 　い 平ま 平 の K.
だ 公た でり で 他

平い な　 な
だ　 い　 い

全体 1.4 23.4 47.8 25.3 1.4 0.7 961
(0.5) (1.8) (2.1) (1.8) (0.4) (0.2)

立川市 1.0 25.0 48.3 24.2 1.2 0.4 494
(0.4) (2.7) (2.7) (2.5) (0.5) (0.2)

小平市 1.8 21.8 47.3 26.4 1.7 1.0 467
(1.0) (2.6) (3.1) (2.7) (0.6) (0.4)

男性 1.7 27.3 44.2 25.8 0.9 0.1 448
女性 1.1 18.6 52.3 25.1 2.0 1.0 508

20歳代 4.4 19.0 46.7 27.4 2.5 – 99
30歳代 – 16.6 51.3 32.1 – – 147
40歳代 0.2 28.2 50.9 20.3 0.4 – 182
50歳代 – 27.9 44.2 24.6 2.2 1.1 155
60歳代 0.7 24.8 45.9 24.3 3.0 1.4 182
70歳代 4.4 21.8 47.9 23.4 1.1 1.4 189

小学校 – 47.7 19.6 21.2 11.6 – 7
新制中学 1.4 7.7 54.7 32.4 – 3.8 49
新制高校 0.7 23.8 45.6 27.6 1.7 0.6 332

大学、短大、高専 1.5 23.6 49.4 23.9 1.3 0.3 564

農林水産業 – 31.9 23.3 44.7 – – 9
自営の商工業 7.0 10.5 40.3 39.0 3.1 – 60
専門、自由業 – 20.2 50.8 27.5 0.1 1.3 123

管理職 – 39.3 51.7 8.9 – – 68
事務系の勤め人 0.2 29.2 54.0 15.8 0.9 – 163
作業系の勤め人 0.7 17.2 47.7 31.3 2.3 0.8 109

主婦 1.8 22.9 51.5 20.7 1.9 1.2 193
学生、無職 5.1 29.1 41.2 24.6 – – 85

未婚 3.6 20.6 47.4 26.2 2.1 – 195
死別 4.4 25.3 47.6 20.9 – 1.9 64
離別 3.8 8.9 40.0 43.7 3.6 – 48
既婚 0.2 25.0 48.6 24.3 1.2 0.6 642

小文字 1.8 25.7 44.0 26.4 1.6 0.5 476
通常 0.9 20.9 51.9 24.1 1.3 0.9 485

全国 (2008) 2.5 26.8 49.1 20.7 – 0.8 1,573
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4.2. 質問文と集計表

#7.18 人間の健康の面はよくなるか

問 17 これから先、人間の健康の面はよくなってゆくと思いますか、わるくなると思いますか？
　 1. よくなる
　 2. わるくなる
　 3. 変わらない　　　　　　　　　　 4. その他

1 2 3 4
よ わ 変 そ D. N
く る わ の K.
な く ら 他
る な な

る い
全体 16.1 48.3 31.2 3.9 0.5 961

(1.3) (1.9) (2.0) (0.8) (0.2)

立川市 18.2 48.3 28.6 4.6 0.3 494
(2.3) (2.5) (3.0) (1.4) (0.2)

小平市 14.0 48.3 33.7 3.3 0.7 467
(1.3) (2.7) (2.7) (0.8) (0.4)

男性 19.9 43.6 34.0 2.5 0.0 448
女性 12.4 53.4 28.7 4.8 0.7 508

20歳代 24.4 40.0 33.1 2.4 – 99
30歳代 11.5 57.3 29.5 1.8 – 147
40歳代 17.6 45.7 31.4 5.3 – 182
50歳代 14.5 51.5 31.3 1.6 1.1 155
60歳代 13.8 49.1 30.5 5.7 0.8 182
70歳代 16.6 44.6 32.9 5.2 0.7 189

小学校 2.0 41.3 17.5 39.1 – 7
新制中学 26.2 39.3 30.0 4.0 0.5 49
新制高校 14.2 47.2 33.9 4.3 0.3 332

大学、短大、高専 16.6 49.4 30.3 3.3 0.4 564

農林水産業 22.0 58.9 19.1 – – 9
自営の商工業 16.2 48.8 35.0 – – 60
専門、自由業 14.5 50.6 29.7 4.0 1.3 123

管理職 18.9 50.2 27.3 3.6 – 68
事務系の勤め人 16.7 43.5 38.9 0.8 – 163
作業系の勤め人 16.9 43.1 37.3 1.9 0.8 109

主婦 16.3 45.9 29.2 8.7 – 193
学生、無職 26.5 44.1 28.0 1.4 – 85

未婚 19.4 47.4 31.2 2.0 – 195
死別 8.4 51.5 27.6 10.9 1.6 64
離別 13.3 57.2 23.3 6.2 – 48
既婚 15.7 47.8 32.2 3.8 0.4 642

小文字 13.6 50.4 32.0 3.5 0.4 476
通常 18.7 46.1 30.2 4.4 0.6 485

全国 (2008) 24.2 55.9 15.8 0.1 4.0 1,573
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第 4章 集計表

#7.18b 心のやすらかさはますか

問 18 では、心のやすらかさは、ますと思いますか、へると思いますか？
　 1. ます
　 2. へる
　 3. 変わらない　　　　　　　　　　 4. その他

1 2 3 4
ま へ 変 そ D. N
す る わ の K.

ら 他
な
い

全体 7.4 62.1 25.9 3.7 0.9 961
(1.2) (1.8) (1.8) (0.7) (0.3)

立川市 8.6 60.7 27.1 3.0 0.5 494
(2.0) (2.3) (2.2) (0.8) (0.3)

小平市 6.3 63.5 24.6 4.4 1.2 467
(1.3) (2.6) (2.7) (1.1) (0.5)

男性 9.4 62.8 24.8 2.7 0.4 448
女性 5.5 61.3 27.3 4.9 1.0 508

20歳代 10.4 55.4 27.8 6.4 – 99
30歳代 6.2 70.3 22.4 1.0 – 147
40歳代 8.1 65.1 21.8 5.0 – 182
50歳代 6.6 56.1 32.5 3.8 1.1 155
60歳代 6.8 65.7 23.4 3.3 0.8 182
70歳代 6.6 54.9 31.7 3.4 3.4 189

小学校 10.6 71.9 17.5 – – 7
新制中学 6.8 52.9 32.7 – 7.5 49
新制高校 5.3 59.3 30.7 4.2 0.5 332

大学、短大、高専 8.4 64.2 23.3 3.8 0.3 564

農林水産業 – 65.0 25.4 – 9.6 9
自営の商工業 4.4 69.0 18.8 6.2 1.6 60
専門、自由業 9.2 58.3 28.5 2.7 1.3 123

管理職 8.7 64.7 23.0 3.6 – 68
事務系の勤め人 4.5 72.0 21.2 2.0 0.3 163
作業系の勤め人 6.2 57.7 31.0 4.3 0.8 109

主婦 6.1 54.0 33.6 5.8 0.6 193
学生、無職 16.6 53.2 24.7 4.4 1.1 85

未婚 9.1 67.1 19.1 4.8 – 195
死別 2.4 59.9 33.3 1.4 3.0 64
離別 8.4 63.9 23.0 4.7 – 48
既婚 7.3 60.7 27.7 3.5 0.8 642

小文字 5.3 64.9 25.4 3.8 0.5 476
通常 9.7 59.1 26.3 3.6 1.2 485

全国 (2008) 9.6 68.2 18.3 0.3 3.6 1,573
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4.2. 質問文と集計表

#7.18c 人間の自由はふえるか

問 19 人間の自由は、ふえると思いますか、へると思いますか？
　 1. ふえる
　 2. へる
　 3. 変わらない　　　　　　　　　　 4. その他

1 2 3 4
ふ へ 変 そ D. N
え る わ の K.
る ら 他

な
い

全体 14.6 35.3 44.7 4.8 0.5 961
(1.5) (1.8) (2.1) (0.8) (0.2)

立川市 15.8 36.3 44.0 3.6 0.3 494
(2.0) (2.8) (2.5) (1.1) (0.2)

小平市 13.5 34.4 45.5 5.9 0.7 467
(2.2) (2.3) (3.3) (1.1) (0.4)

男性 14.7 38.2 43.7 3.4 0.0 448
女性 14.8 31.9 46.4 6.3 0.7 508

20歳代 15.0 43.6 37.8 3.6 – 99
30歳代 17.2 35.2 42.7 4.6 0.3 147
40歳代 15.5 34.8 44.5 5.2 – 182
50歳代 17.7 29.0 48.4 3.8 1.1 155
60歳代 10.4 37.4 44.2 7.1 0.8 182
70歳代 10.9 28.4 56.3 4.4 – 189

小学校 2.0 71.9 26.1 – – 7
新制中学 12.0 30.9 55.5 1.0 0.5 49
新制高校 13.9 34.1 46.8 4.9 0.3 332

大学、短大、高専 15.2 35.6 43.8 5.1 0.4 564

農林水産業 – 35.1 64.9 – – 9
自営の商工業 11.7 40.7 36.3 11.2 – 60
専門、自由業 14.1 28.0 53.3 3.3 1.3 123

管理職 10.5 43.2 40.5 5.8 – 68
事務系の勤め人 17.5 35.4 43.3 3.3 0.4 163
作業系の勤め人 15.0 42.0 40.2 2.0 0.8 109

主婦 12.9 25.2 52.5 9.3 – 193
学生、無職 19.9 32.7 44.5 2.9 – 85

未婚 16.6 40.7 37.6 4.9 0.3 195
死別 12.1 37.1 46.4 4.4 – 64
離別 3.7 42.8 45.0 8.5 – 48
既婚 15.1 33.0 47.1 4.3 0.4 642

小文字 13.6 37.4 45.2 3.4 0.4 476
通常 15.8 33.1 44.2 6.3 0.6 485

全国 (2008) 26.8 39.6 28.8 0.3 4.6 1,573

67



第 4章 集計表

#7.18d 生活は豊かになるか

問 20 ひとびとの生活は、豊かになると思いますか、貧しくなると思いますか？
　 1. 豊かに
　 2. 貧しく
　 3. 変わらない　　　　　　　　　　 4. その他

1 2 3 4
豊 貧 変 そ D. N
か し わ の K.
に く ら 他

な
い

全体 5.9 52.2 34.6 6.6 0.7 961
(0.9) (1.8) (1.9) (1.1) (0.3)

立川市 7.3 53.3 32.3 6.4 0.7 494
(1.5) (2.6) (2.7) (1.4) (0.4)

小平市 4.4 51.1 36.9 6.9 0.7 467
(0.9) (2.8) (2.6) (1.6) (0.4)

男性 6.4 52.9 34.7 5.3 0.6 448
女性 5.4 51.1 34.9 8.0 0.5 508

20歳代 18.1 46.0 33.3 2.6 – 99
30歳代 3.3 50.3 39.1 7.3 – 147
40歳代 5.8 50.8 34.1 9.3 – 182
50歳代 3.1 49.8 41.2 4.8 1.1 155
60歳代 2.7 61.4 25.5 8.6 1.7 182
70歳代 1.8 54.8 36.0 6.4 1.1 189

小学校 – 82.5 17.5 – – 7
新制中学 2.6 62.0 31.9 – 3.6 49
新制高校 3.5 53.4 33.6 8.7 0.8 332

大学、短大、高専 7.5 50.5 35.6 6.1 0.3 564

農林水産業 – 50.4 49.6 – – 9
自営の商工業 13.0 63.9 13.4 7.7 2.0 60
専門、自由業 5.7 48.0 39.0 6.0 1.3 123

管理職 1.9 51.4 36.5 10.0 0.3 68
事務系の勤め人 7.1 48.8 39.3 4.9 – 163
作業系の勤め人 4.3 61.4 28.3 5.3 0.8 109

主婦 5.7 46.4 37.6 10.3 – 193
学生、無職 11.5 41.8 38.4 8.4 – 85

未婚 11.2 48.9 33.8 6.2 – 195
死別 – 63.8 33.3 2.9 – 64
離別 1.5 63.2 24.8 6.9 3.6 48
既婚 4.9 51.6 35.7 7.2 0.6 642

小文字 4.3 53.9 34.6 6.5 0.7 476
通常 7.5 50.3 34.7 6.8 0.8 485

全国 (2008) 11.3 56.8 24.5 1.0 6.4 1,573
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4.2. 質問文と集計表

#7.18e 幸福になるか

問 21 ひとびとは幸福になると思いますか、不幸になると思いますか？
　 1. 幸福に
　 2. 不幸に
　 3. 変わらない　　　　　　　　　　 4. その他

1 2 3 4
幸 不 変 そ D. N
福 幸 わ の K.
に に ら 他

な
い

全体 6.9 23.0 54.9 14.1 1.2 961
(1.0) (1.8) (1.9) (1.3) (0.4)

立川市 8.8 23.9 52.4 14.0 0.9 494
(1.6) (2.8) (2.5) (2.1) (0.6)

小平市 4.9 22.0 57.4 14.2 1.5 467
(1.1) (2.3) (2.9) (1.6) (0.6)

男性 8.1 24.3 55.5 11.8 0.3 448
女性 5.7 21.3 55.0 16.6 1.4 508

20歳代 17.7 19.8 52.2 9.6 0.8 99
30歳代 3.2 18.3 66.6 11.9 – 147
40歳代 6.9 23.3 55.0 13.6 1.2 182
50歳代 4.6 23.6 51.5 19.4 1.1 155
60歳代 4.9 28.4 47.6 18.0 1.2 182
70歳代 4.2 25.0 56.2 13.4 1.1 189

小学校 2.0 68.9 17.5 11.6 – 7
新制中学 13.1 17.2 57.7 8.4 3.6 49
新制高校 5.7 25.5 53.4 14.9 0.4 332

大学、短大、高専 7.0 21.7 56.2 14.1 0.9 564

農林水産業 6.0 30.6 53.7 9.6 – 9
自営の商工業 4.2 29.7 38.3 25.7 2.0 60
専門、自由業 6.1 22.6 60.3 9.4 1.6 123

管理職 4.2 19.1 58.1 18.3 0.3 68
事務系の勤め人 7.6 23.0 55.6 12.0 1.9 163
作業系の勤め人 11.7 24.1 53.5 9.9 0.8 109

主婦 7.1 19.2 57.3 16.2 0.2 193
学生、無職 9.1 18.8 58.6 13.5 – 85

未婚 7.9 25.9 51.7 12.9 1.5 195
死別 5.9 28.8 54.1 11.1 – 64
離別 9.7 22.2 42.4 25.7 – 48
既婚 6.5 21.9 57.0 13.9 0.7 642

小文字 4.4 23.9 56.2 14.3 1.3 476
通常 9.5 22.0 53.5 13.9 1.1 485

全国 (2008) 21.3 24.5 36.3 1.8 16.0 1,573
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第 4章 集計表

#2.4 くらし方

問 22 人のくらし方には、いろいろあるでしょうが、つぎにあげるもののうちで、どれが一番、
あなた自身の気持に近いものですか？
　 1. 一生けんめい働き、金持ちになること
　 2. まじめに勉強して、名をあげること
　 3. 金や名誉を考えずに、自分の趣味にあったくらし方をすること
　 4. その日その日を、のんきにクヨクヨしないでくらすこと
　 5. 世の中の正しくないことを押しのけて、どこまでも清く正しくくらすこと
　 6. 自分の一身のことを考えずに、社会のためにすべてを捧げてくらすこと
　 7. その他

1 2 3 4 5 6 7
金 　名 趣 の 　清 　社 そ D. N
持 あを 味 ん 正く つ会 の K.
ち げ　 き し　 くに 他

る　 に く　 す　
全体 11.2 2.3 38.6 23.7 3.7 1.8 17.5 1.2 961

(1.1) (0.6) (2.0) (1.9) (0.7) (0.5) (1.3) (0.5)

立川市 12.7 2.3 40.0 23.8 3.9 0.6 15.3 1.5 494
(1.4) (0.9) (2.8) (2.9) (0.9) (0.3) (1.6) (0.8)

小平市 9.7 2.3 37.2 23.5 3.5 3.0 19.8 0.9 467
(1.6) (0.8) (2.8) (2.5) (0.9) (1.0) (2.0) (0.4)

男性 15.5 3.8 39.6 21.6 3.1 2.1 14.1 0.0 448
女性 6.9 0.8 38.2 26.0 4.3 1.1 21.3 1.4 508

20歳代 22.5 3.5 37.4 24.4 2.9 – 9.2 – 99
30歳代 12.4 4.0 37.5 15.0 5.7 2.9 22.4 – 147
40歳代 15.4 1.8 38.6 21.7 4.0 0.2 18.3 – 182
50歳代 7.2 3.3 39.8 23.6 3.0 2.9 18.7 1.5 155
60歳代 2.5 0.5 43.6 31.0 1.0 2.8 17.6 1.0 182
70歳代 5.2 – 35.5 32.0 5.2 0.7 18.6 2.8 189

小学校 29.7 – 2.0 29.1 – – – 39.1 7
新制中学 16.4 – 26.7 31.7 1.0 – 20.1 4.1 49
新制高校 11.8 0.2 35.5 26.2 4.3 1.7 19.3 1.0 332

大学、短大、高専 10.4 3.6 41.6 21.7 3.7 1.7 17.0 0.3 564

農林水産業 50.8 – 30.1 – – 9.5 9.6 – 9
自営の商工業 26.0 1.3 34.5 20.9 4.6 3.7 7.8 1.2 60
専門、自由業 14.1 5.5 39.4 21.3 4.3 2.1 12.1 1.3 123

管理職 13.0 6.7 43.8 23.8 – 2.1 10.6 – 68
事務系の勤め人 10.8 1.0 47.6 19.1 4.9 2.8 13.8 – 163
作業系の勤め人 15.6 – 39.1 20.2 4.0 – 20.3 0.8 109

主婦 3.8 0.1 32.6 34.1 4.8 0.2 22.5 1.9 193
学生、無職 9.7 4.3 37.6 27.6 4.7 – 16.1 – 85

未婚 13.5 4.4 46.4 22.0 3.0 0.6 10.2 – 195
死別 6.3 – 32.2 28.8 2.0 – 21.8 9.0 64
離別 5.4 – 43.4 21.4 9.6 2.1 18.3 – 48
既婚 11.3 2.0 36.6 23.9 3.7 2.1 19.7 0.8 642

小文字 12.9 2.6 38.0 21.1 3.6 1.8 18.5 1.4 476
通常 9.3 1.9 39.3 26.4 3.8 1.8 16.5 1.0 485

全国 (2008) 14.8 3.4 38.9 26.7 5.4 5.0 1.3 4.5 1,729
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4.2. 質問文と集計表

#2.10 幸福かためになることか

問 23 ２人の人が、つぎのような意見をのべました。あなたは、どちらの意見に賛成ですか？
　 1. 人間として生れてきたからには、自分がしあわせにくらすことが第一だ
　 2. 人間として生れてきたからには、なにか小さなことでも、世の中のためになることをしたい
　 3. その他

1 2 3
　し た世 そ D. N
　あ めの の K.
くわ に中 他
らせ なの
すに る　

全体 32.2 54.1 12.9 0.8 961
(1.8) (2.2) (1.4) (0.3)

立川市 34.1 54.5 10.5 0.8 494
(2.8) (3.0) (1.6) (0.3)

小平市 30.2 53.7 15.3 0.8 467
(2.2) (3.1) (2.1) (0.4)

男性 35.4 51.3 13.3 0.0 448
女性 28.7 57.3 12.7 1.3 508

20歳代 46.2 41.2 12.6 – 99
30歳代 34.6 51.9 13.5 – 147
40歳代 37.7 47.5 14.9 – 182
50歳代 25.9 59.3 13.8 1.1 155
60歳代 19.8 66.8 11.9 1.5 182
70歳代 24.6 63.1 10.3 2.0 189

小学校 68.9 31.1 – – 7
新制中学 32.2 52.4 10.2 5.2 49
新制高校 33.8 52.2 13.4 0.6 332

大学、短大、高専 31.1 55.6 13.0 0.3 564

農林水産業 50.8 49.2 – – 9
自営の商工業 31.2 55.0 13.8 – 60
専門、自由業 32.7 54.8 11.1 1.3 123

管理職 29.1 57.3 13.6 – 68
事務系の勤め人 37.7 52.7 9.6 – 163
作業系の勤め人 37.5 45.6 16.1 0.8 109

主婦 30.7 57.0 10.6 1.7 193
学生、無職 35.4 51.1 13.6 – 85

未婚 39.9 44.6 15.5 – 195
死別 27.6 58.3 10.5 3.6 64
離別 10.2 77.0 12.8 – 48
既婚 31.6 55.9 11.8 0.7 642

小文字 32.5 54.0 13.0 0.5 476
通常 31.9 54.2 12.8 1.1 485

全国 (2008) 34.5 62.9 0.5 2.1 1,729
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第 4章 集計表

幸福かためになることか　世間では
問 23-1 それでは世間では、どちらの意見に賛成する人の方が多いと思いますか？
　1.「人間として生れてきたからには、自分がしあわせにくらすことが第一だ」という人の方が多い
　 2.「人間として生れてきたからには、なにか小さなことでも、世の中のためになることをしたい」という人の方が多い
　 3. その他

1 2 3
　し 　世 そ D. N
のあ のの の K.
方わ 方中 他
がせ がの
多に 多た
い　 いめ

全体 52.9 38.0 8.4 0.7 961
(1.8) (1.8) (1.1) (0.3)

立川市 59.2 33.5 6.6 0.7 494
(2.5) (2.4) (1.3) (0.3)

小平市 46.6 42.4 10.2 0.8 467
(2.5) (2.7) (1.8) (0.4)

男性 60.2 32.3 7.4 0.0 448
女性 45.1 44.3 9.5 1.1 508

20歳代 55.1 38.5 6.4 – 99
30歳代 52.6 37.2 10.1 – 147
40歳代 53.4 42.7 3.9 – 182
50歳代 50.3 38.6 10.1 1.1 155
60歳代 55.4 33.3 10.0 1.3 182
70歳代 47.6 39.3 11.5 1.6 189

小学校 39.1 60.9 – – 7
新制中学 52.1 34.6 9.5 3.9 49
新制高校 57.6 35.4 6.4 0.5 332

大学、短大、高専 50.9 39.5 9.4 0.3 564

農林水産業 52.1 38.3 9.6 – 9
自営の商工業 50.0 35.3 14.7 – 60
専門、自由業 56.3 34.9 7.5 1.3 123

管理職 51.2 42.3 6.5 – 68
事務系の勤め人 57.1 38.0 5.0 – 163
作業系の勤め人 64.3 29.3 5.6 0.8 109

主婦 47.5 42.4 8.8 1.3 193
学生、無職 43.7 46.5 9.8 – 85

未婚 57.3 31.7 11.0 – 195
死別 52.2 35.0 10.2 2.6 64
離別 34.5 56.8 8.7 – 48
既婚 52.6 39.4 7.3 0.7 642

小文字 52.6 39.1 7.9 0.5 476
通常 53.3 36.8 8.9 1.0 485

全国 (2008) — — — — —
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4.2. 質問文と集計表

#2.11 好きなくらし方か人のためか

問 24 あなたは、つぎの２つの暮し方のうち、どちらに賛成ですか？
　 1. 人のためにはならなくても、自分の好きなことをしたい
　 2. 自分の好きなことかどうかはともかく、人のためになることをしたい
　 3. その他

1 2 3
好自 　人 そ D. N
き分 なの の K.
なの るた 他
こ　 こめ
と　 とに

全体 35.5 39.3 24.1 1.2 961
(2.1) (2.2) (1.3) (0.4)

立川市 36.6 38.1 24.1 1.2 494
(2.2) (2.4) (1.5) (0.6)

小平市 34.4 40.5 24.0 1.1 467
(3.5) (3.7) (2.2) (0.5)

男性 36.2 43.6 20.2 0.0 448
女性 34.7 35.5 27.8 2.0 508

20歳代 53.8 33.3 12.9 – 99
30歳代 40.3 38.5 21.2 – 147
40歳代 39.3 30.1 29.4 1.2 182
50歳代 25.6 47.4 26.0 1.1 155
60歳代 28.1 41.2 29.2 1.5 182
70歳代 19.3 52.5 25.1 3.1 189

小学校 47.7 52.3 – – 7
新制中学 24.1 46.9 23.2 5.8 49
新制高校 33.7 42.3 23.3 0.6 332

大学、短大、高専 37.5 37.2 24.5 0.8 564

農林水産業 3.0 91.9 5.1 – 9
自営の商工業 42.4 36.3 21.3 – 60
専門、自由業 40.3 38.7 19.7 1.3 123

管理職 23.3 54.8 21.9 – 68
事務系の勤め人 41.3 38.5 18.9 1.2 163
作業系の勤め人 39.1 38.7 21.4 0.8 109

主婦 33.3 36.7 27.5 2.4 193
学生、無職 38.8 36.4 24.8 – 85

未婚 52.7 25.7 20.6 1.0 195
死別 22.2 46.0 29.2 2.6 64
離別 16.5 42.6 38.4 2.5 48
既婚 32.4 43.5 23.4 0.7 642

小文字 38.9 39.8 20.6 0.7 476
通常 31.9 38.7 27.8 1.7 485

全国 (2008) 39.6 54.1 2.6 3.7 1,573
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第 4章 集計表

好きなくらし方か人のためか　世間では
問 24-1 それでは世間では、どちらの意見に賛成する人の方が多いと思いますか？
　 1. 「人のためにはならなくても、自分の好きなことをしたい」という人の方が多い
　 2.「自分の好きなことかどうかはともかく、人のためになることをしたい」という人の方が多い
　 3. その他

1 2 3
の好 の人 そ D. N
方き 方の の K.
がな がた 他
多こ 多め
いと いに

全体 58.1 25.3 15.5 1.0 961
(2.1) (1.8) (1.4) (0.4)

立川市 60.9 24.1 13.7 1.3 494
(2.8) (2.6) (1.4) (0.7)

小平市 55.3 26.6 17.4 0.8 467
(3.1) (2.6) (2.3) (0.4)

男性 59.5 26.3 14.2 0.0 448
女性 56.3 24.7 17.2 1.8 508

20歳代 57.3 32.6 10.1 – 99
30歳代 56.6 26.2 17.3 – 147
40歳代 57.8 27.6 13.4 1.2 182
50歳代 60.1 24.4 14.4 1.1 155
60歳代 60.0 19.3 19.4 1.3 182
70歳代 56.5 20.8 20.4 2.4 189

小学校 71.9 28.1 – – 7
新制中学 56.4 27.5 12.2 3.9 49
新制高校 66.5 18.0 14.7 0.8 332

大学、短大、高専 53.8 29.1 16.5 0.6 564

農林水産業 71.5 13.7 14.8 – 9
自営の商工業 58.3 25.2 16.4 – 60
専門、自由業 59.4 24.4 14.9 1.3 123

管理職 52.6 34.4 12.9 – 68
事務系の勤め人 54.3 33.8 10.8 1.2 163
作業系の勤め人 71.5 16.7 11.0 0.8 109

主婦 61.0 22.6 14.6 1.8 193
学生、無職 50.4 32.0 17.7 – 85

未婚 56.2 27.3 15.6 1.0 195
死別 60.7 19.0 17.7 2.6 64
離別 45.9 24.7 29.4 – 48
既婚 59.4 25.2 14.6 0.8 642

小文字 61.5 24.1 13.9 0.5 476
通常 54.5 26.6 17.3 1.7 485

全国 (2008) — — — — —

74



4.2. 質問文と集計表

#2.12b スキがあれば利用されるか

問 25 他人は、スキがあれば、あなたを利用しようとしていると思いますか、それとも、そんな
ことはないと思いますか？
　 1. 利用しようとしていると思う
　 2. そんなことはないと思う
　 3. その他

1 2 3
と利 　そ そ D. N
し用 　ん の K.
てし はな 他
いよ なこ
るう いと

全体 28.6 59.6 10.9 0.9 961
(1.9) (1.8) (1.0) (0.3)

立川市 27.9 62.6 8.6 0.9 494
(2.7) (2.7) (1.5) (0.4)

小平市 29.3 56.7 13.1 0.8 467
(2.6) (2.4) (1.3) (0.4)

男性 30.9 57.6 11.3 0.3 448
女性 26.3 61.9 10.7 1.2 508

20歳代 34.9 55.4 9.7 – 99
30歳代 36.2 54.3 9.5 – 147
40歳代 32.2 56.3 11.5 – 182
50歳代 21.6 67.3 10.0 1.1 155
60歳代 21.2 62.9 14.6 1.3 182
70歳代 20.7 66.1 10.3 2.9 189

小学校 12.4 76.0 11.6 – 7
新制中学 31.3 54.8 6.8 7.2 49
新制高校 30.5 57.4 11.7 0.4 332

大学、短大、高専 27.7 61.1 10.8 0.3 564

農林水産業 29.7 70.3 – – 9
自営の商工業 34.4 46.0 17.5 2.0 60
専門、自由業 32.9 59.0 6.9 1.3 123

管理職 27.7 60.4 11.9 – 68
事務系の勤め人 31.3 61.5 7.2 – 163
作業系の勤め人 26.7 59.6 12.9 0.8 109

主婦 24.9 62.3 11.5 1.3 193
学生、無職 26.3 61.8 11.9 – 85

未婚 32.6 55.6 11.5 0.2 195
死別 22.0 62.9 13.2 1.9 64
離別 30.6 55.9 13.5 – 48
既婚 27.7 61.1 10.5 0.7 642

小文字 30.4 57.4 11.6 0.6 476
通常 26.7 62.0 10.1 1.1 485

全国 (2008) 27.5 62.4 2.9 7.2 1,729

75



第 4章 集計表

#2.12c 人は信頼できるか

問 26 たいていの人は信頼できると思いますか、それとも、用心するにこしたことはないと思い
ますか？
　 1. 信頼できると思う
　 2. 用心するにこしたことはないと思う
　 3. その他

1 2 3
信 用 そ D. N
頼 心 の K.
で す 他
き る
る

全体 32.4 59.7 7.3 0.7 961
(2.0) (2.2) (0.8) (0.2)

立川市 33.8 58.2 7.5 0.6 494
(2.7) (3.2) (1.1) (0.3)

小平市 30.9 61.2 7.1 0.8 467
(3.1) (3.0) (1.1) (0.4)

男性 33.6 59.6 6.8 0.0 448
女性 30.9 60.2 7.9 1.0 508

20歳代 32.8 62.2 5.0 – 99
30歳代 34.4 61.5 4.2 – 147
40歳代 36.2 53.4 10.3 – 182
50歳代 31.0 58.9 9.1 1.1 155
60歳代 31.1 59.7 8.2 1.0 182
70歳代 24.9 66.1 7.4 1.6 189

小学校 60.3 23.0 16.7 – 7
新制中学 14.2 78.6 4.9 2.2 49
新制高校 24.9 68.8 5.7 0.5 332

大学、短大、高専 37.5 54.2 8.1 0.3 564

農林水産業 88.8 11.2 – – 9
自営の商工業 16.4 73.5 10.1 – 60
専門、自由業 29.9 59.4 9.4 1.3 123

管理職 37.5 54.8 7.7 – 68
事務系の勤め人 42.7 50.3 7.0 – 163
作業系の勤め人 38.0 57.2 4.0 0.8 109

主婦 24.7 69.4 4.9 0.9 193
学生、無職 30.6 64.9 4.4 – 85

未婚 35.6 55.4 9.1 – 195
死別 32.4 61.3 3.7 2.6 64
離別 25.3 62.9 11.8 – 48
既婚 32.1 60.7 6.6 0.6 642

小文字 34.2 59.4 6.0 0.5 476
通常 30.4 60.1 8.7 0.9 485

全国 (2008) 30.2 63.6 1.9 4.3 1,729

76



4.2. 質問文と集計表

#2.12 他人のためか自分のためか

問 27 たいていの人は、他人の役にたとうとしていると思いますか、それとも、自分のことだけ
に気をくばっていると思いますか？
　 1. 他人の役にたとうとしている
　 2. 自分のことだけに気をくばっている
　 3. その他

1 2 3
他 　自 そ D. N
人 　分 の K.
の 　の 他
役 だこ
に けと

全体 34.1 47.4 16.9 1.6 961
(2.1) (2.0) (1.4) (0.5)

立川市 35.1 47.3 16.1 1.5 494
(2.9) (2.9) (1.8) (0.5)

小平市 33.1 47.5 17.7 1.8 467
(2.9) (2.8) (2.1) (0.8)

男性 33.4 48.8 16.7 1.1 448
女性 35.3 46.0 17.4 1.3 508

20歳代 40.0 46.0 11.8 2.2 99
30歳代 44.5 39.4 16.1 – 147
40歳代 27.7 54.2 17.6 0.5 182
50歳代 36.7 46.2 16.6 0.5 155
60歳代 26.9 50.8 20.3 2.0 182
70歳代 28.4 47.4 20.6 3.6 189

小学校 23.0 60.3 16.7 – 7
新制中学 42.1 32.0 20.6 5.4 49
新制高校 29.4 54.2 14.9 1.6 332

大学、短大、高専 36.6 44.8 17.9 0.7 564

農林水産業 64.2 30.6 5.1 – 9
自営の商工業 24.7 58.7 16.7 – 60
専門、自由業 41.0 45.6 12.5 0.8 123

管理職 29.9 44.1 26.1 – 68
事務系の勤め人 40.2 50.0 9.5 0.3 163
作業系の勤め人 31.9 53.2 13.7 1.2 109

主婦 33.0 44.6 21.2 1.2 193
学生、無職 31.5 46.5 22.1 – 85

未婚 36.0 49.5 14.5 – 195
死別 26.5 49.9 17.7 5.9 64
離別 32.1 48.8 16.8 2.2 48
既婚 34.2 46.8 17.8 1.2 642

小文字 32.4 49.7 16.0 1.9 476
通常 35.9 44.9 17.8 1.4 485

全国 (2008) 35.9 51.5 4.4 8.3 1,729
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第 4章 集計表

#1.1 性

問 28 あなたの性別は？
　 1. 男性
　 2. 女性

1 2
男 女 N
性 性

全体 50.6 49.4 956
(0.2) (0.2)

立川市 51.2 48.8 491
(0.3) (0.3)

小平市 50.0 50.0 465
(0.2) (0.2)

男性 100.0 – 448
女性 – 100.0 508

20歳代 46.4 53.6 99
30歳代 45.9 54.1 147
40歳代 62.4 37.6 182
50歳代 50.3 49.7 155
60歳代 50.5 49.5 181
70歳代 45.8 54.2 189

小学校 46.6 53.4 6
新制中学 57.5 42.5 49
新制高校 46.1 53.9 331

大学、短大、高専 52.9 47.1 564

農林水産業 48.6 51.4 9
自営の商工業 77.8 22.2 60
専門、自由業 44.7 55.3 123

管理職 94.6 5.4 68
事務系の勤め人 52.2 47.8 163
作業系の勤め人 82.4 17.6 108

主婦 – 100.0 193
学生、無職 62.9 37.1 85

未婚 50.5 49.5 195
死別 17.1 82.9 63
離別 43.8 56.2 48
既婚 53.5 46.5 642

小文字 50.5 49.5 472
通常 50.8 49.2 484

全国 (2008) 47.3 52.7 3,302
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4.2. 質問文と集計表

#1.2 年齢

問 29 あなたの年齢は？
　 1. 20代　　　　　　　　　　　　　 4. 50代
　 2. 30代　　　　　　　　　　　　　 5. 60代
　 3. 40代　　　　　　　　　　　　　 6. 70代

1 2 3 4 5 6
20 30 40 50 60 70 N
代 代 代 代 代 代

全体 15.8 20.4 19.9 14.9 16.7 12.3 954
(0.3) (0.1) (0.1) (0.1) (0.2) (0.1)

立川市 15.6 20.9 19.3 14.6 17.5 12.2 492
(0.6) (0.1) (0.1) (0.1) (0.2) (0.1)

小平市 16.1 19.9 20.4 15.3 15.9 12.4 462
(0.1) (0.1) (0.1) (0.1) (0.4) (0.2)

男性 14.5 18.5 24.5 14.8 16.6 11.1 447
女性 17.2 22.4 15.1 15.1 16.7 13.5 506

20歳代 100.0 – – – – – 99
30歳代 – 100.0 – – – – 147
40歳代 – – 100.0 – – – 182
50歳代 – – – 100.0 – – 155
60歳代 – – – – 100.0 – 182
70歳代 – – – – – 100.0 189

小学校 – 14.0 – – 20.4 65.6 6
新制中学 8.3 – 6.9 3.7 16.1 65.0 49
新制高校 9.0 12.7 20.1 18.1 23.7 16.4 330

大学、短大、高専 20.1 25.9 20.8 14.2 12.5 6.4 563

農林水産業 – 30.5 6.0 20.7 3.0 39.8 9
自営の商工業 10.0 1.0 20.3 22.5 29.2 16.9 60
専門、自由業 22.4 22.0 19.5 21.1 9.4 5.6 123

管理職 2.9 10.0 33.7 32.3 14.5 6.5 68
事務系の勤め人 16.7 36.1 23.3 12.1 8.7 3.2 163
作業系の勤め人 19.7 17.3 31.2 13.2 16.6 2.1 109

主婦 7.1 21.5 11.9 10.4 22.1 26.9 191
学生、無職 39.0 11.5 6.5 1.2 17.7 24.1 84

未婚 46.2 25.3 17.4 5.0 4.4 1.8 195
死別 – 6.0 – 6.6 36.3 51.1 62
離別 2.6 6.0 24.9 28.3 24.4 13.8 48
既婚 7.5 20.6 22.0 18.1 19.1 12.6 640

小文字 15.4 21.8 18.6 16.2 16.0 12.0 473
通常 16.2 18.8 21.3 13.6 17.4 12.7 481

全国 (2008) 10.7 16.1 16.4 22.1 21.2 13.5 3,302
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第 4章 集計表

#1.3 学歴

問 30 あなたが、最後にいらっしゃった学校はなんですか？
　 1. 小学校［学歴なしを含む］
　 2. 新制中学［旧制高等小学］
　 3. 新制高校［工（商）業高校］旧制中学校［中学校、工（商）業学校、（高等）女学校］
　 4. 大学、短大、高専［旧制高等学校、工（商）業専門、高等工（商）業］

1 2 3 4
小 中 高 大 D. N
学 学 校 学 K.

全体 0.8 3.8 32.6 61.9 0.9 961
(0.5) (0.7) (2.1) (2.2) (0.4)

立川市 1.0 4.9 34.8 58.2 1.0 494
(0.8) (1.3) (3.1) (3.2) (0.5)

小平市 0.6 2.6 30.3 65.6 0.8 467
(0.4) (0.7) (3.0) (3.0) (0.5)

男性 0.5 4.3 29.8 65.2 0.2 448
女性 0.6 3.3 35.8 59.5 0.9 508

20歳代 – 2.0 18.6 79.4 – 99
30歳代 0.4 – 20.4 79.3 – 147
40歳代 – 1.3 33.2 65.5 – 182
50歳代 – 0.9 39.6 59.5 – 155
60歳代 0.6 3.7 46.5 46.7 2.5 182
70歳代 2.7 20.0 43.7 32.4 1.2 189

小学校 100.0 – – – – 7
新制中学 – 100.0 – – – 49
新制高校 – – 100.0 – – 332

大学、短大、高専 – – – 100.0 – 564

農林水産業 19.4 20.4 41.7 18.5 – 9
自営の商工業 – 4.8 40.0 55.2 – 60
専門、自由業 – – 18.4 81.6 – 123

管理職 0.6 – 18.9 80.5 – 68
事務系の勤め人 0.5 – 18.8 80.7 – 163
作業系の勤め人 – 6.6 49.1 43.9 0.4 109

主婦 0.6 6.7 49.5 42.1 1.1 193
学生、無職 0.9 4.8 22.6 71.1 0.6 85

未婚 – 1.5 18.0 80.2 0.2 195
死別 11.8 3.4 46.5 32.7 5.7 64
離別 – – 60.2 39.8 – 48
既婚 0.3 4.3 35.1 59.9 0.3 642

小文字 1.4 1.6 31.4 64.6 1.1 476
通常 0.2 6.1 33.8 59.0 0.8 485

全国 (2008) 1.4 15.7 47.4 35.3 0.2 3,302
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4.2. 質問文と集計表

#1.4c 職業（新形式）

問 31 では、あなたのお仕事の種類は、つぎのどれに当たりますか？
　 1. 農林水産業
　 2. 自営の商工業
　 3. 専門、自由業（教員、医者など）
　 4. 管理職（課長以上）
　 5. 事務系の勤め人（ホワイトカラー）
　 6. 作業系の勤め人（ブルーカラー）
　 7. 主婦（専業主婦）
　 8. 学生、無職　　　　　　　　　　 9. その他

1 2 3 4 5 6 7 8 9
　農 　自 　専 管 　事 　作 主 学 そ D. N
水林 商営 自門 理 勤務 勤業 婦 生 の K.
産　 工の 由　 職 め系 め系 無 他
業　 業　 業　 人の 人の 職

全体 0.9 5.5 12.2 6.9 18.8 13.6 17.8 8.1 15.0 1.1 961
(0.4) (0.8) (1.3) (1.3) (1.4) (1.2) (1.3) (1.1) (1.4) (0.4)

立川市 1.3 5.9 12.9 5.3 20.6 12.9 16.6 7.5 15.4 1.6 494
(0.6) (1.2) (1.7) (1.4) (1.9) (1.4) (1.7) (1.6) (2.2) (0.6)

小平市 0.5 5.2 11.5 8.4 17.0 14.4 19.0 8.7 14.7 0.7 467
(0.4) (1.0) (2.0) (2.3) (2.0) (2.0) (1.9) (1.6) (1.7) (0.5)

男性 0.9 8.6 10.8 12.9 19.5 22.3 – 10.1 13.7 1.1 448
女性 1.0 2.5 13.7 0.8 18.3 4.9 36.3 6.1 15.9 0.5 508

20歳代 – 3.5 17.4 1.3 19.9 17.1 8.1 20.0 12.7 – 99
30歳代 1.4 0.3 13.3 3.4 33.6 11.7 18.8 4.6 12.0 1.0 147
40歳代 0.3 5.7 12.0 11.8 22.2 21.6 10.7 2.6 13.1 – 182
50歳代 1.3 8.4 17.3 15.0 15.3 12.1 12.5 0.7 17.4 – 155
60歳代 0.2 9.8 6.9 6.0 9.9 13.7 23.6 8.6 19.8 1.5 182
70歳代 3.0 7.7 5.6 3.7 4.9 2.3 39.0 15.9 15.3 2.7 189

小学校 21.2 – – 5.1 11.6 – 12.4 8.5 39.1 2.0 7
新制中学 4.9 7.1 – – – 24.1 31.6 10.3 15.8 6.2 49
新制高校 1.2 6.8 6.9 4.0 10.8 20.6 27.1 5.6 16.9 0.2 332

大学、短大、高専 0.3 4.9 16.0 8.9 24.5 9.7 12.1 9.3 13.9 0.4 564

農林水産業 100.0 – – – – – – – – – 9
自営の商工業 – 100.0 – – – – – – – – 60
専門、自由業 – – 100.0 – – – – – – – 123

管理職 – – – 100.0 – – – – – – 68
事務系の勤め人 – – – – 100.0 – – – – – 163
作業系の勤め人 – – – – – 100.0 – – – – 109

主婦 – – – – – – 100.0 – – – 193
学生、無職 – – – – – – – 100.0 – – 85

未婚 0.2 4.8 16.1 2.1 26.5 17.1 – 21.0 12.0 0.2 195
死別 3.4 3.2 11.8 – 5.5 7.4 36.2 7.5 21.6 3.3 64
離別 0.6 – 15.3 5.0 6.8 18.4 9.6 9.2 35.2 – 48
既婚 0.8 6.4 10.8 9.3 17.9 12.8 23.0 3.8 14.3 0.8 642

小文字 0.9 7.0 11.5 5.7 18.3 15.7 16.5 7.9 15.2 1.3 476
通常 0.9 4.0 12.9 8.1 19.3 11.4 19.2 8.3 14.9 0.9 485

全国 (2008) 3.8 10.6 7.0 5.0 15.5 25.0 18.0 13.3 1.9 – 3,302

81



第 4章 集計表

#1.2b 婚姻

問 32 あなたは結婚していらっしゃいますか？　つぎのどれに当たりますか？
　 1. 未婚
　 2. 死別
　 3. 離別
　 4. 既婚　　　　　　　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
未 死 離 既 そ D. N
婚 別 別 婚 の K.

他
全体 22.8 5.1 4.4 66.5 0.6 0.5 961

(1.6) (0.7) (0.7) (1.7) (0.3) (0.3)

立川市 24.7 6.0 4.0 64.0 1.0 0.3 494
(2.4) (1.0) (1.0) (2.5) (0.5) (0.2)

小平市 21.0 4.2 4.8 69.0 0.1 0.8 467
(2.1) (1.1) (1.1) (2.4) (0.1) (0.5)

男性 23.0 1.6 3.8 70.8 0.8 – 448
女性 23.0 8.1 5.0 63.2 0.4 0.3 508

20歳代 67.3 – 0.7 31.9 – – 99
30歳代 28.6 1.4 1.3 67.6 1.1 – 147
40歳代 20.2 – 5.6 74.2 – – 182
50歳代 7.6 2.1 8.4 81.4 0.5 – 155
60歳代 6.0 10.4 6.5 76.8 – 0.3 182
70歳代 3.3 19.9 5.0 68.5 2.3 1.0 189

小学校 – 72.7 – 27.3 – – 7
新制中学 9.3 4.6 – 75.9 7.4 2.8 49
新制高校 12.6 7.3 8.1 71.7 – 0.2 332

大学、短大、高専 29.6 2.7 2.8 64.4 0.5 – 564

農林水産業 6.0 19.4 3.0 60.9 10.7 – 9
自営の商工業 19.7 3.0 – 77.3 – – 60
専門、自由業 30.2 5.0 5.5 59.3 – – 123

管理職 7.1 – 3.2 89.7 – – 68
事務系の勤め人 32.2 1.5 1.6 63.6 1.1 – 163
作業系の勤め人 28.6 2.8 5.9 62.3 – 0.4 109

主婦 – 10.4 2.4 86.0 0.4 0.7 193
学生、無職 59.2 4.8 5.0 31.0 – – 85

未婚 100.0 – – – – – 195
死別 – 100.0 – – – – 64
離別 – – 100.0 – – – 48
既婚 – – – 100.0 – – 642

小文字 23.1 5.5 3.9 66.9 – 0.7 476
通常 22.6 4.8 5.0 66.1 1.2 0.4 485

全国 (2008) 14.8 5.6 4.3 75.0 – 0.2 3,302
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4.2. 質問文と集計表

住居形態
問 33 あなたのお住まいは、一戸建、長屋建、共同住宅のどれに当たりますか?
　 1. 一戸建
　 2. 長屋建
　 3. 共同住宅

1 2 3
一 長 共 D. N
戸 屋 同 K.
建 建 住

宅
全体 45.1 2.1 52.5 0.4 961

(3.8) (0.6) (4.1) (0.2)

立川市 47.3 2.8 49.5 0.4 494
(5.7) (1.1) (6.3) (0.3)

小平市 42.9 1.3 55.5 0.4 467
(5.2) (0.6) (5.2) (0.3)

男性 43.3 1.6 54.7 0.5 448
女性 47.6 1.4 51.0 – 508

20歳代 29.7 3.9 66.4 – 99
30歳代 32.5 2.3 64.7 0.6 147
40歳代 43.2 0.5 56.4 – 182
50歳代 51.4 0.7 47.9 – 155
60歳代 62.4 0.4 36.5 0.7 182
70歳代 59.5 1.5 39.0 – 189

小学校 12.4 39.1 48.4 – 7
新制中学 51.4 1.7 46.9 – 49
新制高校 44.9 1.4 53.7 – 332

大学、短大、高専 45.7 1.6 52.6 0.2 564

農林水産業 77.6 – 22.4 – 9
自営の商工業 59.3 1.2 39.5 – 60
専門、自由業 41.0 2.7 55.4 0.9 123

管理職 57.7 2.9 39.3 – 68
事務系の勤め人 42.9 0.6 56.5 – 163
作業系の勤め人 29.2 3.7 67.0 – 109

主婦 59.0 1.2 39.9 – 193
学生、無職 51.5 – 48.5 – 85

未婚 38.2 2.4 59.4 – 195
死別 54.8 7.9 37.3 – 64
離別 27.6 1.2 71.2 – 48
既婚 48.0 1.3 50.4 0.3 642

小文字 40.8 2.4 56.3 0.6 476
通常 49.7 1.7 48.4 0.2 485

全国 (2008) — — — — —
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第 4章 集計表

#1.22 世帯人員数

問 34 あなたの世帯には、全部で何人の方が住んでいらっしゃいますか？
　 1. １人　　　　　　　　　　　　　 4. ４人
　 2. ２人　　　　　　　　　　　　　 5. ５人
　 3. ３人　　　　　　　　　　　　　 6. ６人以上

1 2 3 4 5 6
１ ２ ３ ４ ５ ６ D. N
人 人 人 人 人 人 K.

以
上

全体 11.8 28.2 25.0 24.1 6.6 3.9 0.4 961
(1.4) (1.7) (1.8) (1.8) (1.1) (0.8) (0.2)

立川市 13.6 27.0 26.4 21.9 5.6 5.1 0.4 494
(2.2) (2.1) (2.6) (2.5) (1.4) (1.4) (0.3)

小平市 9.9 29.4 23.6 26.3 7.5 2.7 0.5 467
(1.6) (2.7) (2.5) (2.6) (1.7) (0.9) (0.3)

男性 11.9 27.9 24.9 24.9 5.9 3.8 0.5 448
女性 11.8 28.4 25.4 23.7 7.3 3.4 – 508

20歳代 16.4 20.3 26.5 22.5 7.1 7.1 – 99
30歳代 11.8 27.3 26.6 24.0 7.3 2.3 0.7 147
40歳代 11.8 15.6 18.8 45.8 7.9 0.2 – 182
50歳代 6.6 29.0 24.5 27.2 9.2 3.5 – 155
60歳代 8.0 33.7 35.9 13.6 3.3 4.8 0.7 182
70歳代 17.5 51.4 17.6 3.8 4.2 5.5 – 189

小学校 29.7 5.1 24.0 – 2.0 39.1 – 7
新制中学 12.2 44.5 13.3 16.4 2.3 11.3 – 49
新制高校 9.7 29.8 23.9 23.4 7.5 5.2 0.4 332

大学、短大、高専 12.6 26.6 26.3 25.6 6.5 2.4 – 564

農林水産業 25.4 13.7 – 14.6 25.3 20.9 – 9
自営の商工業 4.4 36.3 19.8 27.2 6.8 5.4 – 60
専門、自由業 19.0 24.9 26.5 18.9 7.6 3.2 – 123

管理職 4.0 23.0 21.7 46.1 5.2 – – 68
事務系の勤め人 10.0 24.0 31.7 26.1 4.7 3.5 – 163
作業系の勤め人 15.1 23.3 23.1 21.5 10.3 5.7 1.1 109

主婦 6.6 33.4 26.2 24.7 6.0 3.2 – 193
学生、無職 23.3 26.0 20.3 22.6 6.2 1.6 – 85

未婚 34.1 19.3 18.7 17.0 6.2 4.7 – 195
死別 42.1 23.1 16.6 3.7 2.4 12.1 – 64
離別 33.8 32.5 18.5 5.4 2.9 3.6 3.3 48
既婚 0.3 30.7 28.6 29.7 7.4 3.1 0.2 642

小文字 12.3 28.1 24.2 23.8 7.7 3.2 0.6 476
通常 11.2 28.3 25.8 24.5 5.4 4.7 0.2 485

全国 (2008) 7.5 25.6 23.7 21.7 12.0 9.4 0.0 3,302
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4.2. 質問文と集計表

#1.90* 調査協力理由

問 35 今回調査にご協力いただいた理由はどういったことでしょうか？
　 1. 役に立ちたいと思ったから
　 2. 内容が面白そうだと思ったから
　 3. 公的な研究機関が行う調査だから
　 4. 今までに、こういう調査に協力したことがほとんどなかったから
　 5. 特に断る理由もなかったから
　 6. その他

1 2 3 4 5 6
役 内 公 し今 断 そ D. N
に 容 的 たま る の K.
立 が な こで 理 他
ち 面 研 とに 由
た 白 究 が協 も
い そ 機 な力 な

う 関 い　 い
全体 14.5 2.1 21.3 6.4 47.9 7.5 0.4 961

(1.3) (0.7) (1.5) (1.0) (2.1) (1.3) (0.2)

立川市 13.0 2.5 21.6 7.2 47.8 7.4 0.4 494
(1.7) (0.8) (2.0) (1.4) (2.3) (1.9) (0.3)

小平市 16.0 1.8 21.0 5.6 47.9 7.5 0.4 467
(2.0) (1.1) (2.3) (1.5) (3.6) (1.8) (0.3)

男性 14.7 1.0 20.9 6.0 50.1 7.3 0.1 448
女性 14.6 3.4 22.1 6.8 45.8 7.0 0.4 508

20歳代 12.0 3.5 12.1 15.4 48.0 8.5 0.6 99
30歳代 10.2 2.9 12.7 7.9 56.6 9.7 – 147
40歳代 14.0 3.2 20.0 1.2 52.1 9.6 – 182
50歳代 23.9 1.5 25.3 4.4 39.2 5.7 – 155
60歳代 12.2 0.2 31.8 5.9 46.6 3.3 – 182
70歳代 18.5 1.0 30.7 4.0 40.1 4.5 1.1 189

小学校 23.2 – – 11.6 26.1 39.1 – 7
新制中学 10.9 – 18.8 9.8 57.1 3.5 – 49
新制高校 15.6 1.9 27.2 6.3 44.2 4.7 0.1 332

大学、短大、高専 14.2 2.5 18.9 6.2 49.4 8.5 0.2 564

農林水産業 36.2 – 37.8 – 26.0 – – 9
自営の商工業 20.5 1.2 20.3 5.9 39.9 12.2 – 60
専門、自由業 7.9 4.2 19.2 7.8 59.0 1.9 – 123

管理職 18.0 3.1 27.1 0.5 46.4 5.0 – 68
事務系の勤め人 11.3 4.5 21.1 5.4 47.6 10.1 – 163
作業系の勤め人 14.9 0.5 18.4 8.3 51.9 6.0 – 109

主婦 16.2 2.0 23.9 9.2 43.3 4.8 0.6 193
学生、無職 15.0 – 19.6 8.2 51.1 5.6 0.5 85

未婚 11.4 4.3 16.2 10.4 48.3 9.0 0.4 195
死別 12.2 – 27.2 1.3 44.5 12.1 2.7 64
離別 23.7 – 33.0 0.5 42.3 0.6 – 48
既婚 15.1 1.8 22.2 5.9 47.9 7.1 – 642

小文字 13.8 2.4 21.6 6.3 49.6 6.1 0.3 476
通常 15.3 1.9 21.0 6.5 46.0 8.9 0.5 485

全国 (2008) 16.4 2.7 23.7 9.8 43.4 2.7 1.4 3,302
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第 4章 集計表

#1.91 再協力の意向

問 36 仮にこういった調査がもう一度あるとしたら、あなたはどうしますか？
　 1. 必ず答えるようにしたい
　 2. なるべく答えるようにしたい
　 3. あまり答えたくない
　 4. 答えたくない　　　　　　　　　 5. その他

1 2 3 4 5
必 答な 答あ 答 そ D. N
ず える えま え の K.
答 るべ たり た 他
え よく く　 く
る う　 な　 な

に　 い　 い
全体 11.1 66.0 11.9 4.0 6.5 0.6 961

(1.3) (2.2) (1.4) (0.7) (1.3) (0.2)

立川市 11.5 67.1 11.3 3.4 5.8 0.9 494
(1.7) (3.6) (2.1) (1.0) (1.5) (0.4)

小平市 10.6 64.8 12.5 4.5 7.1 0.3 467
(1.8) (2.5) (1.9) (0.9) (2.1) (0.2)

男性 10.7 67.4 12.0 3.2 6.4 0.3 448
女性 11.6 65.0 12.0 4.9 6.0 0.5 508

20歳代 11.8 77.0 4.4 2.2 4.6 – 99
30歳代 6.7 66.1 14.3 1.3 11.2 0.3 147
40歳代 10.2 68.4 11.7 3.3 6.3 – 182
50歳代 16.1 65.5 8.0 5.5 4.9 – 155
60歳代 10.1 59.0 19.5 6.4 4.5 0.4 182
70歳代 14.4 60.1 13.0 6.4 3.6 2.6 189

小学校 2.0 47.3 11.6 – 39.1 – 7
新制中学 9.8 70.9 6.3 7.9 – 5.1 49
新制高校 10.4 68.2 11.2 5.0 4.8 0.2 332

大学、短大、高専 11.8 65.3 12.1 3.3 7.4 0.1 564

農林水産業 6.0 94.0 – – – – 9
自営の商工業 17.2 56.8 16.6 3.7 3.7 2.0 60
専門、自由業 9.5 75.6 7.5 3.6 3.8 – 123

管理職 10.2 81.3 3.5 0.5 4.6 – 68
事務系の勤め人 14.4 60.4 13.0 2.6 9.5 – 163
作業系の勤め人 10.4 68.8 10.8 2.7 7.0 0.4 109

主婦 7.7 65.9 15.2 6.9 3.3 1.0 193
学生、無職 10.5 69.8 11.8 3.4 4.0 0.5 85

未婚 14.9 67.6 8.1 2.9 6.6 – 195
死別 10.8 55.5 15.9 8.0 7.4 2.4 64
離別 20.4 58.2 8.5 9.6 3.3 – 48
既婚 9.3 67.0 13.2 3.8 6.4 0.3 642

小文字 10.3 64.4 16.3 4.1 4.3 0.6 476
通常 11.9 67.7 7.2 3.9 8.8 0.6 485

全国 (2008) 19.5 48.3 21.2 8.2 0.8 1.9 3,302
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第5章 調査票等送付物

この章では、対象者に送付した調査協力依頼状、調査説明書、調査票を掲載する。

• 調査協力依頼状： 調査協力の依頼状

– 活字： 活字原稿を印刷し、統計数理研究所長印を押印したもの

– 手書き： 手書き原稿を活版印刷し、統計数理研究所長印を押印したもの

• 調査説明書： 調査内容の説明書

– 調査方法： A4一枚に片面モノクロ印刷したもの

– 調査目的： A4一枚に両面カラー印刷したもの

• 調査票： A3一枚に両面印刷し、二つ折した調査票

– 通常：回答選択肢「その他」の文字と回答選択肢の番号を、他の回答選択肢と同じ文字ポイ
ントで示したもの

– 小文字：回答選択肢「その他」の文字と回答選択肢の番号を、他の回答選択肢よりも小さな
文字ポイントで示したもの
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第 5章 調査票等送付物

5.1 調査協力依頼状

（印影加工済）
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5.1. 調査協力依頼状

（印影加工済）
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第 5章 調査票等送付物

5.2 調査説明書
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5.2. 調査説明書

調
査
は
以
下
の
内
容
に
よ
り
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
安
心
く
だ
さ
い
。

お
送
り
し
ま
し
た
宛
名
の
方
が
現
在
お
住
ま
い
で
な
い
場
合
に
は
、

お
手
数
で
す
が
そ
の
旨
を
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

調
査
の
対
象
者
は

多
摩
地
域
の
う
ち
、今
回
は
立
川
市
・
小
平
市
に

お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
80
歳
未
満
の
方
2,
00
0

名
を
、住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
（
ラ
ン
ダ
ム
）

に
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
は

回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、本
年
6
月
頃
に
統
計
数
理
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
い
て

公
表
い
た
し
ま
す
。

お
送
り
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
厳
重
に
管
理
し
、
学
問
的
研
究
に
の
み
使
用
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
様
の
個
人
情
報
や
個
々
の
回
答
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

※
 住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
と
調
査
票
の
発
送
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
取
得
済
み
の
専
門

調
査
会
社
で
あ
る「
株
式
会
社
サ
ー
ベ
イ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
」に
委
託
し
て
お
り
ま
す
。

調
査
で
は

以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
お
う
か
が
い
し
て
い
ま
す
。

生
活
水
準
は
ど
う
か
？

将
来
の
見
通
し
は
ど
う
か
？

満
足
し
て
い
る
点
は
何
か
？

不
安
に
思
う
点
は
何
か
？
　
　

あ
な
た
様
の
ご
回
答
は
、多
摩
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
の
貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
、

他
の
方
の
ご
回
答
と
と
も
に
集
計
し
、全
国
と
比
較
す
る
こ
と
で

「
多
摩
地
域
の
特
徴
」や
「
お
住
ま
い
の
市
の
特
徴
」を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は

   
平
成
24
年
 ２
月
2
0
日（
月
）

ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

問
：
  あ
な
た
の
生
活
水
準
は
、
こ
の
10
年
間
で
ど
う
変
わ
り
ま
し
た
か
？

ご
不
明
な
点
は
、下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

統
計
数
理
研
究
所
（
〒
19
0-
85
62
 東
京
都
立
川
市
緑
町
10
-3
）

「
多
摩
地
域
 住
民
意
識
調
査
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

担
当
 土
屋
 隆
裕
／
電
話
 0
50
-5
53
3-
85
60
（
研
究
室
直
通
）

※
月
～
金
 9
:0
0～
17
:0
0

ht
tp
://
w
w
w
.is
m
.a
c.
jp
/s
ur
ve
y/
in
de
x_
j.h
tm
l

※
 グ
ラ
フ
は
、見
本
で
す
。

よ
く
な
っ
た
や
や
よ
く
な
っ
た

わ
る
く
な
っ
た

上
記
期
日
ま
で
に
ご
返
送
い
た
だ
き
ま
し
た
方
に
は
、

謝
礼
と
い
た
し
ま
し
て
些
少
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

「
Q
U
O
カ
ー
ド（
50
0
円
分
）」
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

「
多
摩
地
域
 住
民
意
識
調
査
」
ご
協
力
の
お
願
い

統
計
数
理
研
究
所
で
は
、

日
本
の
各
地
域
の
地
域
性
や
市
民
性
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、

こ
れ
か
ら
の
学
問
的
研
究
に
活
か
し
て
い
く
た
め
に

「
住
民
意
識
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
封
の
調
査
票
で
、あ
な
た
様
の
率
直
な
お
考
え
を

ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

調
査
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

統
計
数
理
研
究
所
は
、

確
率
・
統
計
の
理
論
と
応
用
を
研
究
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
、

「
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
」
と
い
う
公
の
研
究
所
で
す
。

調
査
方
法
の
研
究
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
調
査
結
果
は
全
国
の

大
学
・
研
究
機
関
や
民
間
研
究
所
等
と
の
連
携
・
協
力

に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
の
た
め
に
も
活
か
さ

れ
ま
す
。

明
ら
か
に
し
、

多
摩
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
の

も
の
の
見
方
や
考
え
方
を

よ
り
正
確
に
知
る
た
め
に
、

あ
な
た
様
の
ご
協
力
が

ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

h
tt
p
:/
/w

w
w
.i
s
m

.a
c
.j
p
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第 5章 調査票等送付物

5.3 調査票
5.3.1 通常

問
1

1 
 ５
年
未
満

2 
 ５
年
以
上
１
０
年
未
満

3 
 １
０
年
以
上
２
０
年
未
満

4 
 ２
０
年
以
上

あ
な
た
は
、
現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
住
ん
で
何

年
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
2

1 
 住
み
続
け
た
い

2 
 で
き
れ
ば
住
み
続
け
た
い

3 
 で
き
れ
ば
他
の
市
町
村
に
移
り
た
い

4 
 他
の
市
町
村
に
移
り
た
い

あ
な
た
は
、
現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
こ
れ
か
ら

も
住
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
3

あ
な
た
が
お
住
ま
い
の
地
域
は
、
近
隣
地
域
と
比
べ

た
と
き
、以
下
の
こ
と
が
ら
が
当
て
は
ま
り
ま
す
か
、

そ
れ
と
も
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
か
？
（
○
は
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
ず
つ
）

問
4

1 
 満
足

2 
 や
や
満
足

3 
 や
や
不
満

4 
 不
満

あ
な
た
は
、
自
分
の
暮
し
向
き
に
満
足
し
て
い
ま
す

か
、そ
れ
と
も
、不
満
が
あ
り
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
5

1 
 満
足

2 
 や
や
満
足

3 
 や
や
不
満

4 
 不
満

あ
な
た
は
、「
社
会
」に
対
し
て
満
足
し
て
い
ま
す
か
、

そ
れ
と
も
、
不
満
が
あ
り
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
6

1 
 満
足

2 
 や
や
満
足

3 
 や
や
不
満

4 
 不
満

で
は
、「
仕
事
や
職
場
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

（
○
は
一
つ
）

問
7

1 
 満
足

2 
 や
や
満
足

3 
 や
や
不
満

4 
 不
満

で
は
、「
家
庭
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？
（
○

は
一
つ
）

問
8

1 
 満
足

2 
 や
や
満
足

3 
 や
や
不
満

4 
 不
満

で
は
、「
余
暇
（
レ
ジ
ャ
ー
）
の
過
ご
し
方
」
に
つ

い
て
は
ど
う
で
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
9

1 
 満
足

2 
 や
や
満
足

3 
 や
や
不
満

4 
 不
満

で
は
、「
自
分
の
健
康
状
態
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で

す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
10

1 
 満
足

2 
 や
や
満
足

3 
 や
や
不
満

4 
 不
満

で
は
、「
自
分
の
生
活
全
体
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で

す
か
？
（
○
は
一
つ
）

自
然
が
多
い

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

物
価
が
安
い

交
通
の
便
が
良
い

治
安
が
良
い

騒
音
が
少
な
い

自
然
災
害
の
不
安
が
少
な
い

商
業
施
設
が
充
実
し
て
い
る

多
摩
地
域
 住
民
意
識
調
査

平
成
2
4
年
1
月

・
ご
回
答
は
、
当
て
は
ま
る
数
字
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
ご
記
入
の
終
わ
っ
た
調
査
票
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

　
２
月
2
0
日
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。 5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

次
に
あ
な
た
ご
自
身
の
満
足
感
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す

は
じ
め
に
現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す

当
て

は
ま
る

や
や
当
て

は
ま
る
あ
ま
り
当
て

は
ま
ら
な
い
当
て
は
ま

ら
な
い

そ
の
他
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5.3. 調査票

問
19

1 
 ふ
え
る

2 
 へ
る

3 
 変
わ
ら
な
い

人
間
の
自
由
は
、
ふ
え
る
と
思
い
ま
す
か
、
へ
る
と

思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
20

1 
 豊
か
に

2 
 貧
し
く

3 
 変
わ
ら
な
い

ひ
と
び
と
の
生
活
は
、豊
か
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
、

貧
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
21

1 
 幸
福
に

2 
 不
幸
に

3 
 変
わ
ら
な
い

ひ
と
び
と
は
幸
福
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
、
不
幸
に

な
る
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
23

1 
 人
間
と
し
て
生
れ
て
き
た
か
ら
に
は
、
自
分
が
し
あ
わ
せ
に

  
  
く
ら
す
こ
と
が
第
一
だ

2 
 人
間
と
し
て
生
れ
て
き
た
か
ら
に
は
、
な
に
か
小
さ
な
こ
と

  
  
で
も
、
世
の
中
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い

3 
 そ
の
他

２
人
の
人
が
、つ
ぎ
の
よ
う
な
意
見
を
の
べ
ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
ど
ち
ら
の
意
見
に
賛
成
で
す
か
？
（
○

は
一
つ
）

問
23
- 1 1 
 「
人
間
と
し
て
生
れ
て
き
た
か
ら
に
は
、
自
分
が
し
あ
わ
せ
に
く
ら
す

   
 こ
と
が
第
一
だ
」
と
い
う
人
の
方
が
多
い

2 
 「
人
間
と
し
て
生
れ
て
き
た
か
ら
に
は
、
な
に
か
小
さ
な
こ
と
で
も
、

   
 世
の
中
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
い
う
人
の
方
が
多
い

3 
 そ
の
他

そ
れ
で
は
世
間
で
は
、
ど
ち
ら
の
意
見
に
賛
成
す
る

人
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
24

あ
な
た
は
、
つ
ぎ
の
２
つ
の
暮
し
方
の
う
ち
、
ど
ち

ら
に
賛
成
で
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

1 
 人
の
た
め
に
は
な
ら
な
く
て
も
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
た
い

2 
 自
分
の
好
き
な
こ
と
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
人
の
た
め
に

  
  
な
る
こ
と
を
し
た
い

3 
 そ
の
他

問
24
- 1
そ
れ
で
は
世
間
で
は
、
ど
ち
ら
の
意
見
に
賛
成
す
る

人
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

1 
 「
人
の
た
め
に
は
な
ら
な
く
て
も
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

  
  
し
た
い
」
と
い
う
人
の
方
が
多
い

2 
 「
自
分
の
好
き
な
こ
と
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
人
の
た
め

  
  
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
い
う
人
の
方
が
多
い

3 
 そ
の
他

問
25

1 
 利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
う

2 
 そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
思
う

3 
 そ
の
他

他
人
は
、
ス
キ
が
あ
れ
ば
、
あ
な
た
を
利
用
し
よ
う

と
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
18

1 
 ま
す

2 
 へ
る

3 
 変
わ
ら
な
い

で
は
、
心
の
や
す
ら
か
さ
は
、
ま
す
と
思
い
ま
す
か
、

へ
る
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

裏
へ
続
き
ま
す

4 
 そ
の
他

4 
 そ
の
他

4 
 そ
の
他

4 
 そ
の
他

問
17

1 
 よ
く
な
る

2 
 わ
る
く
な
る

3 
 変
わ
ら
な
い

こ
れ
か
ら
先
、
人
間
の
健
康
の
面
は
よ
く
な
っ
て
ゆ

く
と
思
い
ま
す
か
、
わ
る
く
な
る
と
思
い
ま
す
か
？

（
○
は
一
つ
）

4 
 そ
の
他

問
22

4 
 そ
の
日
そ
の
日
を
、
の
ん
き
に
ク
ヨ
ク
ヨ
し
な
い
で
く
ら
す

　
 こ
と

5 
 世
の
中
の
正
し
く
な
い
こ
と
を
押
し
の
け
て
、
ど
こ
ま
で
も

　
 清
く
正
し
く
く
ら
す
こ
と

6 
 自
分
の
一
身
の
こ
と
を
考
え
ず
に
、
社
会
の
た
め
に
す
べ
て

　
 を
捧
げ
て
く
ら
す
こ
と

7 
 そ
の
他

1 
 一
生
け
ん
め
い
働
き
、
金
持
ち
に
な
る
こ
と

2 
 ま
じ
め
に
勉
強
し
て
、
名
を
あ
げ
る
こ
と

3 
 金
や
名
誉
を
考
え
ず
に
、
自
分
の
趣
味
に
あ
っ
た
く
ら
し
方

　
 を
す
る
こ
と

人
の
く
ら
し
方
に
は
、い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

つ
ぎ
に
あ
げ
る
も
の
の
う
ち
で
、
ど
れ
が
一
番
、
あ

な
た
自
身
の
気
持
に
近
い
も
の
で
す
か
？
（
○
は

一
つ
）

問
26

1 
 信
頼
で
き
る
と
思
う

2 
 用
心
す
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
う

3 
 そ
の
他

た
い
て
い
の
人
は
信
頼
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
、
そ

れ
と
も
、
用
心
す
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
い

ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

将
来
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
な
た
ご
自
身
の

お
考
え
を
お
う
か
が
い
し
ま
す

問
11
- 2 1 
 非
常
に
感
じ
る

2 
 か
な
り
感
じ
る

3 
 少
し
は
感
じ
る

4 
 ま
っ
た
く
感
じ
な
い

で
は
，「
街
で
の
暴
力
」
に
つ
い
て
は
，
ど
の
程
度

で
し
ょ
う
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
11
- 3 1 
 非
常
に
感
じ
る

2 
 か
な
り
感
じ
る

3 
 少
し
は
感
じ
る

4 
 ま
っ
た
く
感
じ
な
い

で
は
，「
交
通
事
故
」
に
つ
い
て
は
，
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
11
- 4 1 
 非
常
に
感
じ
る

2 
 か
な
り
感
じ
る

3 
 少
し
は
感
じ
る

4 
 ま
っ
た
く
感
じ
な
い

で
は
，「
失
業
」
に
つ
い
て
は
，
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

（
○
は
一
つ
）

問
11
- 5 1 
 非
常
に
感
じ
る

2 
 か
な
り
感
じ
る

3 
 少
し
は
感
じ
る

4 
 ま
っ
た
く
感
じ
な
い

で
は
，「
原
子
力
施
設
の
事
故
」
に
つ
い
て
は
，
ど

う
で
し
ょ
う
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
11
- 6 1 
 非
常
に
感
じ
る

2 
 か
な
り
感
じ
る

3 
 少
し
は
感
じ
る

4 
 ま
っ
た
く
感
じ
な
い

で
は
，「
最
近
の
生
活
の
中
で
の
経
済
面
の
不
安
」

に
つ
い
て
は
，
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
（
○
は
一
つ
）

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

問
11
- 1 1 
 非
常
に
感
じ
る

2 
 か
な
り
感
じ
る

3 
 少
し
は
感
じ
る

4 
 ま
っ
た
く
感
じ
な
い

ま
ず
、「
重
い
病
気
」
の
不
安
は
、
ど
の
程
度
で
し
ょ

う
か
？
（
○
は
一
つ
）

5 
 そ
の
他

あ
な
た
は
、
自
分
自
身
の
こ
と
や
ご
家
族
の
こ
と
で
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
危
険
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

問
12

あ
な
た
は
、
こ
こ
1
ヶ
月
の
間
に
つ
ぎ
に
あ
げ
る

も
の
に
悩
み
ま
し
た
か
？
（
○
は
一
つ
ず
つ
）

問
15

1 
 上

2 
 中
の
上

3 
 中
の
中

4 
 中
の
下

5 
 下か
り
に
現
在
の
日
本
の
社
会
全
体
を
、
こ
の
表
に
か

い
て
あ
る
よ
う
に
５
つ
の
層
に
分
け
る
と
す
れ
ば
、

お
宅
は
、
こ
の
ど
れ
に
入
る
と
思
い
ま
す
か
？
（
○

は
一
つ
）

6 
 そ
の
他

問
16

1 
 公
平
だ

2 
 だ
い
た
い
公
平
だ

3 
 あ
ま
り
公
平
で
な
い

4 
 公
平
で
な
い

一
般
的
に
言
っ
て
、
今
の
日
本
の
社
会
は
公
平
だ
と

思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
気
持
は
、
つ
ぎ
の
う
ち
の

ど
れ
に
近
い
で
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

5 
 そ
の
他

1 
 よ
く
な
っ
た

2 
 や
や
よ
く
な
っ
た

3 
 変
ら
な
い

4 
 や
や
わ
る
く
な
っ
た

5 
 わ
る
く
な
っ
た

問
13

あ
な
た
の
生
活
水
準
は
、
こ
の
1
0
年
間
で
ど
う
変

り
ま
し
た
か
？
（
○
は
一
つ
）

6 
 そ
の
他

悩
ん
だ
こ
と

あ
り

悩
ん
だ
こ
と

な
し

1
頭
痛
、
偏
頭
痛

2

1
腰
の
痛
み

2

1
い
ら
い
ら

2

1
ゆ
う
う
つ
に
な
る
、

気
が
ふ
さ
ぐ

2

そ
の
他

3 3 3 3

1
不
眠
症

2
3

1 
 か
な
り
よ
い
給
料
が
も
ら
え
る
こ
と

2 
 倒
産
や
失
業
の
恐
れ
が
な
い
仕
事

3 
 気
の
合
っ
た
人
た
ち
と
働
く
こ
と

4 
 や
り
と
げ
た
と
い
う
感
じ
が
も
て
る
仕
事

5 
 そ
の
他

問
14

こ
こ
に
仕
事
に
つ
い
て
、
ふ
だ
ん
話
題
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
は
、
ど
れ
に
１
番
関
心
が
あ

り
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

最
近
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す
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第 5章 調査票等送付物

問
36

仮
に
こ
う
い
っ
た
調
査
が
も
う
一
度
あ
る
と
し
た

ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
28

1 
 男
性

あ
な
た
の
性
別
は
？
（
○
は
一
つ
）

問
37

（
　
　
　
）
月
　（
　
　
　
）
日
　
午
前
・
午
後
（
　
　
　
）
時
頃

こ
の
調
査
票
へ
の
ご
記
入
日
時
は
？

問
38

（
　
　
　
）
分
く
ら
い

ご
記
入
い
た
だ
く
の
に
か
か
っ
た
時
間
は
？

問
29

あ
な
た
の
年
齢
は
？
（
○
は
一
つ
）

問
33

あ
な
た
の
お
住
ま
い
は
、
一
戸
建
、
長
屋
建
、
共
同

住
宅
の
ど
れ
に
当
た
り
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
34

1 
 １
人

2 
 ２
人

3 
 ３
人

4 
 ４
人

5 
 ５
人

6 
 ６
人
以
上

あ
な
た
の
世
帯
に
は
、
全
部
で
何
人
の
方
が
住
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

（
世
帯
に
３
ヶ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
住
ん
で
い
る
か
、住
む
こ
と
に
な
っ

て
い
る
人
の
数
。
単
身
の
住
み
込
み
の
雇
人
も
含
む
。
間
借
り
や
下
宿

し
て
い
る
単
身
者
は
、
一
人
世
帯
と
し
て
く
だ
さ
い
。）

1 
 一
戸
建

2 
 長
屋
建

（
長
屋
や
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
よ
う
に
、
住
宅
の
壁
を
共
通
に
し
て
二
つ
以
上
の
住
宅
を

  
  
  
  
  
  
  
 横
に
建
て
連
ね
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
外
へ
の
出
入
口
が
あ
る
も
の
）

3 
 共
同
住
宅

（
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、
１
棟
の
建
物
の
中
に
二
つ
以
上
の
住
宅

  
  
  
  
  
  
  
  
  
が
あ
り
、
廊
下
や
階
段
を
共
通
に
し
た
り
、
住
宅
を
重
ね
て
建
て
た
も
の
）

最
後
に
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て
何
か
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

1 
 必
ず
答
え
る
よ
う
に
し
た
い

2 
 な
る
べ
く
答
え
る
よ
う
に
し
た
い

3 
 あ
ま
り
答
え
た
く
な
い

4 
 答
え
た
く
な
い

問
32

あ
な
た
は
結
婚
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
　
つ

ぎ
の
ど
れ
に
当
た
り
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

1 
 未
婚

2 
 死
別

3 
 離
別

4 
 既
婚

問
31

で
は
、
あ
な
た
の
お
仕
事
の
種
類
は
、
つ
ぎ
の
ど
れ

に
当
た
り
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

1 
 農
林
水
産
業

2 
 自
営
の
商
工
業

3 
 専
門
、
自
由
業
（
教
員
、
医
者
な
ど
）

4 
 管
理
職
（
課
長
以
上
）

5 
 事
務
系
の
勤
め
人
（
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
）

6 
 作
業
系
の
勤
め
人
（
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
）

7 
 主
婦
（
専
業
主
婦
）

8 
 学
生
、
無
職

9 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

問
30

あ
な
た
が
、
最
後
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
学
校
は
な
ん

で
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

1 
 小
学
校
［学

歴な
しを

含む
］

2 
 新
制
中
学
［旧

制高
等小

学］

3 
 新
制
高
校
［工

（商
）業

高校
］ 旧
制中

学校
［中

学校
、工

（商
）業

学校
、（
高等

）女
学校

］

4 
 大
学
、
短
大
、
高
専
［旧

制高
等学

校、
工（

商）
業専

門、
高等

工（
商）

業］

1 
 2
0
代

2 
 3
0
代

2 
 女
性

3 
 4
0
代

4 
 5
0
代

5 
 6
0
代

6 
 7
0
代

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
35

1 
 役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
か
ら

2 
 内
容
が
面
白
そ
う
だ
と
思
っ
た
か
ら

3 
 公
的
な
研
究
機
関
が
行
う
調
査
だ
か
ら

4 
 今
ま
で
に
、
こ
う
い
う
調
査
に
協
力
し
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

　
 な
か
っ
た
か
ら

5 
 特
に
断
る
理
由
も
な
か
っ
た
か
ら

6 
 そ
の
他

今
回
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
理
由
は
ど
う
い
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
（
○
は
一
つ
）

5 
 そ
の
他

問
27

1 
 他
人
の
役
に
た
と
う
と
し
て
い
る

2 
 自
分
の
こ
と
だ
け
に
気
を
く
ば
っ
て
い
る

3 
 そ
の
他

た
い
て
い
の
人
は
、
他
人
の
役
に
た
と
う
と
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
、
自
分
の
こ
と
だ
け

に
気
を
く
ば
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は

一
つ
）

最
後
に
あ
な
た
ご
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す

ど
ち
ら
か
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い

5.3.2 小文字

問
1

1 
 ５
年
未
満

2 
 ５
年
以
上
１
０
年
未
満

3 
 １
０
年
以
上
２
０
年
未
満

4 
 ２
０
年
以
上

あ
な
た
は
、
現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
住
ん
で
何

年
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
2

1 
 住
み
続
け
た
い

2 
 で
き
れ
ば
住
み
続
け
た
い

3 
 で
き
れ
ば
他
の
市
町
村
に
移
り
た
い

4 
 他
の
市
町
村
に
移
り
た
い

あ
な
た
は
、
現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
こ
れ
か
ら

も
住
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
3

あ
な
た
が
お
住
ま
い
の
地
域
は
、
近
隣
地
域
と
比
べ

た
と
き
、以
下
の
こ
と
が
ら
が
当
て
は
ま
り
ま
す
か
、

そ
れ
と
も
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
か
？
（
○
は
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
ず
つ
）

問
4

1 
 満
足

2 
 や
や
満
足

3 
 や
や
不
満

4 
 不
満

あ
な
た
は
、
自
分
の
暮
し
向
き
に
満
足
し
て
い
ま
す

か
、そ
れ
と
も
、不
満
が
あ
り
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
5

1 
 満
足

2 
 や
や
満
足

3 
 や
や
不
満

4 
 不
満

あ
な
た
は
、「
社
会
」に
対
し
て
満
足
し
て
い
ま
す
か
、

そ
れ
と
も
、
不
満
が
あ
り
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
6

1 
 満
足

2 
 や
や
満
足

3 
 や
や
不
満

4 
 不
満

で
は
、「
仕
事
や
職
場
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

（
○
は
一
つ
）

問
7

1 
 満
足

2 
 や
や
満
足

3 
 や
や
不
満

4 
 不
満

で
は
、「
家
庭
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？
（
○

は
一
つ
）

問
8

1 
 満
足

2 
 や
や
満
足

3 
 や
や
不
満

4 
 不
満

で
は
、「
余
暇
（
レ
ジ
ャ
ー
）
の
過
ご
し
方
」
に
つ

い
て
は
ど
う
で
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
9

1 
 満
足

2 
 や
や
満
足

3 
 や
や
不
満

4 
 不
満

で
は
、「
自
分
の
健
康
状
態
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で

す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
10

1 
 満
足

2 
 や
や
満
足

3 
 や
や
不
満

4 
 不
満

で
は
、「
自
分
の
生
活
全
体
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で

す
か
？
（
○
は
一
つ
）

自
然
が
多
い

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

1
2

3
4

5

物
価
が
安
い

交
通
の
便
が
良
い

治
安
が
良
い

騒
音
が
少
な
い

自
然
災
害
の
不
安
が
少
な
い

商
業
施
設
が
充
実
し
て
い
る

多
摩
地
域
 住
民
意
識
調
査

平
成
2
4
年
1
月

・
ご
回
答
は
、
当
て
は
ま
る
数
字
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
ご
記
入
の
終
わ
っ
た
調
査
票
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

　
２
月
2
0
日
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。 5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

次
に
あ
な
た
ご
自
身
の
満
足
感
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す

は
じ
め
に
現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す

当
て

は
ま
る

や
や
当
て

は
ま
る
あ
ま
り
当
て

は
ま
ら
な
い
当
て
は
ま

ら
な
い

そ
の
他

94



5.3. 調査票

問
19

1 
 ふ
え
る

2 
 へ
る

3 
 変
わ
ら
な
い

人
間
の
自
由
は
、
ふ
え
る
と
思
い
ま
す
か
、
へ
る
と

思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
20

1 
 豊
か
に

2 
 貧
し
く

3 
 変
わ
ら
な
い

ひ
と
び
と
の
生
活
は
、豊
か
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
、

貧
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
21

1 
 幸
福
に

2 
 不
幸
に

3 
 変
わ
ら
な
い

ひ
と
び
と
は
幸
福
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
、
不
幸
に

な
る
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
23

1 
 人
間
と
し
て
生
れ
て
き
た
か
ら
に
は
、
自
分
が
し
あ
わ
せ
に

  
  
く
ら
す
こ
と
が
第
一
だ

2 
 人
間
と
し
て
生
れ
て
き
た
か
ら
に
は
、
な
に
か
小
さ
な
こ
と

  
  
で
も
、
世
の
中
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い

3 
  
そ
の
他

２
人
の
人
が
、つ
ぎ
の
よ
う
な
意
見
を
の
べ
ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
ど
ち
ら
の
意
見
に
賛
成
で
す
か
？
（
○

は
一
つ
）

問
23
- 1 1 
 「
人
間
と
し
て
生
れ
て
き
た
か
ら
に
は
、
自
分
が
し
あ
わ
せ
に

  
  
く
ら
す
こ
と
が
第
一
だ
」
と
い
う
人
の
方
が
多
い

2 
 「
人
間
と
し
て
生
れ
て
き
た
か
ら
に
は
、
な
に
か
小
さ
な
こ
と
で
も
、

   
 世
の
中
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
い
う
人
の
方
が
多
い

3 
  
そ
の
他

そ
れ
で
は
世
間
で
は
、
ど
ち
ら
の
意
見
に
賛
成
す
る

人
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
24

あ
な
た
は
、
つ
ぎ
の
２
つ
の
暮
し
方
の
う
ち
、
ど
ち

ら
に
賛
成
で
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

1 
 人
の
た
め
に
は
な
ら
な
く
て
も
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
た
い

2 
 自
分
の
好
き
な
こ
と
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
人
の
た
め
に

  
  
な
る
こ
と
を
し
た
い

3 
  
そ
の
他

問
24
- 1
そ
れ
で
は
世
間
で
は
、
ど
ち
ら
の
意
見
に
賛
成
す
る

人
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

1 
 「
人
の
た
め
に
は
な
ら
な
く
て
も
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

  
  
し
た
い
」
と
い
う
人
の
方
が
多
い

2 
 「
自
分
の
好
き
な
こ
と
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
人
の
た
め

  
  
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
い
う
人
の
方
が
多
い

3 
  
そ
の
他

問
25

1 
 利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
う

2 
 そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
思
う

3 
  
そ
の
他

他
人
は
、
ス
キ
が
あ
れ
ば
、
あ
な
た
を
利
用
し
よ
う

と
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
18

1 
 ま
す

2 
 へ
る

3 
 変
わ
ら
な
い

で
は
、
心
の
や
す
ら
か
さ
は
、
ま
す
と
思
い
ま
す
か
、

へ
る
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

裏
へ
続
き
ま
す

4 
 そ
の
他

4 
 そ
の
他

4 
 そ
の
他

4 
 そ
の
他

問
17

1 
 よ
く
な
る

2 
 わ
る
く
な
る

3 
 変
わ
ら
な
い

こ
れ
か
ら
先
、
人
間
の
健
康
の
面
は
よ
く
な
っ
て
ゆ

く
と
思
い
ま
す
か
、
わ
る
く
な
る
と
思
い
ま
す
か
？

（
○
は
一
つ
）

4 
 そ
の
他

問
22

4 
 そ
の
日
そ
の
日
を
、
の
ん
き
に
ク
ヨ
ク
ヨ
し
な
い
で
く
ら
す
こ
と

5 
 世
の
中
の
正
し
く
な
い
こ
と
を
押
し
の
け
て
、
ど
こ
ま
で
も
清
く
正
し
く
く
ら
す
こ
と

6 
 自
分
の
一
身
の
こ
と
を
考
え
ず
に
、
社
会
の
た
め
に
す
べ
て
を
捧
げ
て
く
ら
す
こ
と

7 
  
そ
の
他

1 
 一
生
け
ん
め
い
働
き
、
金
持
ち
に
な
る
こ
と

2 
 ま
じ
め
に
勉
強
し
て
、
名
を
あ
げ
る
こ
と

3 
 金
や
名
誉
を
考
え
ず
に
、
自
分
の
趣
味
に
あ
っ
た
く
ら
し
方
を
す
る
こ
と

人
の
く
ら
し
方
に
は
、い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

つ
ぎ
に
あ
げ
る
も
の
の
う
ち
で
、
ど
れ
が
一
番
、
あ

な
た
自
身
の
気
持
に
近
い
も
の
で
す
か
？
（
○
は

一
つ
）

問
26

1 
 信
頼
で
き
る
と
思
う

2 
 用
心
す
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
う

3 
  
そ
の
他

た
い
て
い
の
人
は
信
頼
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
、
そ

れ
と
も
、
用
心
す
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
い

ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

将
来
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
な
た
ご
自
身
の

お
考
え
を
お
う
か
が
い
し
ま
す

問
11
- 2 1 
 非
常
に
感
じ
る

2 
 か
な
り
感
じ
る

3 
 少
し
は
感
じ
る

4 
 ま
っ
た
く
感
じ
な
い

で
は
，「
街
で
の
暴
力
」
に
つ
い
て
は
，
ど
の
程
度

で
し
ょ
う
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
11
- 3 1 
 非
常
に
感
じ
る

2 
 か
な
り
感
じ
る

3 
 少
し
は
感
じ
る

4 
 ま
っ
た
く
感
じ
な
い

で
は
，「
交
通
事
故
」
に
つ
い
て
は
，
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
11
- 4 1 
 非
常
に
感
じ
る

2 
 か
な
り
感
じ
る

3 
 少
し
は
感
じ
る

4 
 ま
っ
た
く
感
じ
な
い

で
は
，「
失
業
」
に
つ
い
て
は
，
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

（
○
は
一
つ
）

問
11
- 5 1 
 非
常
に
感
じ
る

2 
 か
な
り
感
じ
る

3 
 少
し
は
感
じ
る

4 
 ま
っ
た
く
感
じ
な
い

で
は
，「
原
子
力
施
設
の
事
故
」
に
つ
い
て
は
，
ど

う
で
し
ょ
う
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
11
- 6 1 
 非
常
に
感
じ
る

2 
 か
な
り
感
じ
る

3 
 少
し
は
感
じ
る

4 
 ま
っ
た
く
感
じ
な
い

で
は
，「
最
近
の
生
活
の
中
で
の
経
済
面
の
不
安
」

に
つ
い
て
は
，
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
（
○
は
一
つ
）

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

問
11
- 1 1 
 非
常
に
感
じ
る

2 
 か
な
り
感
じ
る

3 
 少
し
は
感
じ
る

4 
 ま
っ
た
く
感
じ
な
い

ま
ず
、「
重
い
病
気
」
の
不
安
は
、
ど
の
程
度
で
し
ょ

う
か
？
（
○
は
一
つ
）

5 
 そ
の
他

あ
な
た
は
、
自
分
自
身
の
こ
と
や
ご
家
族
の
こ
と
で
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
危
険
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

問
12

あ
な
た
は
、
こ
こ
1
ヶ
月
の
間
に
つ
ぎ
に
あ
げ
る

も
の
に
悩
み
ま
し
た
か
？
（
○
は
一
つ
ず
つ
）

問
15

1 
 上

2 
 中
の
上

3 
 中
の
中

4 
 中
の
下

5 
 下か
り
に
現
在
の
日
本
の
社
会
全
体
を
、
こ
の
表
に
か

い
て
あ
る
よ
う
に
５
つ
の
層
に
分
け
る
と
す
れ
ば
、

お
宅
は
、
こ
の
ど
れ
に
入
る
と
思
い
ま
す
か
？
（
○

は
一
つ
）

6 
 そ
の
他

問
16

1 
 公
平
だ

2 
 だ
い
た
い
公
平
だ

3 
 あ
ま
り
公
平
で
な
い

4 
 公
平
で
な
い

一
般
的
に
言
っ
て
、
今
の
日
本
の
社
会
は
公
平
だ
と

思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
気
持
は
、
つ
ぎ
の
う
ち
の

ど
れ
に
近
い
で
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

5 
 そ
の
他

1 
 よ
く
な
っ
た

2 
 や
や
よ
く
な
っ
た

3 
 変
ら
な
い

4 
 や
や
わ
る
く
な
っ
た

5 
 わ
る
く
な
っ
た

問
13

あ
な
た
の
生
活
水
準
は
、
こ
の
1
0
年
間
で
ど
う
変

り
ま
し
た
か
？
（
○
は
一
つ
）

6 
 そ
の
他

悩
ん
だ
こ
と

あ
り

悩
ん
だ
こ
と

な
し

1
頭
痛
、
偏
頭
痛

2

1
腰
の
痛
み

2

1
い
ら
い
ら

2

1
ゆ
う
う
つ
に
な
る
、

気
が
ふ
さ
ぐ

2

そ
の
他

3 3 3 3

1
不
眠
症

2
3

1 
 か
な
り
よ
い
給
料
が
も
ら
え
る
こ
と

2 
 倒
産
や
失
業
の
恐
れ
が
な
い
仕
事

3 
 気
の
合
っ
た
人
た
ち
と
働
く
こ
と

4 
 や
り
と
げ
た
と
い
う
感
じ
が
も
て
る
仕
事

5 
  
そ
の
他

問
14

こ
こ
に
仕
事
に
つ
い
て
、
ふ
だ
ん
話
題
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
は
、
ど
れ
に
１
番
関
心
が
あ

り
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

最
近
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す
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第 5章 調査票等送付物

問
36

仮
に
こ
う
い
っ
た
調
査
が
も
う
一
度
あ
る
と
し
た

ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
28

1 
 男
性

あ
な
た
の
性
別
は
？
（
○
は
一
つ
）

問
37

（
　
　
　
）
月
　（
　
　
　
）
日
　
午
前
・
午
後
（
　
　
　
）
時
頃

こ
の
調
査
票
へ
の
ご
記
入
日
時
は
？

問
38

（
　
　
　
　
　
　
　
）
分
く
ら
い

ご
記
入
い
た
だ
く
の
に
か
か
っ
た
時
間
は
？

問
29

あ
な
た
の
年
齢
は
？
（
○
は
一
つ
）

問
33

あ
な
た
の
お
住
ま
い
は
、
一
戸
建
、
長
屋
建
、
共
同

住
宅
の
ど
れ
に
当
た
り
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

問
34

1 
 １
人

2 
 ２
人

3 
 ３
人

4 
 ４
人

5 
 ５
人

6 
 ６
人
以
上

あ
な
た
の
世
帯
に
は
、
全
部
で
何
人
の
方
が
住
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

（
世
帯
に
３
ヶ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
住
ん
で
い
る
か
、住
む
こ
と
に
な
っ

て
い
る
人
の
数
。
単
身
の
住
み
込
み
の
雇
人
も
含
む
。
間
借
り
や
下
宿

し
て
い
る
単
身
者
は
、
一
人
世
帯
と
し
て
く
だ
さ
い
。）

1 
 一
戸
建

2 
 長
屋
建

（
長
屋
や
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
よ
う
に
、
住
宅
の
壁
を
共
通
に
し
て
二
つ
以
上
の
住
宅
を

  
  
  
  
  
  
  
 横
に
建
て
連
ね
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
外
へ
の
出
入
口
が
あ
る
も
の
）

3 
 共
同
住
宅

（
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、
１
棟
の
建
物
の
中
に
二
つ
以
上
の
住
宅

  
  
  
  
  
  
  
  
  
が
あ
り
、
廊
下
や
階
段
を
共
通
に
し
た
り
、
住
宅
を
重
ね
て
建
て
た
も
の
）

最
後
に
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て
何
か
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

1 
 必
ず
答
え
る
よ
う
に
し
た
い

2 
 な
る
べ
く
答
え
る
よ
う
に
し
た
い

3 
 あ
ま
り
答
え
た
く
な
い

4 
 答
え
た
く
な
い

問
32

あ
な
た
は
結
婚
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
　
つ

ぎ
の
ど
れ
に
当
た
り
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

1 
 未
婚

2 
 死
別

3 
 離
別

4 
 既
婚

問
31

で
は
、
あ
な
た
の
お
仕
事
の
種
類
は
、
つ
ぎ
の
ど
れ

に
当
た
り
ま
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

1 
 農
林
水
産
業

2 
 自
営
の
商
工
業

3 
 専
門
、
自
由
業
（
教
員
、
医
者
な
ど
）

4 
 管
理
職
（
課
長
以
上
）

5 
 事
務
系
の
勤
め
人
（
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
）

6 
 作
業
系
の
勤
め
人
（
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
）

7 
 主
婦
（
専
業
主
婦
）

8 
 学
生
、
無
職

9 
 そ
の
他

5 
 そ
の
他

問
30

あ
な
た
が
、
最
後
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
学
校
は
な
ん

で
す
か
？
（
○
は
一
つ
）

1 
 小
学
校
［
学
歴
な
し
を
含
む
］

2 
 新
制
中
学
［
旧
制
高
等
小
学
］

3 
 新
制
高
校
［工

（商
）業

高校
］ 旧
制中

学校
［中

学校
、工

（商
）業

学校
、（
高等

）女
学校

］

4 
 大
学
、
短
大
、
高
専
［
旧
制
高
等
学
校
、
工
（
商
）
業
専
門
、
高
等
工
（
商
）
業
］

1 
 2
0
代

2 
 3
0
代

2 
 女
性

3 
 4
0
代

4 
 5
0
代

5 
 6
0
代

6 
 7
0
代

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
35

1 
 役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
か
ら

2 
 内
容
が
面
白
そ
う
だ
と
思
っ
た
か
ら

3 
 公
的
な
研
究
機
関
が
行
う
調
査
だ
か
ら

4 
 今
ま
で
に
、
こ
う
い
う
調
査
に
協
力
し
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
か
ら

5 
 特
に
断
る
理
由
も
な
か
っ
た
か
ら

6 
  
そ
の
他

今
回
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
理
由
は
ど
う
い
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
（
○
は
一
つ
）

5 
 そ
の
他

問
27

1 
 他
人
の
役
に
た
と
う
と
し
て
い
る

2 
 自
分
の
こ
と
だ
け
に
気
を
く
ば
っ
て
い
る

3 
  
そ
の
他

た
い
て
い
の
人
は
、
他
人
の
役
に
た
と
う
と
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
、
自
分
の
こ
と
だ
け

に
気
を
く
ば
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
（
○
は

一
つ
）

最
後
に
あ
な
た
ご
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す

ど
ち
ら
か
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
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